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お見合いは三つ巴!?
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　里り桜おへ。

　お元気ですか？　あなたが都に行ってしまってから、もう半年以上になりますね。

　妹のあなたがいないと、とても寂さびしいです。

　でもおじいさまと仲良く暮らしていると便りが届いたから、安心しています。

　そうそう、おじいさまが送ってくださるお薬のおかげで、今はとても調子がいいの。

　庭を散歩したりもできるようになって、日に日に体調が良くなっていくのを実感しています。

　そのうち、あなたがいる都にも遊びに行きたいわ。

　その時はいろんな所を案内してね。

　都でのあなたの生活が、順調にいくよう願っています。




　あなたを誰だれよりも大事に思っている姉、都み桜おより。
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　陽や真ま乙と国の都はまだまだ寒さが厳しかったが、冷えて澄すんだ空気は心地ここちよく、太陽は眩まぶしいほどに輝かがやいていた。だが都の西に屋や敷しきを構える白びやつ虎こ家の跡あと取とり白はく桜おうは、太陽とは反対に曇くもった顔で、田舎いなかに住む姉から届いた文を握にぎり締しめていた。

「姉様がお元気そうでよかった。でも、都での生活は波は瀾らん万ばん丈じようです、姉様。わたしの『秘密』を誰かに知られてしまって……！」

　自室には大きな鏡がある。そこに映るのは、白虎家の特とく徴ちようである白銀の髪かみと紅の瞳ひとみを持つ己おのれの姿だ。短く切った髪に狩かり衣ぎぬを着た姿は、やや小こ柄がらではあるが〝男〟にしか見えない。

　だが本当は違ちがう。実は白桜は里桜という名の〝女〟なのだ。

　跡取りに相応ふさわしい年ねん齢れいの男子がいなかった為ため、男のふりをして白虎家の跡あと継つぎとなった。

　それと引き替かえに、祖父は身体からだの弱い姉の為に希少な異国の薬を取り寄せてくれたのだ。

　そのおかげで、姉が元気になってきたのは喜ばしかった。

　だが今、白桜はとんでもない危機に見み舞まわれていた。大事な秘密を、誰かに知られたのだ。

「落ち着け、まずは秘密を知ったその〝誰か〟を見付けるんだ！」

　その時の事を思い出す。大学寮りようの近くにある屋敷で風ふ呂ろに入っている所を誰かに見られた。

　女によう房ぼうの橘たちばながその人物を見かけたようだが、一いつ瞬しゆんの事で男だとしかわからなかったらしい。

　その男がいた周辺を調べてみたが、何も手がかりはなかった。

　あれから一ひと月つき経たつが、周りは静かなものだった。

　おそらくその男は何か理由があって、白桜が女だと知っても黙だまっているのか。それとも風呂に入っていたのが、白虎家の白桜だと知らないで、女の裸はだかを見ただけだと思ったのか。

　後者であると信じたい。それなら裸を見られて恥はずかしいだけですむ。

「もしその誰かが『秘密』を世間に公表したら、一族全員が都を追われる。やっと元気になってきた姉様だって、どんな目にあうかわからない。それに騙だましていた事がわかったら、四神の跡取り達は……」

　胸が苦しくなって、それ以上は口に出せなかった。

　考え込んでいると、ふいに襖ふすまが開いた。顔を上げると、祖父の上総かずさだが部屋に入ってくる。

「白桜。──帝みかどからお達しがあったぞ。三日後に大だい内だい裏りに来るようにと」

　その一言に身が引き締まる思いがした。先日大学寮を条件付きで卒業し、見習い官かん吏りとして大内裏に上がる事になっていた。いよいよ、その時が来たのだ。

「わしはお前が誇ほこらしい。だが同時に心配でもある。官吏となったあとに女だとばれたら、それこそただではすまん。主上を騙した罪で、死罪になってもおかしくはない」

　苦しい胸の内を吐と露ろする上総に、立ち上がって微笑ほほえんだ。

「わかっています。ですがこれも一族を守る為。わたしは白虎家の白桜。その名で生きると決めたのです。まだ見習いですが、大内裏に上がり男として立派な官吏となってみせます！」

　決意の声は、自分でも驚おどろくほど凜り々りしく部屋に響ひびいた。
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「一いつ緒しよに風呂に入ろう、鵬ほう玄げん」

　ふと気付くと、鵬玄は白い湯気が立つ湯ゆ殿どので、白桜と向かい合っていた。

　彼は狩衣姿だが、自分は上半身裸だ。微笑む白桜に、やや目を見開いた。

「身体にひどい傷があるから、他人と風呂に入るのは嫌いやだと言っていなかったか？」

「鵬玄となら平気だ。だってわたし達は親友だろう。ありのままの姿を見てほしいんだ」

　その言葉は、彼が心を許してくれた証あかしのような気がして、心底嬉うれしかった。

　彼は、人付き合いも悪く言葉も足りない自分に初めてできた、大親友だ。

　口に出した事はないが、彼の為なら命すら投げ出しても惜おしくないとまで思っていた。

　白桜が帯に手をかける。その仕草に、ふいに心がざわめいた。何か忘れている気がしたが、どうにも思い出せない。帯が床ゆかにするりと落ちて、着物の襟えりがはだけた。

　白い肌はだが顕あらわになって、なぜかどきっとした。柔やわらかそうな肌には、見覚えがある。

　彼と風呂に入るのは初めてなのにどうしてだろうと考えて、唐とう突とつにある事を思い出した。

　大学寮の卒業の儀ぎの日、鵬玄はとんでもない白桜の『秘密』を見てしまったのだ。

　襟に手をかけて諸もろ肌はだを脱ぬいだ白桜に、鵬玄は目を剝むいて叫さけんでいた。
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「うおぉぉぉっ。それ以上脱ぐな──────っ！」

　玄げん武ぶ家の屋敷で寝ねていた鵬玄は、汗あせびっしょりになって目を覚ました。

　ここ一月毎晩のように見る夢は、互たがいに認め合った大親友の夢だ。

　白桜という名で、身体は小さいが思いやりがあって努力家で。

　互いに秘密は作らないと誓ちかったほどの仲で、親友になれた事に誇りすら抱いだいていた。

　それなのに、彼は噓うそをついていた。

　大学寮を卒業する日、白桜が忘れていった冠かんむりを届けようと彼がいる屋敷へ行った。

　庭に入ったら水音がしたから、風呂に入っているのだろうと察した。風呂を覗のぞいたのは、彼が身体の傷をずいぶん気にしていたから、どれほどのものなのか確かめたかったからだ。

　そのぐらいの傷は、自分達の友情にはまったく影えい響きようはないと言ってやりたかった。

　しかしそこで、度ど肝ぎもを抜ぬかれるような光景を目にしてしまった。

　頭に、湯殿の大きな盥たらいに浸つかっていた白桜の姿が浮うかぶ。透すき通るような白い肌だった。

　肩かたは細くて背中も小さくて。着物を着ている時よりかなりほっそりしていたので、おかしいと一瞬思ったのだ。そしてこちらを向いた彼の姿に、驚きよう愕がくして息が止まりそうになった。

「女だったなんて……」

　呟つぶやいて、赤くなった顔を片手で覆おおう。思い出すだけで頭が沸ふつ騰とうしそうだ。男にしては華きや奢しやで力も弱いと知ってはいた。だが自分が知っている白桜は、大学寮の学生達から嫌がらせを受けても絶対に考えを曲げず、努力と根こん性じようで一歩一歩進んでいく立派な男だったのだ。

　それなのに……。

「白桜が女なのに男だと偽いつわっている理由は、おそらく白虎家の跡取り不足のせいだ。跡取りがいないと一族は都を追放になる。……しかしそれは犯罪だ。犯罪は取り締まらねば。速すみやかに主上に訴うつたえ出るべきだ。それが帝の忠臣たる四神の跡取りの役目」

　そうするべきだとわかっているが、大親友の白桜の事となると、心にためらいが生まれた。

「だがそんな事をしたら白桜はどうなる？　俺が訴えたせいで友が死罪にでもなったら……」

　いつでも冷静に判断できるよう訓練してきたのに、この件に関してだけはどうしていいかわからない。散々考えたが、結局今日も答えは出なかった。

　傍かたわらにあった大おお太刀たち『妖よう鬼き』をすらりと抜く。鈍にび色いろに光る刀身を見つめると、いつもなら落ち着くはずだった。だが曇り一つない刀身に白桜の白い肌が映った気がして、床へと落とす。

「心頭滅めつ却きやく！　女の風呂を覗いてしまったが、わざとではないのだっ。許せ、白桜！」

　頭に焼き付いている白い肌を追い払はらうには、くたくたになるまで身体を動かすのが一番だ。

　鵬玄は今夜も屋敷の周りを走り込む為、寝衣ねまきのまま部屋を飛び出したのだった。
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　都の北に位置する大内裏は、帝が住まう内裏と二官八省の官かん衙がでできている。

　大内裏にはそれぞれ役所が配置され、まるで一つの町といっても過言ではない大きさだ。

　白桜は生まれて初めて、その大内裏にある紫し宸しん殿でんを訪おとずれていた。

「みな、よくぞ参った。顔を上げよ」

　紫宸殿は帝の住居である内裏の正せい殿でんだ。白桜はその紫宸殿の広間に座っていた。

　広間の奥には御み簾すが下げられている。そこから低い声が聞こえて、一気に緊きん張ちようが高まった。

　顔を上げると、御簾がするすると上がっていく。

　御み帳ちよう台だいに座っているのは、この陽真乙国を治める龍りゆう宝ほう帝ていだ。

　三十代後半で、青せい龍りゆう家の特徴である紺こん碧ぺきの髪と瞳を持ち、着物の上からでもかなり鍛きたえた身体つきをしているのがわかった。

「元気そうで何よりだ、四神の跡取り達よ」

　四神の跡取り達とは、白桜と一緒に横一列に並んだ青年達の事だ。

　陽真乙国では、北に玄武家、南に朱雀すざく家、西に白虎家、そして東に青龍家がそれぞれ屋敷を構えて住んでいる。国を守護する四神を祀まつる一族でもある四家は、都でも絶大な権力を誇っていた。なぜなら、次期帝は四神の跡取り達の中から選ばれるのだ。

　白桜の右みぎ隣どなりには、青龍家の跡取り青せい丞じようと朱雀家の跡取り朱しゆ咒じゆが座り、左ひだり隣どなりには玄武家の跡取り鵬玄がいた。全員が姿勢を正して、龍宝帝の言葉を待つ。

「会うのは騎うま射ゆみ大会以来だな。君達を大内裏に迎むかえ入れられて嬉しく思う」

　騎射大会と聞いて、苦い思い出が蘇よみがえる。白桜達は一ひと月つきほど前まで、官吏を育てる大学寮りように通っていた。騎射大会はそこで行われたのだが……。

（弓を握にぎる手が血で滲にじむほど練習したけど、妨ぼう害がいにあって失格になった。あれは、本当に悔くやしかった……！）

　まだ傷きず跡あとの残っている手を握り締しめていると、帝がすっと口角を上げた。

「本来なら騎射大会で失格になった白桜と青丞、一人では仕官しないと言った鵬玄と朱咒、君達四人は仕官できなかった。しかし君達の互いに仲間を思う気持ちに免めんじて、特別に『見習い官吏』として大内裏に呼んだのだ。これから先、君達がどう成長するか楽しみだ」

　龍宝帝は底の知れない人物だと思う。帝でありながら蛍けい霧むと名乗って博士はかせのふりをし、白桜に近づいてきた。わいろを寄よ越こせば卒業させてやると、甘い言葉を囁ささやいて試ためしてきたのだ。

　もちろん断ったが、あの時うっかり誘さそいに乗っていたらと思うとぞっとする。

　龍宝帝が肘ひじ置きにもたれつつ、ゆっくりと四人を見回した。

「見習い官吏の君達には、新たな試験を受けてもらうと言っただろう。今、どんな試験にしようかと考えている所だ。とても楽しくてやりがいのあるものにしようと思っているから、楽しみにしていてくれ」

「……迷めい惑わくな」

　ぼそりと呟いたのは、帝みかどの息子むすこでもある青丞だ。

　彼も父親と同じく紺碧の髪かみと瞳ひとみをしていた。違ちがうのは、龍宝帝は長い髪を丁てい寧ねいに結ゆい上げているが、青丞はすっきりとした短たん髪ぱつであるという事だけだ。整った顔を持ち、常に冷静な判断をする彼は氷の貴公子と呼ばれていて、都中の姫ひめ達の憧あこがれの的だという。

　最初は冷たくあたられ、彼が放つ辛しん辣らつな言葉に恐きよう怖ふさえ覚えていた。

　だがいろいろあって、それが彼の優やさしさゆえの忠告だったのだと知った。

　大学寮を卒業する為ために勉強を教えてくれたりと、見かけによらず面めん倒どう見みもいいのだが、辛辣なのは相変わらずのようだ。父親である龍宝帝へも容よう赦しやはなかった。

（青丞。聞こえなかったからいいようなものの、何て事を言うんだ……！　でもすごく不敬だとは思うけど、正直同じ気持ちだ。いたずら好きの主上が考えた試験なんて、きっと一ひと筋すじ縄なわじゃいかないもののような気がする！）

　酔よっ払ぱらいの博士のふりをして白桜の前に現れたのもそうだが、龍宝帝は今までも四神の跡あと取とり達が互いに仲良くなれるようにと、いろいろと迷惑な命令をしてくれた。その帝が〝楽しくて〟〝やりがいのある〟どんな試験を言いつけるのか、気になって仕方がない。

「白桜。今日は大人しいな。先日の騎射大会の時のように、私に意見はしないのか？」

「いえ、あの……」

　考え事をしていた最中に声をかけられて、あたふたした。口ごもると龍宝帝が苦く笑しようする。

「私はお前を気に入っている。だからといって試験では手を抜かないぞ。実力で乗り切って、また私を満足させてくれ」

「は、はい！　頑がん張ばります……。ですが試験とは、いったいどういったものですか？」

　ここにいる四神の跡取り全員が心の中で思っているだろう事を、おそるおそる聞いてみる。

　龍宝帝がにっこり笑って、持っていた扇せん子すで口元を隠かくした。

「それは──今はまだ考えている途と中ちゆうだから、あとのお楽しみにしておこう。それより白桜は大だい内だい裏りに来るのは初めてだろう。まずはみんなで大内裏を回って、どんな所なのか学んでくるといい。青丞、案内するように」

「はい」

　青丞が静かに頭を下げたので、それに倣ならう。

　龍宝帝の楽しそうな表情は、白桜の不安を余計にかき立てた。
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「私は案内はいいよ。大内裏は知り尽つくしているし。典薬寮に用事があるから行ってくる」

　龍宝帝の御ご前ぜんを辞して、二官八省がある官庁街へと向かっていると、朱咒が立ち止まった。

　白桜は同じく足を止め、彼へと目を向ける。情熱的な赤い髪と瞳を持つ朱咒は医者でもあり、二十代前半なのに大学寮をとっくの昔に卒業した天才だ。

　麗うるわしい顔立ちを見ていると、天は二物も三物も彼に与あたえたのだなと素す直なおに思ったりもする。

　朱咒は、その整った顔立ちに男の色気を凝ぎよう縮しゆくさせた微笑ほほえみを浮かべ、白桜の顎あごに優しく手をかけた。

「白桜。私がいなくて寂さびしいだろうけど、我が慢まんして。あとでゆっくり遊んであげるから」

「いえ、遊ばなくていいです。用事がすんだら、そのままお帰りになったらいかがですか？」

　この国で一番女性にもてると言われている朱咒なのに、なぜか白桜を口説こうとしてくる。

　しかも男だと思っている（はず）なのに言い寄ってくるから、たちが悪い。

　だが彼のそんな言動には慣れてきた。顎を捉とらえられたくらいでは、うろたえたりしない。

　やんわりとその手を振ふり解ほどこうとした。

「何をしている！」

　しかし白桜より早く、鵬玄が朱咒の手をばしっとはたき落とした。

　朱咒が怒おこるよりも先に目を丸くする。

「どうしたんだい？　鵬玄。私はただ、白桜と話をしていただけだよ」

「顎に触ふれていただろう。そんな事をするのは失礼だ！」

　頭から湯気が出そうな勢いで怒いかり狂くるう鵬玄に、朱咒だけでなく白桜も青丞も目を丸くした。

　玄げん武ぶ家の跡取りである鵬玄は、漆しつ黒こくの闇やみのような髪と瞳を持つ美び丈じよう夫ふだ。

　もともとは武官で『妖よう鬼き帝てい』とあだながつくほどの剣けんの達人だという。

　大おお柄がらな身体からだで目つきは悪いが、無骨でまじめな彼は、いつもは無口であまり感情を表に出さない。それなのに、今日は様子がおかしかった。白桜は慌あわてて鵬玄に向き直る。

「急にどうしたんだ？　朱咒はいつもこの調子だから、別にわたしも何とも思っていないよ」

　何気なく腕うでに触れようとした。すると鵬玄が慌てたようにその手を避よけて、一歩下がる。

「お、お前は無防備すぎる。むやみに他人を触さわったり触られたりするな！」

　何を怒っているのかさっぱりわからない。朱咒が鵬玄を観察するように見つめた。

「……ずいぶんと様子がおかしいね。汗あせびっしょりじゃないか。ふーん。なるほどなるほど」

　ふいに、にんまりした朱咒に嫌いやな予感がした。

　さっと背後に移動した彼に、後ろから抱だきしめられ、首筋に顔を埋うずめられる。

「うーん。相変わらず白桜はいい香かおりがするな」

「何をするーっ」

　鵬玄が血相を変えて捕つかまえようとしたが、朱咒はひらりと身を翻ひるがえして、彼の手を避けた。

「鵬玄、私と白桜の仲がいいから、嫉しつ妬としているのか？　なにせ君は白桜を親友だと言うくらいだ。知っているかい？　友情と愛情には、さほど差はないんだよ」
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　うろたえた鵬玄が、ちらりとこちらに目を向けた。

　そのとたん、火が出そうなくらいに顔が真っ赤になる。

「どうしたんだ？　鵬玄。熱でもあるのか？」

　額に触れて確かめようとすると、彼が見てわかるほどにびくりと身体を震ふるわせた。

「さ、さ、さ、触るなーっ」

　鵬玄が白桜の手を避けるように後ずさる。彼の背後に目をやって、はっとした。

「危ない、鵬玄。後ろ！」

「うっ！」

　声をかけたが遅おそかった。ゴンッと音がして、鵬玄が背後にあった大木に激げき突とつする。

　頭を打ったのか倒たおれ込んだ鵬玄に、慌てて駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　打った所を確かめようとすると、鵬玄がその手を振り払はらった。

「平気だ。と、とにかく俺は失礼する！」

　慌てて立ち上がった鵬玄だが、めまいがするのか足もとはふらふらしていた。

「おい、今から大内裏を案内するんだぞ。どこに行くんだ」

　青丞が眉まゆをひそめたが、鵬玄は振り返りもしなかった。団体行動を乱すなんてまじめな彼らしくない。足早に去って行く後ろ姿を見つめていると、いつのまにか朱咒が隣となりに立っていた。

「ふむ。面おも白しろいな。いったい何であんなに慌ててるんだろうね。彼は君を親友だと言っていたのに、触られるのも嫌がっていた。君達の間で何かあったのか？」

　朱咒は何でも知りたがる所がある。というより、知らない事があるのが許せない性格のようだ。よく言えば好こう奇き心しんが旺おう盛せいだが、秘密を抱かかえた白桜からするとはた迷惑な性格としか言いようがなかった。

　できたら彼とは、あまり長い時間一いつ緒しよにいたくない。

「わかりません。……それより典薬寮に用事があるのでしょう。行かなくていいのですか？」

「ああ、そうだった。では鵬玄の謎なぞの言動については、今度じっくり研究する事にしようかな。〝妖鬼帝鵬玄の、突とつ然ぜんの変へん貌ぼうはなぜか!?〟うん。いい課題になりそうだ。しばらく退たい屈くつせずにすむね。……じゃあ、私も行くよ。浮うわ気きしないでくれ。白桜」

　ひらひらと手を振って、朱咒も立ち去った。青丞がため息をつく。

「まったく、相変わらず勝手な奴やつらだな。……坊ぼうや、行くぞ」

　鵬玄の事が気になったが、青丞に促うながされて仕方なく歩き始めた。
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「少し用事があるから、まず最初に陰おん陽みよう寮りように行くがいいか？」

　前を歩く青丞に聞かれて、白桜は目を輝かがやかせた。

「陰陽寮ってもしかして、あの有名な陰おん陽みよう師じの草くさ薙なぎ様がいらっしゃる所ですか！」

「確かに陰陽寮には草薙という男がいるが。何だ、その喜びようは」

「だって陰陽師の草薙様といえば、天文学を使って未来を言い当てると評判じゃないですか。もともとは庶しよ民みんの生まれだったのに、その才能を買われて陰陽寮に迎むかえられたとか。しかも今ではそこを仕切る陰陽寮の頭に任ぜられた。庶民としてはすごい出世だと有名な方ですよ！」

　興奮するあまり、言葉が止まらなくなった。

「それにこんな話も聞いた事があります。十年ほど前、大内裏の清せい涼りよう殿でんを建たて替かえた時、それに携たずさわった大工達が何人も不可解な死を遂とげた。人々は鬼おにの呪のろいだと恐おそれて、工事が中止になりそうになった。そこへ現れたのが、草薙様だって」

　田舎いなかにさえ伝わってきた有名な話だ。

　青丞が呆あきれた視線を向けているのはわかっていたが、構わずに話を続けた。

「草薙様は陰おん陽みようの術を使って、改修工事を邪じや魔ましていた鬼を祓はらったって噂うわさです。そのおかげで、工事はその後一人の死者もけが人もなく無事にすんだ。その功績を認められ、貴族でもないのに陰陽寮に迎え入れられたって。すごい大出世ですよね！　いったいどんな方なのでしょう」

　昔から書物を読むのが好きで、特に不思議な話には目がなかった。実際に陰おん陽みよう道どうというまか不思議な力を持つ人々を目にするのは初めてで、心が浮うき立つのを抑おさえられない。

「……陰陽寮とは、天文学や暦れき数すうなどから吉きつ凶きようを占うらなったり祓はらえなどを行う所だ。お前が考えているようなまか不思議な力ではなく、きちんとした論理に基もとづいて行われる……」

「どうしてそんなに現実主義者なんですか！　不思議な力っていうのは確かにあるんです。草薙様はきっと式神とか使って鬼とか呼び出して、悪い奴を退治したりするんですよ！」

「物語の読み過ぎだ」

　拳こぶしを握にぎって力説したのに、一言でばっさりと切り捨てられた。

　だけど、諦あきらめずに再び目を輝かせる。

「夢を見るくらいいいじゃないですか。とにかく、草薙様に直接お会いしてみたいんです！」

　青丞が何か言おうとした口を閉じて、代わりにため息をついた。

「その草薙に用事があるから陰陽寮に行くんだ。会いたければついてこい。ただし、話の邪魔はするなよ」

「はい！」

　さっさと歩き出した青丞のあとを、わくわくしながら軽い足取りでついていった。







　陰陽寮は、大だい内だい裏りの東南にあった。白桜は大きな門の前に立って、胸を高鳴らせる。

「ここが陰陽寮なんですね。憧あこがれの場所に来られて感激です！」

「いつもいつも言っていると思うが、静かにしてろ。お前は〝女〟のようにお喋しやべりが多い」

　青丞の何気ない一言に、心臓が止まるくらい驚おどろいた。

「そ、そんな事ないですよ。やだな。あははははは」

　焦あせったのを隠かくすように、とにかく笑い続けた。青丞は呆れた顔をしたまま、近くにいた衛兵に話しかける。衛兵がすぐさま地面に片かた膝ひざをついた。

「これは、青丞様……」

「陰陽寮の頭、草薙に用事がある」

「かしこまりました。では中へご案内します」

（陰陽寮の中に入れるんだ！　すごいな）

　物語に出てくるような、不思議な力を持つ陰陽師達がここにはたくさんいるのだ。

　わくわくしながら建物に入り廊ろう下かを進むと、見た事がない道具がたくさんある広い部屋に出た。そこでは十人ほどの男達が忙いそがしそうに立ち働いている。

「ちょっとここで待ってろ」

　言い置いて、青丞が隣の部屋に入っていく。働いている人達の邪魔にならないように、壁かべ際ぎわに移動しようとした白桜は、ふと部屋の真ん中にある机に置いてあるものに目を留めた。

「何だろう、これ」

　それは両手を拡ひろげたくらいの大きさの、四角い盤ばんだった。

　十二支を表す漢字や数字が書かれていて、よく見ると四角い盤の上に円形の盤も重なっており、それが動くようになっている。

「それは六りく壬じん式ちよく盤ばんといいます。太陽の位置や時刻の十二支から、病気や災害がないかを占う道具です」

　まじまじと見つめていると、ふいに背後から声をかけられた。

　驚いて振ふり向むくと、身の丈たけほどの銀の錫しやく杖じようを持った男が立っている。

　まっすぐな黒くろ髪かみを背中にたらした彼は、年ねん齢れいはおそらく二十代後半。

　背は高いが細身で、鎖くさり付きの片かた眼鏡めがねをかけている。

　紺こん色いろの束帯を少しの乱れもなく着こなし、柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべていた。

「この円形の部分を回して、止まった所の目の相で占いをするのです。病なら祟たたりがあるのかどうか。干ばつの時に雨が降るかどうか。もし悪い結果が出たら、それにどう対処するかも、その式盤から読み取れるのですよ」

「すごいですね！　そんな事ができるのですか」

　陰陽寮が占いなどを専門に行っているのは知っていたが、具体的にどういった事をしているかを聞いたのは初めてだった。見た事のない道具に目を輝かせていると、男が苦く笑しようした。

「あなたは白びやつ虎こ家の白桜でしょう。噂通り、女性のようなお姿ですね」

　一いつ瞬しゆん息が止まりそうになったが、何とかそれを顔には出さないようにした。

　改めて男に目をやる。穏おだやかな表情を浮かべていたが、視線に探さぐるような色が混じっている気がして、緊きん張ちようが高まった。

　優やさしい声こわ色いろだが、ちくりと刺ささるとげが混じっている気がするのは、考え過ぎだろうか。

「確かにわたしは白虎家の白桜ですが、あなたはいったい……」

「草薙、ここにいたのか」

　そこへ声をかけたのは、隣の部屋から戻もどってきた青丞だった。

「く、草薙様!?　この方が？」

　物語や噂に聞く陰陽師は、鬼さえも操あやつる神がかり的な才能を持つ人物だった。

　しかし目の前の草薙は、そんな物ぶつ騒そうな事とは縁えん遠どおそうな温和な表情をしていた。

　上から下までじっくり見つめていると、草薙が苦笑する。

「初めまして、白桜。そうじろじろ見つめられては、身体からだに穴が空いてしまいますが」

　不作法な自分の態度に気付いて、慌あわてて頭を下げた。

「申し訳ありません、草薙様。ご挨あい拶さつが遅おくれまして……」

　白桜は名門白虎家の跡あと取とりではあるが、大内裏では見習い官かん吏りにすぎない。

　陰陽寮を取り仕切る頭である草薙の方が、身分でいえばかなり上だった。

「堅かた苦くるしい挨拶はけっこうです。ようこそ陰陽寮へ。ここは様々な占術と天文暦れき法ほうの知識をもとに、方術を駆く使しして吉凶を判じ、災さい厄やくを祓う所です。何か困った事があればいつでも相談に乗りますよ」

　シャランと錫杖を鳴らした草薙が、ふいに身を屈かがめて白桜の顔を覗のぞき込んだ。

「その可愛かわいらしい顔が苦難に歪ゆがまないように、悪い気は早めに祓って差し上げましょう。特にあなたは青丞のお気に入りのようですから」

「変な事を言うな。坊ぼうやとはただの腐くされ縁えんだ。同じ四神の跡取りだから、一いつ緒しよに行動する事が多いだけだ」

　むっとして腕うで組ぐみをした青丞に、草薙がくすりと漏もらした。

「そうですか？　あなたが白桜の話をする時は、何やら楽しそうですよ」

「余計な事は言うな。それより……」

　青丞が草薙を手招きして、何やら話を始めた。邪魔しない方がいいだろうと壁際で控ひかえる。

　二人が話をしているのを見つめながら、心の中でこっそりため息をついた。

（噂に名高い陰陽師の草薙様に会えると思って楽しみにしてたけど、案外普ふ通つうの人だ……。もっと呪じゆ文もんとか唱えて式神を呼び出して連れて歩いたりとか、鬼を退治したりするんだと思ってたけど。でも鬼とか物の怪けなんてわたしも見た事ないんだし、噂話なんてこんなものかも）

　わずかばかり落らく胆たんしている間に、青丞と草薙は話を終えたようだ。

「坊や、行くぞ」

　青丞に促されて、肩かたを落としたまま陰陽寮をあとにしようとした。

「お待ちください。せっかくお越こし頂いたので、歓かん迎げいの意味をかねて占いはいかがですか？」

「俺はそういうものは信じない」

　堂々と言い切った青丞に、草薙が苦笑する。

「そう言わず。白虎家の白桜と出会った記念に、特別に恋こい占うらないをして差し上げましょう」

　その言葉は、白桜の心にわずかに残っている乙女おとめ心ごころをくすぐった。

「恋占い？　そんな事までできるのですか!?」

「当たり前です。私を誰だれだと思っているのですか？」

　真顔で返されて、思わず面めん食くらった。草薙が自信たっぷりの表情で微笑む。

「この都で一番の陰おん陽みよう師じはこの私、草薙です。この国に関する吉凶を占い、災厄を祓はらう事に関して、私の右に出る者はいません」

（すごい！　ここまで言い切るって、よほどの自信家か本当に実力があるかのどっちかだ）

「恋占いは、後宮の女性達に人気があります。あなたのように可愛らしい方にはお似合いかと思いますが」

　さきほどから何度か、可愛いと言われているのが気になった。しかも含ふくみ笑いしながらだから余計に。だが高名な草薙に占ってもらえるなんて、滅めつ多たにない機会だ。

「はいはい！　わたし、ぜひ占ってほしいです！」

　含み笑いには気付かぬふりをして、勢いよく片手を上げると、青丞がため息をつく。

「占いなんてものをありがたがるとは子供だな。だからいつまで経たってもお前は坊やなんだ」

「青丞、わたしは言われ慣れてるからいいですけど、せっかく占ってくださる草薙様に対して失礼じゃないですか？」

「かまいません。青丞はいつもこんな感じなので。現実主義者で占うらないは信じないし、物もの忌いみも気にしない。ですがそれを隠すわけではなくはっきり言うから、かえって気持ちがいいです」

　にこやかな口調の草薙が、さきほどの式盤の前に移動する。

「ではまず、嫌いやがっている青丞からいきましょう。氷の貴公子殿どのの未来には、どんな恋こいが待っているのか、私も興味があります」

　あまり嬉うれしくはなさそうな青丞だが、それ以上は拒きよ否ひしなかった。

　彼と二人で草薙の傍かたわらに移動する。草薙が式盤を動かしながら、口の中で何やら唱えた。

「……おや、青丞。意中の姫ひめがいるのですね。いつのまにそんな女性が？」

　どきっとしたのは、その女性に心当たりがあったからだ。

「最近だ。白虎家の姫ひめ君ぎみで、里桜姫という方だ。まだ顔も見た事がないのだが、とても素す晴ばらしい女性だ」

（うわぁぁぁぁぁ！　やっぱり。それってわたしじゃないか!?）

　里桜とは白桜の本名だ。しかし青丞はその事を知らず、二人は別人だと思っている。

　そして彼は、白桜の姉という事になっている里桜に、好意を持っているのだ。

　俯うつむいた顔に汗あせが流れた。どうやら彼らは本当に親しいらしく、草薙の喜ぶ声がした。

「今までどんな美女に言い寄られても、まったくなびかなかったあなたに、とうとう思い人ですか。それは素晴らしい。……ん？」

　式盤を操っていた草薙の表情が、ふいに固まった。

「……言いにくいのですが」

　難しい顔でやや声が小さくなった草薙に、青丞が腕組みした。

「かまわない。正直に言え」

「その女性には、どうやらあなたとは別に大切な人がいるようです」

　青丞の紺こん碧ぺきの瞳ひとみが鋭するどくなる。その目で見み据すえられて、草薙が困ったような顔をした。

「睨にらまないでください。私はただ、占いの結果を正直に言っただけですから」

「わかっている。彼女に大切な人がいるというのも知っている。……だが、彼女の心に誰がいようと俺は諦あきらめない。もしその大切な人とやらが現れても、彼女は絶対に渡わたさない」

　いつもは冷たい紺碧の瞳に、情熱が宿る。激しい炎ほのおのような情熱は、見た者すべてを圧あつ倒とうするほどの迫はく力りよくだ。触ふれれば火傷やけどしそうなその情熱に驚おどろいたのは、白桜だけではなかった。

「いつも冷静なあなたも、好きな女性の事になると、そんなに熱くなるんですね」

　草薙が目を丸くすると、青丞がうっすら笑った。

「本気だからな。たとえ彼女が誰を好きでもかまわない。相手の男から奪うばい取ってでも手に入れると決めている。里桜姫は俺のものだ」

　固い決意を思わぬ形で知って、背中に冷や汗が流れた。

「あ、姉のどこがそんなにいいのですか？　あなたみたいな完かん璧ぺきな方に、姉は相応ふさわしくないと思うのですが……」

　大学寮りようを卒業してからというもの、青丞は『里桜姫』に会いに、三日にあげずに白びやつ虎こ家の屋や敷しきを訪おとずれていた。そのたびに慌てて着き替がえてかつらを被かぶらなければならないから大変だ。

　それに御み簾す越ごしとはいえ話をしなければならない。いつ彼に秘密を気付かれてしまうかとどきどきし通しで、青丞が帰ったあとはどっと疲つかれて動けなくなるくらいだった。

　何とか里桜姫を諦めてほしいと、あの手この手を使って頑がん張ばっているが、未いまだに一度も成功した事はなかった。

「里桜姫は素晴らしい方だ。彼女は肩かた書がきなどで人を見ない。いつでもまっすぐでとても自立した考えを持つ方だ」

「でも姉はぜんぜん美人じゃないですよ。じゃじゃ馬で男勝まさりだし、突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出すし。いびきはかくし、朝起きる時によいしょってでっかい声で叫さけぶし」

　里桜の時だと、どんなに嫌きらわれようとしても青丞の強ごう引いんさに押されていつも失敗する。

　ならば弟の白桜が、客観的に意見をしてみるのはどうだろうと思いついた。

　悪口を並べ立てると、青丞から明らかにむっとしたような気配がした。

「……いくら弟でも、女性があまり知られたくないような事まで口にするのはよくないな」

　はっとして顔を上げると、青丞の目が据すわっている。

「俺は里桜姫がどんな顔をしていようと、どんな癖くせがあろうと気にはしない。それぐらい彼女を大切に思っている。だから彼女の陰かげ口ぐちのような事を言われると腹が立つ。いくら弟でもな」

　目が氷のように冷たかった。出会った当時はよくこんな目で睨まれていた。しかし最近は四神の跡あと取とりとして認めてくれたようで、滅多にこんな目をされる事はなかったのだ。

（まずい、本気で怒おこってる……）

「いえ、わたしはただ、姉はあなたにはきっとあわないだろうと思ったまでで」

「あうあわないは他人が決める事じゃない。……お前はそれぐらいの事はわかっていると思っていた。残念だ」

　青丞がふいっと顔を背そむけた。そのまま無言になった彼にどうしていいかわからずに、肩を落とす。里桜の時はどんなに変な事を言っても笑って受け入れてくれるのに、どうして白桜の時は怒ってしまうのか。その違ちがいがわからなくて困こん惑わくする事が多かった。

　やや首を傾かしげた草薙が、青丞と白桜を交こう互ごに見つめた。

「青丞。事情はわかりませんが、そう怒らないで。白桜が落ち込んでいるでしょう」

　そして白桜を元気づけるように、肩に手を置く。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。青丞は根に持つ男ではありません。すぐに機き嫌げんも直ります。さ、次はあなたの恋占いです。どんな結果が出るか楽しみですね」

　場を和やわらげようとしてくれている草薙に、感謝した。

　彼は再び式ちよく盤ばんに向き直り、円形の盤を回し始める。

　青丞の様子は気になったものの、今はきっと何を言っても彼の不興を買う気がした。

　とりあえず時間をおいてまた謝ろうと決めて、恋占いに集中する。

「……おや？」

　草薙が式盤を回す手を止め、眉まゆ根ねを寄せた。

「どうしたんですか？　何か悪い結果でも？　まさかわたしには、運命の人がいないとかそういう結果ですか？」

　思わず身を乗り出して式盤を凝ぎよう視しする。どうやったらこれで未来を予測できるのか不思議でならなかった。草薙に目を向けると、彼は腕うで組ぐみをして首を傾げていた。

「いや、そうではないのですが、こんな結果は初めてで」

（声がずいぶんと深刻そうだ。いったいなんなんだろう？）

　心配げに見つめていると、草薙がふっと口角を上げた。

「白桜、あなたはこれから『恋の嵐あらし』に巻き込まれるでしょう」

「はい？」

　思いもよらない結果に問い返すと、草薙が式盤を指で探さぐるように撫なでながら何度か頷うなずいた。

「あなたはこれから複雑な三角関係に陥おちいるでしょう。あなたの周りでは、いろんな人達が入り乱れての恋の嵐が吹ふき荒あれて、大おお騒さわぎが起こると占いに出ています。……なるほど。今の女性達はあなたみたいに女の子のような可愛かわいい顔が好きなのですね」

　じっくりと顔を見つめられて、頰ほおが引きつった。さきほどからたびたび探るような視線を向けられて、可愛いを連発されているのが気になって仕方ない。白桜は大げさに胸を張った。

「わたしは男です！」

「……本当に？」

　即そく座ざに返してきた草薙は、またしても含ふくみ笑いをしていた。

（どうしてこんな顔をするんだ。もしかして陰おん陽みようの術で、わたしの秘密を知ったとか？）

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだものの、それを顔には出さなかった。白桜は彼の目をしっかりと見返す。

「当たり前です。わたしは白虎家の跡取りなのですから」

　言い切ると、無言でじっくりとこちらを見つめていた草薙の表情が、ふっと和らいだ。

「冗じよう談だんですよ。御ご殿てん医いの朱咒からあなたはからかうと面おも白しろいと聞いていたので」

（朱咒……！　余計な事を。だけどこの人も優やさしそうだけど、性格に難がありそうだな。本当に何か知ってるかと思って、びっくりしたじゃないか！）

　心の焦あせりを何とか静めて、白桜は式盤に目を戻もどした。

「それより恋の嵐って何ですか。三角関係って？」

「さあ。そこまではわかりません。……実はそれ以上見えないのです。こんな事は初めてで」

　草薙がふいに表情を引き締しめ、白桜の額に手をかざして、シャランと錫しやく杖じようを鳴らす。

「どうもあなたの心が見づらいのです。……何か『秘密』でも持っているのですか？　それを必死で隠かくそうとするあまり、何重にも心に扉とびらを作って……」

「うわぁぁぁ！　秘密なんて一いつ切さいありません！」

　目を見開いて首をぶんぶん振ふる。しかし草薙はそのままの姿勢で、やや首を傾げた。

「そうですか？　ですがあなたの恋こいの行方ゆくえもなかなか不思議な結果が出ています。恋の嵐は吹き荒れるのですが……ん？　嵐の中心にいるのは、男？　いや、女？　だがそんなはず……」

「もういいです！　未来とかって、知らない方がやっぱりいいかもしれないな！　だってその方が楽しいじゃないですか。あははははは」

　白桜は冷や汗をかきつつも、とりあえず大声で笑って誤ご魔ま化かした。

　さすがに草薙は都一の陰おん陽みよう師じと言われるだけの事はある。

　彼が話す内容はひやひやするような事ばかりだ。

　草薙がようやく目を開けて、白桜の額にかざしていた手を下ろした。

「そうですか。あなたがそう言うなら、これ以上の占うらないはやめておきましょう。ですが、恋の嵐は間もなく訪れるでしょう。あなたが中心の恋の嵐なので、吹き飛ばされないよう注意してくださいね」

「わかりました！　それでは」

　慌あわてて背を向けて部屋をあとにしようとした。

　これ以上彼と一いつ緒しよにいたら、本当に秘密を探り当てられてしまう気がする。

「白桜！」

　さっさと逃にげた方がいいと部屋を出ようとした所で、ふいに呼び止められた。

　振り向むくと、今日初めて見るような草薙の真しん剣けんな顔があった。

「……もう一つ忠告があります。今日は水に気をつけなさい。水難の相が出ていますから」

　都一の陰陽師の声はあまりにも迫はく力りよくがあって、思わず背筋が震ふるえそうだった。
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「水難って何でしょう？　もしかして、水に落ちたりしておぼれて死ぬのでしょうか。そういえばわたし、泳げませんし。川とか海とかに近づくなって事ですか？　ああっ、もしかして、池とかもまずいかも。どうしたらいいんでしょう」

　白桜はさきほど草薙に言われた事が頭から離はなれず、先を行く青丞に必死で問いかけた。

　青丞は草薙の言うように根に持つ方ではないらしく、陰おん陽みよう寮りようを出たぐらいからいつもの彼に戻っていた。

「どうしてそこまで飛ひ躍やくする。草薙のはたかだか占いだ。当たるも八はつ卦け、当たらぬも八卦というやつだ。気にするな」

「でも天下の陰陽師、草薙様の占いですよ！　当たったらどうするんですか」

「たとえ今日、水難にあったとしても偶ぐう然ぜんだ。俺はそういうものは信じない。物もの忌いみだ方かた違たがえだとみんな気にするが、正直馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思っている。どうして〝今日はその方角は悪い〟と言われただけで外出を控ひかえねばならない。俺は気にせず出かけるが何ともないぞ」

「うわぁ……青丞ってとことん現実主義者なんだ。……でも、わたしは気になるんです」

　項うな垂だれると、青丞が呆あきれた顔をした。しかしそれ以上は何も言わず、再び歩き出す。

　俯うつむきながら彼に続いていると、ふいに前方から声が聞こえてきた。

「今の言葉は聞き捨てなりません！」

　凜り々りしいけれど、鈴すずの転がるような美しい女性の声だった。

　たおやかさが尊ばれるこの国で、しかも都の中心である大だい内だい裏りで、女性が声を荒あららげるなんてあり得ない事だ。目を丸くしていると、青丞がため息をつく。

「この声はあいつだな。まったく」

　青丞が声がした方に足を向けた。何事かとついていくと、校書殿でんの裏手にある砂じや利りが敷しき詰つめられた小さな庭で、女性と男性が相対していた。

「わたくしは納なつ得とくできません。非礼をわびなさい」

　毅き然ぜんとした言葉と態度だった。その女性に目をやって、白桜は息を吞のむ。

　朱しゆ色いろの小こ袖そでを身にまとった女性は、年はおそらく白桜よりいくつか上だろう。

　身の丈たけほどの艶つややかな黒くろ髪かみが印象的で、色白の細ほそ面おもてにまなじりを決した表情は、これまで見たどんな女性よりも美しかった。

　その女性と向かい合っていた男性が、腰こしに手を当てて口元を緩ゆるめた。

「しかし胡こ蝶ちよう姫ひめ。女性が大学寮りように入って何をするのです。あなたはそんなに美しいのに二十歳はたちを超こえても未いまだに独身。勉学に励はげみたいなどと言われる前に、結けつ婚こんされる事を考えた方がいいのでは？　たとえば、私のような男と」

　二十代後半の官かん吏りらしき男は、言葉は丁てい寧ねいだがにやにやとしていて、不快な印象があった。

「あら。わたくしは結婚が嫌いやなわけではありませんわ。ただ、夫とは尊敬できる人だと思っておりますの。だからどんなに地位が高くても、わたくしより劣おとっている殿との方がたを夫にする気がないだけです」

（今のってつまり……〝あなたは尊敬できないし、自分より劣っているから夫になんてなってほしくないわ〟って言ってるんだよね。目の前のあの男の人に）

　貴族の姫達はまるで政治の道具のように、力のある貴族達と政略結婚させられる。

　それに不平不満を言わないよう育てられ、自由に恋れん愛あいもできないのだ。

　それを真っ向から拒きよ否ひしてみせた彼女の言動は、同じ女性として尊敬に値あたいした。

　完全に胡蝶にふられた形になった男が、怒いかりのあまりか拳こぶしを震わせる。

「この……。女の分際で！　どんなにお前が賢かしこかろうと、女は大学寮には入れないし官吏にもなれないのだ。さっさと私の妻になって大人しくしていろ！」

　興奮する男とは正反対に、胡蝶は背筋をまっすぐに伸のばし落ち着いた態度を見せた。

「いいえ。わたくしは必ず、この国で初の女官吏になってみせます。とても無む謀ぼうな夢かもしれません。ですが絶対に諦あきらめない。あなたのように女性を低く見て、相手の気持ちも考えず強ごう引いんに言い寄るような殿方と結婚なんて、あり得ません」

　女官吏という言葉を聞いたとたん、心がわきたった。

（女の人が官吏に？　そんな無む茶ちやな事が実現できるはずがない。……でももし、本当に万が一だけどそんな世の中が来たら、わたしも噓うそをつかずに堂々と、女の姿で大内裏に出入りできるようになるのだろうか……？）

　それは白桜の心にわずかな希望の光を灯ともした。風が吹ふいたら消し飛んでしまうくらいの小さな光だったが、男だと噓をついて周りを騙だましている今の状じよう況きようを照らす、唯ゆい一いつの輝かがやきだった。

　だがそれは決して、この国に住む女性が望んではならない事だ。

　それを堂々と言い切った胡蝶の姿は、惚ほれ惚ぼれするほど凜々しく美しかった。

　しかし男はそうは思わなかったようだ。

「生意気なっ」

　手近にあった何かを男が摑つかんだ。それは庭に水をまく為ための桶おけのようだった。

　それを胡蝶に向けると察した瞬しゆん間かん、身体からだが動いていた。

「危ない！」

「きゃっ」

　驚おどろいた胡蝶が後ずさろうとして、何かに躓つまずいたようだ。尻しり餅もちをついた彼女の前に立って両手を拡ひろげると、びしゃっと音がして全身がずぶ濡ぬれになる。

「な、なんだ。お前は！」

　桶の水をすべてぶちまけた男が二、三歩後ずさった。

　白桜は髪かみから水がしたたっているのも気にせず、彼を睨にらみつける。

「男だ女だというわりに、女性に対してこんな無礼を働くなんて、あなたこそ男の風上にも置けないですね」

　ふつふつとこみ上げてくるのは怒りだ。

　一ひと月つき前まで在ざい籍せきしていた大学寮の学生にも、彼と同じように考える者達がいた。

　女性が学問を習ってどうすると言われた時の怒りは、未だに腹の中で燻くすぶっている。

「なんだと……！」

「彼女が言った事は、立派だと思います。女性でも勉強したいという気持ちや向上心はある。それを無視して妻になれというあなたの考えを押しつけるのは、とても失礼だと思います」

　興奮している男とは対照的に、静かな声を心がけた。大学寮でもこんな言い合いは何度かした。相手と同じように興奮したら、話し合いだけでは解決できなくなると経験で知っている。

　一番いいのは、冷静に対処する事だ。

「お前も生意気だな！　そこを退どけっ」

　だが相手は引き下がるつもりはないようだ。腰に差した太刀たちを抜ぬいた。

「そこまでだ」

　そこへ、いつのまにか近くに来ていた青丞が、白桜を庇かばうように前に立った。

　男の赤かった顔が一いつ瞬しゆんで真っ青になる。

「せ、青丞殿！」

「白びやつ虎こ家の白桜に喧けん嘩かを売るとまずい事になるぞ。祖父の左大臣上総様が黙だまってはいまい」

　静かだが、十分に凄すごみのある声だ。男が慌あわてて太刀を降ろした。

「これは、そのっ」

「時とき家いえ殿、ここは大内裏。そう簡単に太刀を抜いていい場所ではない。それと、確か胡蝶とあなたの縁えん談だんはなくなったと聞いていたが、違ちがったかな？」

　青丞が扇せん子すを取り出して口元に当てると、時家という男が悔くやしそうに俯いた。

「胡蝶は龍宝帝の姪めいだ。青せい龍りゆう家と縁えんを結びたいというあなたの父上の気持ちはわかるし、父上に責め立てられてどうにか胡蝶を説得しようと必死なあなたの気持ちもわかる。だが、胡蝶は無む理り強じいされてうんと言うような可愛かわいい性格はしていないぞ」

「私はそんなつもりではなかったのだ。……失礼」

　あっという間に時家の姿が見えなくなって、白桜はほっとする。勢いで飛びだしたものの、相手が太刀を抜いた時は、さすがに切られるのかと思って恐おそろしかった。

（やっぱり青丞は頼たよりがいがあるな。さっき怒おこらせてしまったのに、いざとなったら助けてくれる。……ありがとう）

　心の中で礼を言って、背後で座り込んでいる胡蝶の方を向いて膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　手をさしのべると、胡蝶が目を瞬またたかせる。

「ええ。ありがとうございます。……あの、あなたは？」

　さきほどの発言からはずいぶんと勇ましい印象があったが、面と向かって話すと声こわ色いろも優やさしくて親しみやすかった。

「わたしは白虎家の白桜です。濡れませんでしたか？」

　差し出した手に、胡蝶が摑まった。両手を引っぱって立たせると、胡蝶が小さく頷うなずく。

「大丈夫です。それよりあなたが濡れてしまったわ」

「気にしないでください。綺き麗れいな着物が汚よごれなくてよかった。……あなたの美しい顔も」

　一目で高価な着物だとわかった。貧びん乏ぼう貴族として育ったので、これだけの着物を汚したら洗せん濯たくがどれだけ大変かよくわかっている。

　それに彼女は、こんな顔立ちに生まれたかったなと思うくらい美人だ。目の保養にさえなるなと感心するほどだった。それを素す直なおに口にすると、彼女が恥はずかしそうに目を伏ふせた。

「そんな事を言われたのは初めてですわ。……それよりわたくしのせいで濡れてしまいましたね。ごめんなさい。すぐに着き替がえを用意させます」

　胡蝶が申し訳なさそうな顔で着物に触ふれようとしたので、慌てて飛び退すさりその手を避よける。

「き、着替え!?　いえ、大丈夫です！」

「遠えん慮りよしないで」

「そうだぞ、坊ぼうや。まだ寒い時期だ。風邪かぜをひく」

　どうやら親しん戚せきらしい二人は、どちらもかなりの美形だ。

　その二人に詰つめ寄られると、妙みような迫はく力りよくと威い圧あつ感かんがあった。

（着替えなんてまずい！　また誰だれかに秘密を見られでもしたら大変だ。さっさと逃にげよう！）

「いえ、いえいえいえ。ほんとーに大丈夫です。そうだ！　そろそろ日が暮れますね。もう帰らないと！　青丞、大だい内だい裏りの案内はまた明日あしたお願いします。それでは！」

　すぐさま背を向けて走り出す。青丞が何か言っていたが、聞こえないふりをした。

「あの……」

　だが、鈴すずを転がすような胡蝶の美声は無視できなかった。

　走りつつわずかに振ふり向むくと、彼女はやはり凜りんとした佇まいで、微笑ほほえみを浮うかべていた。

「ありがとう。庇ってくれて」

　その心からの礼に、白桜も微笑んで大きく頷いた。
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　慌てて牛ぎつ車しやに乗って屋や敷しきに帰り着いた頃ころには、すっかり日も暮れていた。

　白桜はすぐに自室に向かい、顔をしかめながら濡れた着物を脱ぬいだ。

「びしょびしょになってしまったな。……待てよ、これって水難じゃないのか？　つまり草薙様の占うらないがあたったんじゃ……！」

　都一の陰おん陽みよう師じ草薙に、今日は水に気をつけろと言われていた。

「これってやっぱり、草薙様は本当に不思議な力を持ってるって事だよね！」

　思わず興奮して頰ほおが赤らんだ。偶ぐう然ぜんかもしれないが、そう信じた方が断然楽しかった。

　今度草薙に会ったら、どうやって水難を言い当てたのか聞いてみようと思っていると、襖ふすまの向こうから声がした。

「白桜様。青丞様がお見えです」

　声は女によう房ぼうの橘だ。彼女は白桜の『秘密』を知る数少ない人物だった。

「〝里桜姫ひめ〟にお会いになりたいそうです。いかがいたしましょう」

「……いつもの部屋に通しておいて」

　ため息混じりに答えを返し、がっくりと項うな垂だれた。

「帝みかどの息子むすこで文武両道。その上誰もが見み惚とれるいい男なのに、どうしてがさつな里桜姫を気に入るのかな……。困ったな」

　里桜と白桜が同一人物だとばれてはまずいので、何とか嫌きらわれようと努力した。

　だが青丞はなぜかどんどん里桜姫を気に入っていき、この間などは押し倒たおされたのだ。

「……あの時は暗くら闇やみだったから秘密には気付かれずにすんだけど、このままじゃ本当にばれるかもしれない。それだけは絶対に避けなくては！」

　重い身体を何とか叱しつ咤たして、隅すみにある道具入れを開けて、裳も唐から衣ぎぬとかつらを取り出す。

　着替えて里桜姫になる為に、白桜は一度深呼吸して気持ちを入れ替かえた。
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「里桜姫、今日は弟が濡ぬれて帰ってきただろう？」

　御み簾すで囲まれた部屋に座った白桜は、どきりとしながら頷いた。

　かつらを被かぶって裳唐衣を着て、準備は万ばん端たんに調ととのえてある。

　御簾の向こうには青丞が座っていた。白桜には決して見せない優しい笑えみを浮かべて。

「はい。慌てて着替えていました。何かあったのですか？」

　もちろん当人だから知っているが、何も知らないふりで聞いてみる。

　こうしてぼろが出ないように神経を使うから、青丞との会話は緊きん張ちようし通しだった。

「俺のいとこの胡蝶を庇って水を浴びたのだ。胡蝶が礼を言っておいてほしいと言っていた。直接伝えたいのだが、坊や……いや、白桜はどこに？」

　一瞬息が止まりそうになる。目を泳がせつつも、動どう揺ようを声には出さないよう注意した。

「弟は、おじいさまに頼たのまれごとをして、出かけております。伝えておくので大丈夫です」

　誤ご魔ま化かせただろうかと、背中には冷や汗あせが流れている。

　青丞の答えが返ってくるまで、ずいぶんと長く感じた。

「……そうか。仕方ない。胡蝶がずいぶん気にしていたので、よく礼を言っておいてくれ」

　どうやら信じてくれたようだ。心の中で大きく安あん堵どの息をつく。

（危ない、危ない。わたし里桜姫と会っている時に白桜を連れてこいって言われるのが一番困るよ。だって身体からだは一つしかないから、同時に同じ場所に二人で現れるなんて絶対無理だ）

　これ以上何か聞かれると、またぼろが出るかもしれない。

　話題をそらしたい狙ねらいもあって、気になっていた事を口にした。

「その胡蝶姫ひめとはどんな方ですか？」

　凜とした姿の胡蝶を思い出す。美しいが、はっきりものを言う女性だった。

　たおやかで男性には従順な女性がよしとされるこの国では、彼女は異質だ。

　しかし白桜は、彼女を好ましく思っていた。

（わたしはいつもは男の姿をしているから自由に振る舞まえるけど、女の姿をしている時はそうはいかない。御簾の中にしか、この国の貴族の女性がいる場所はないんだ。だけど胡蝶姫は違う。同じ女として胡蝶姫の言動はすごく憧あこがれる。どんな人だか知りたい）

「胡蝶は、父の……龍宝帝の妹姫の息女だ。妹姫は名のある貴族のもとへ嫁とついだのだが、胡蝶が子供の頃に両親とも流行はやり病で亡なくなって。それで主上が引き取られたのだ」

「それはお気の毒に。では、胡蝶姫は内裏にお住まいなのですね」

「ああ。龍宝帝の姪だからと、縁談を山のように持ちかけられている。だがそれを全部蹴けって、勉強の毎日を送っている。なにしろ、あいつの夢は大学寮りように入って官かん吏りになる事だからな」

　それは確か、夕方の騒さわぎの時も胡蝶が口にしていた。

　この国で初の女官吏になると宣言した姿を見て、心臓をわしづかみにされた気がしたのだ。

　実は白桜も、女でも社会に出て働いたり、官吏を目指せるような世の中になればいいと、大学寮に入ってから密ひそかに思うようになっていた。

　しかし現実はそううまくはいかない。胡蝶のようにそれを声こわ高だかに叫さけべば変人扱あつかいされる。

　それも大学寮で経験済みだった。

「……わたしは、胡蝶姫の夢を応おう援えんしたいです。毎日御簾の中に座って殿との方がたがおいでになるのを待つ毎日なんて嫌いやです。胡蝶姫の言うように、相手の気持ちも考えず強ごう引いんに言い寄るような殿方と結けつ婚こんするのは嫌ですから」

　はっきりと口にした。これは青丞への牽けん制せいでもある。

　彼はなぜか里桜姫を気に入っていて、正式に縁えん談だんを申し込みたいと言い出しているのだ。

　だからあなたを夫にするつもりはないと、暗に言い含ふくめたつもりだった。

　だが青丞は予想外の反応をした。

「……おかしいな。胡蝶は確かに夕方そのような事を言っていたが、なぜあの場にいなかったあなたが、それを知っているのだ？」

（しまった！　白桜の時と里桜の時の記き憶おくが混同しないように気をつけてたのに油断したっ）

「そ、それは……あの、そう、弟に聞いたのです。胡蝶姫の勇ましい言動は素す晴ばらしかったと。わたしもそう思ったので……」

　しどろもどろに返事をすると、青丞が笑みを湛たたえた。

「なるほど。俺もあなたの意見に賛成だ。胡蝶は変わり者だと世間では言われているが、自立した考えを持っている所が、我がいとこながら素晴らしいと俺は思う。自分で何も考えられずに他人に頼たよってばかりいる女性よりはよほどいい。あなたとも考えが同じでよかった」

（うっ。またいいようにとったな。男性が来るのをじっと待つのが嫌なんて女性が言ったら、普ふ通つうははしたないとか言って怒おこったり呆あきれたりするものなのに。……もういい加減にしてくれよ、青丞。いつになったら、あなたはわたしを嫌ってくれるんだ！）

　青丞と話していると、万ばん事じこの調子だ。嫌われようとした発言を、彼は都合良く解かい釈しやくする。

　今日もまた嫌われなかったというおかしな敗北感に打ちのめされていると、青丞が背後に手をやった。取り出したのは一輪の真っ赤な椿つばきだ。

「庭に咲さいていたので、手た折おってきた。椿の凜とした様子があなたに似ていると思って」

　そっと近寄って、御簾のすぐ外に置いてくれる。

　青丞はそのまま下がらず、御簾越ごしに目を細めた。

「あなたに会えない時間が、とても長く感じる。早く俺もあなたに相応ふさわしい男になって、堂々とこの御簾の向こうに行きたいものだ」

　甘やかな声と雰ふん囲い気きに吞のまれて、ぼうっとしそうになった。

　こんな時の青丞からは大人の色気が漂ただよってくる。

　彼の微笑みと囁ささやきは、まさに甘い毒のように、じわじわと全身をおかしていくのだ。

　だがこの雰囲気に惑まどわされてはいけない。息を吐はき出して、その毒を全身から追い出した。

「わたしはあなたに相応しくありません。あなたは青せい龍りゆう家の青丞様。この都に住む姫ひめ君ぎみは、みんなあなたに憧れていると聞きました。わたしなど……」

　今まで、気が強くてじゃじゃ馬なふりをしても駄だ目めだった。

　だから反対にしおらしくしてみたが、青丞はこちらから目を離はなさなかった。

「あなたは素晴らしい女性だ。俺の地位に目が眩くらまない女性は初めてだ。それにさきほども言ったが、俺は自分でものを考えられる女性が好みだ。男の言いなりになって振ふり回まわされる女性の姿は、もう見たくない」

　わずかに目を伏ふせた姿に違い和わ感かんを覚えた。そんな女性に心当たりがあるのだろうか。

「あなたは、とても強い女性だと思う。特に精神的に。その強さに俺は惹ひかれている」

　情熱がこめられた言葉に心はざわめくが、彼の気持ちは絶対に受け入れられなかった。

　黙だまっていると、青丞がやや眉まゆ根ねを寄せる。

「俺の気持ちに、応こたえてはくれないのか？」

「……わたしは、あなたには相応しく……」

「それはさきほど聞いた。もっと違ちがう答えが聞きたい」

　青丞はどうやら恋こいに関しては貪どん欲よくなようだ。

　彼との縁談は、龍宝帝から祖父の上総を通して来たものだ。断り方を間ま違ちがえると、祖父の顔を潰つぶす事になる。だから何とか穏おん便びんに断りたいのに、青丞は手厳しかった。

（困ったな。今はまだ会うのは御簾越しだから、裳唐衣とかつらをつけていれば正体はばれないけど、これ以上親しくなってまた顔を見たいとか言われたらまずい）

　そっと目元に手を当てた。この紅の瞳を見られたら、白桜と里桜が同一人物だと気付かれる。それだけは絶対に避さけたかった。

「……泣いているのか？」

　手を目にやる仕草を誤解したのか、青丞が心配そうに囁ささやいた。

「え？　いえ……」

「あいつの事を思い出して、泣くのか？」

　誰だれの事を言っているのかと考え込んだ沈ちん黙もくを、青丞はまた違う意味にとったようだ。

「あいつ……想そう月げつだ」

　その名前を聞いて、息が止まりそうになった。

　想月とは、長年田舎いなかの屋や敷しきに勤めてくれていた奉ほう公こう人だ。

　兄と言ってもいいくらい信しん頼らいし、大切な人だった。

　白びやつ虎こ家の屋敷に引き取られた時も一いつ緒しよに来て、白桜の秘密を守る為ために協力してくれた。

　しかしそれは彼の策略だったのだ。

　彼は都と四神に恨うらみを持つ忌いみ神一族の一人だった。今は白桜を裏切って敵対関係にある。

　以前、青丞から彼の情報を得ようとして、想月は大切な人だと言った事がある。

　彼はどうやらそれを誤解しているようだった。

「あなたが想月を大切に思っているのはわかっている。だが、俺はそのくらいでは諦あきらめない」

　御み簾す越しに青丞が顔を近づけた。吐と息いきまで感じられそうな距きよ離りに彼がいる。

「あなたの顔を見てみたい。この邪じや魔まな御簾がなければいいのに」

　いつもは冷たい印象のある紺こん碧ぺきの瞳なのに、今は燃えそうに熱い情熱を宿していた。

「前にも言いましたが、わたしの顔を見られるのは、この心を手に入れた方だけです」

　青丞の強引さに負けてはならぬと、毅き然ぜんとして言い放つ。だが彼は笑えみを深めるばかりだ。

「あなたのその気の強い所がいい。絶対に俺のものにしてみせると、やる気が出る」

　御簾を引き裂さかんばかりの勢いだった青丞だが、一呼吸置いて立ち上がった。

「……今こ宵よいは失礼しよう。あなたの顔は、俺が心を手に入れてからの楽しみにしておこう」

　押す時は強引に。だけど引き際ぎわは見事だった。余よ裕ゆうの笑みを残して、青丞が部屋から出ていく。それを見送って、やっと大きく息を吐き出した。

「あ、危なかった！　あのまま御簾を引きちぎられたらばれてたよ。それにしても……」

　青丞の熱い瞳が頭から離れない。白桜には同じ男として厳しく接する青丞だが、里桜姫ひめと会っている時は、まったく態度が違うのだ。

「秘密を知った〝男〟も探さないといけないし、龍宝帝が出す試験もやらないといけないし、青丞との縁談もうまく断らないといけないし……前ぜん途と多難だ」

　ため息混じりに呟つぶやいて、白桜は床ゆかへと突つっ伏ぷしたのだった。
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　翌日、白桜は再び大だい内だい裏りを訪おとずれていた。昨日青丞に案内してもらっていたが、いろいろあって途と中ちゆうで帰ったので、その続きをしてもらおうと思ったのだ。

　青丞を探して紫し宸しん殿でんの廊ろう下かを歩いていると、正面から鵬玄がやってくるのに気付いた。

「鵬玄！　ちょうどよかった。あのさ……」

「うぉぉぉぉ！」

　目があったとたん、鵬玄がなぜか廊下に響ひびき渡わたるほどの雄お叫たけびを上げた。

　明らかに狼ろう狽ばいした様子で、すぐさまきびすを返す。

「ちょっと待ってくれ。鵬玄！」

「すまん、用事があるので失礼する！」

　まるで逃にげるかのように走り出した鵬玄に、眉根を寄せた。

「待てって言ってるだろ、どうしたんだ！」

　あまりに態度が不ふ審しんすぎた。声をかけても足を止めない鵬玄を、首を傾かしげながらも追いかける。ようやく追いついて、彼を引き留めようと肩かたに手をかけた。

　だがその手を音がするぐらいの勢いで払はらいのけられる。

「イタッ！」

　手がじんじん痛んで顔をしかめると、鵬玄が珍めずらしくうろたえた。

「すまない。俺とした事が女性に……」

「え？」

　早口すぎてよく聞き取れなかった。見上げると、鵬玄が慌あわてて両手を振った。

「いや！　何でもないのだ。本当にすまなかったな。では！」

「待てってば。用事があるんだ。今日も青丞に大内裏を案内してもらおうと思ってるんだ。鵬玄も一緒に見学しよう」

「いや、俺はいい。行く所があるから」

　いつもまっすぐに相手の目を見て話す鵬玄が、俯うつむき加か減げんになって視線を床に落としていた。

「でも大内裏について学ぶよう命じられているだろう。せっかく青丞が案内してくれるのに」

　ちゃんと話をしたくて逃げられないよう袖そでを摑つかむと、彼の顔が思いっきり引きつった。

「お、俺は、大内裏についてはある程度の事を知っている。お前だけ行ってこい」

「鵬玄も一緒の方がいいよ。だってわたし達は親友だろう。一緒に大内裏について学んで、一緒に成長していこう」

　笑いかけると、鵬玄が表情を硬かたくして再び視線を落とした。

「俺は……」

　何かを言おうとした鵬玄が、こちらに目を向けて、なぜか顔を真っ赤にした。

「どうしたんだ。鵬玄。顔が赤いぞ」

「し、白い肌はだが……」

「白い肌？　誰が？」

　眉根を寄せると、鵬玄がはっとした顔でぶんぶんと頭かぶりを振った。

「な、何でもないのだ。白い肌が頭からどうしても離れないとか、そういう事ではなくて！　ね、熱があるのだ。そう、熱があるから屋敷に戻もどる。そう青丞に伝えてくれ。では！」

　意味不明な事を口走り、今度は声をかける間もなく素す晴ばらしい速さで走り去っていく。

「……熱がある割には、走って帰るなんて元気だな」

　呟いてはみたものの、それが噓うそではないかとさすがにわかってはいた。

　わからないのは、なぜ鵬玄がそんな噓をつくかだ。

「おかしな態度を見せるのは、わたしにだけだ。青丞や朱咒とは落ち着いて話をしているし。親友だと言ってくれていたのに、まさか嫌きらわれた……とか？」

　だがいくら考えても、嫌われるような事をした覚えはなかった。

「大学寮りようを出て再会するまで、一度も会ってないし文も交かわしてない。それなのに再会した時にはもう態度がおかしかったんだよな。何が原因であんな態度をとるんだろう……」

「──君達は仲がいいと思っていたが、そうでもないのか？」

　ふいに背後から声がしてびくりとした。

　振り返ると、いつのまにか龍宝帝が供も連れずに一人で立っている。

「主上!?　気配を殺して近づかないでくださ……あっ、失礼しました！」

　慌てて膝ひざをつこうとすると、龍宝帝が手で制した。

「そのままで。あと少し声を小さく。如月きさらぎが早朝から仕事を押しつけるから逃げてきたのだ」

　人差し指を口元に当て、片目を瞑つぶる龍宝帝に正直呆れた。

　彼はこの国を治める帝みかどで尊敬できる人物ではあるが、少々変わった所がある。

「気のせいでしょうか。主上はいつも逃げてる気がします。如月様から」

　如月とは中なか務つかさ省しようの少輔しようで、龍宝帝の側近だ。変装して大学寮に潜もぐり込んだりする、お茶ちや目めと言えば聞こえはいいが、はた迷めい惑わくな龍宝帝の監かん視し役だった。

「私は如月の困った顔が好きなのだ」

　龍宝帝は楽しそうだが、彼を探して紫宸殿を奔ほん走そうしている如月が気の毒でならなかった。

「それより、君と鵬玄は四神の跡あと取とり達の中で一番親しいと聞いていたが、彼は君から逃げるように去って行ったように見えたぞ。何かあったのか？」

「特にはないのですが、どうも様子がおかしくて。原因がわからないから困っているんです」

　ため息混じりに呟く。帝の前で不敬な態度かとも思ったが、大学寮では蛍霧博士はかせと名乗って近づいてきた彼と、何度も話をしていた。だからつい、誰もいない所では親しげな会話になる。

　龍宝帝もそれを気にしてはいないようだった。

「君達四神の跡取りは、本来なら次期帝の座を狙ねらう者同士だ。代々の跡取り同士はかなり険悪な関係だったが、君達は違ちがう。互たがいに助け合い、大学寮での生活を乗り越こえた。それを評価して、見習いだが官かん吏りとして迎むかえたのだ。それなのにもめ事か？」

　気安く話しかけてはくれるが、厳しい面を持つ龍宝帝の言葉に、思わず項うな垂だれた。

「もめ事があるなら、その芽は早い内に摘つみ取っておけ。君達が仲なか違たがいしている内は、官吏になる為ための最終試験を言い渡す事はできないぞ。もし四神の跡取りの足並みが揃そろわないようなら、最悪は見習い官吏を退かせて、もう一度大学寮からやり直してもらう」

「そ、そんな！　それだけはどうかお許しください」

　大学寮では、寄宿舎で男ばかりに囲まれて暮らしていた。その間、いつ秘密がばれるかとびくびくしていたのだ。あんなに心臓に悪い生活は、もう二度と送りたくない。

「主上、鵬玄とは話し合ってみます。何か問題があるのならそれを解決して、また以前のように協力し合える関係に戻りますから」

「そうは言っても、彼は話もろくにせずに逃げたように見えたぞ。あんな調子では話し合いも満足にできないのではないか？」

　確かにそれはそうだった。大内裏に来てから、鵬玄とまともに話せた事は一度もない。

「ええ。ですが話し合いの場さえもてれば、何とかできるとは思います。……それが一番難しくはあるのですが」

「ふむ。まずは話し合う場が必要か……。ん？　いい事を思いついたぞ」

　呟いた龍宝帝がふいに、にやりとした。それはまるで、子供がいたずらを思いついたような言い方だ。楽しげにうんうんと頷うなずく龍宝帝には、嫌いやな予感しかしなかった。

「……いい事って何ですか？」

　聞くのは怖こわい気もしたが、聞かないと気になって眠ねむれそうにない。

「それは、あとのお楽しみだ」

　微笑ほほえんで片目を瞑つぶった龍宝帝が、何やらぶつぶつと呟つぶやきながら歩き出す。

「主上、待ってください。お願いですから、変な事は考えないで……！」

　声をかけても振ふり向むいてももらえず、白桜は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。
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「主上はいったい何を考えておられるのだろう。とんでもなく嫌な予感がするぞ」

　白桜は大内裏の廊下を歩きながら、俯き加減で考え込んでいた。

　さきほどの龍宝帝のにんまりした顔が頭から離はなれない。

「主上の思いつきにはいつも振り回まわされるんだよな。跡取りの儀ぎ式しきの時も、主上のご命令のせいで神社でみんなと一いつ緒しよに暮らさないといけなくなったし、大学寮の時だって勉強だけでも大変だったのに、騎うま射ゆみ大会で上位の成績をとらないと卒業は認めないとお達しがあったし」

　龍宝帝としては、四神の跡取り達がもっと親しくなれるようにと考えた末の事らしいが、秘密を抱かかえる白桜にとってはありがた迷惑だった。

「白桜、やっと見付けたわ。こんにちは」

　考えながら歩いていると、鈴すずの転がるような声がした。

　前方に顔を向けると、胡蝶が小こ袖そでの裾すそを上品にさばきながら歩み寄ってくる。

「こんにちは。胡蝶姫ひめ。どうかしたんですか？」

「昨日のお礼がしたくて探していたの。美味おいしいお菓か子しが手に入ったのよ。お茶はいかが？」

　お菓子と聞いて目が輝かがやいた。甘い物は大好きだ。

　ついふらりと彼女のもとへ行きそうになったが、すぐにはっとする。

（わたしは今は男だ。男なのに甘い物が大好きなんて言ったらおかしいだろうか）

「どうしたの？　困った顔をされているようね。もしかして、甘い物は嫌いだった？」

「いや、得意というほどでもありませんが、嫌いではないです」

「……そう。では一緒にいらして」

　渋しぶ々しぶといった顔で胡蝶のあとをついていく。

　しかし心は美味しいお菓子への期待で満ちあふれていた。







「あれ……？」

　胡蝶の部屋は広い畳たたみの間だった。壁かべが見えないくらいに本が積まれていて、妙みような圧あつ迫ぱく感かんがある。部屋の真ん中に座った白桜は、思わず呆然と声を上げた。美味しいお菓子を期待してやってきたのに、目の前に出されたのはこれでもかと真っ赤な唐とう辛がら子しがかけられた煎せん餅べいだった。

「甘い物はあまりお好きではないようでしたから、激カラ唐辛子入り煎餅をどうぞ」

　胡蝶の前には、白桜が大好きな甘い甘い大福がある。

「わたくしとした事が、あまり殿との方がたと二人でお茶を飲んだりする事がなくて、気付かなくて申し訳ありません。殿方はやはり甘い物よりこういったものがお好きですわよね？」

「え？　ええ、まあ……」

（うっ、大福が食べたかった。普ふ通つうに甘い物が好きですって言えばよかった。しかも辛からい物は大の苦手なのに。男らしいふりをしたばっかりに……！）

　いくら悔くやんでも身から出たさびだ。ここは男（？）らしく煎餅を頂くべきだろう。

　胡蝶はきっとよく気がつく女性なのだ。白桜がおかしな表情をしたのはほんのわずかだったのに、それに気付いて機転を利きかせてくれたのだから。

　変わり者の姫だと周囲に言われているらしいが、女性らしい細やかな気き遣づかいができる胡蝶は、やはり同じ女性として尊敬できた。

　触さわると指まで真っ赤に染まる唐辛子の煎餅を、じっと見み据すえる。唐辛子たっぷりの煎餅は、胡蝶の感謝の証あかしだ。彼女のにこやかな顔がちらりと目に入って、覚かく悟ごを決めた。

「い、いただきます」

　ばりっと音を立ててかじった瞬しゆん間かん、とんでもない刺し激げきが口の中を襲おそった。

　痛いどころの騒さわぎではない。まるで口の中に火が付いて、大やけどをしたようだった。

「ひぃーっ。痛い！　舌が痛い！」

　慌あわててお茶を飲む。すると今度は違う意味で悲鳴を上げた。

「あつっ！　熱いっ！」

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　白桜様、お水がありますわ。これをどうぞ」

　胡蝶が素す早ばやく水差しを差し出した。それを器うつわに注ぐ暇ひまもなく、直接飲み干す。

　そうするとようやく口の中の辛みが水で少しは和やわらいだ。

「……あ、ありぃがとぅごひゃいまひた」

　まだ舌がぴりぴりしていたが、何とか頭を下げると、胡蝶が心配そうに首を傾かしげた。

「辛い物は苦手でしたか？　申し訳ありません。わたくしが勘かん違ちがいをして……」

「いえ、わたしも恰かつ好こうをつけたのです。本当は甘い物が好きなのに、そんな事を言ったら男らしくないかなと思ってしまって」

　頭をかくと、胡蝶がやや目を見開いた。

「あら、白桜様はとても男らしい方ですわ」

「ほ、本当ですか？　でもわたしは身体からだも小さいし、顔立ちも男らしくはないし」

「顔立ちや身体つきは男らしさとは関係ありません。昨日、妻になれと言い寄ってきた男性のように、都合が悪くなったら暴力で解決したり女性の意志を尊重できない方の方が男らしくないのです。そんな男性から守ってくださった白桜様は、とても立派な殿方ですわ」

「そんな事を言われたのは初めてです。嬉うれしいな」

　思わず微笑んだ。今まで精いっぱい男らしくしてきたつもりだが、なかなかうまくいかない事も多くて悩なやんだりもした。

　男らしいという言葉は、白桜にとってはその努力を認められたという意味での褒ほめ言葉だ。

「……そういえば、わたくしも昔から女らしくないと言われ続けていましたの。もっと大人しくできないのかと親にすら言われていて。他人からあれこれ言われるのは辛つらいですわよね」

　やや目を伏ふせた彼女の表情は、悲しげに見えた。白桜は大きく首を振る。

「他人がどう言おうと、あなたはあなたです。夢を追いかけて努力するあなたは、素す晴ばらしいと思います。それにあなたは姿だけでなく、心も美しい。自分をしっかり持っている。そんなあなたを、わたしは好ましく思っています」

「まあ、そんな……。そんなにわたくしの気持ちを理解してくださる殿方は初めてです。とても嬉しいわ」

　胡蝶が口元を綻ほころばせた。その笑え顔がおはまるで、雪の積もった朝でも咲さき誇ほこる寒かん椿つばきのようだ。

　寒さにも負けず花開く寒椿は、まるで彼女そのもののような気がした。

　彼女のように見た目も美しく、自分の考えをきちんと口にできる女性は理想だ。

　こんな女性になりたいと思ってじっと見つめると、胡蝶が慌てたように目をそらした。

　その頰ほおがほんのりと赤く染まっているのに気付いて、目を瞬またたかせる。

「あれ、胡蝶姫。顔が赤いですね。熱でもあるのですか？」

「……いえ、この部屋が少々暑いみたいです。今日はお天気がいいから」

（確かに天気はいいけどまだ冬だし、部屋だって暑いというほどではないと思うけど）

　不思議に思っていると、胡蝶が一口お茶を飲んでいつもの落ち着いた表情になる。

「すみません。少し緊きん張ちようしているのです。殿方と二人だけでお話しする事はほとんどないので。みんなわたくしを変わり者の姫だと言って敬遠するのです。近づいてくるのは、この間のように青せい龍りゆう家と縁えんを結びたいという方ばかり」

　貴族の姫として生まれたからには政略結けつ婚こんは当たり前だが、そんな風潮には怒いかりを覚えた。

　白桜は膝ひざに置いた手をぐっと握にぎり締しめる。

「親や家族の都合で結婚相手を勝手に決められるなんて、絶対に嫌いやですよね。……いつも思うのですが、どうして女性の方から夫を選んではいけないのでしょう。女性だって意志はあるのに。そうしたら政略結婚で傷付く女性達が減る。この国は女性に冷たすぎるのです」

　気持ちが抑おさえきれなくて呟いた言葉に、胡蝶が目を丸くした。

「それはもしかして、わたくしを心配してくださっているのでしょうか」

　戸と惑まどっているようにも聞こえる声は、いつもよりやや小さかった。

　女としての正直な自分の気持ちだったが、まさかそれを言うわけにもいかず、慌てて頷うなずく。

「え、ええ。そうです。だって、嫌な男につきまとわれるのは、うんざりでしょう？」

　何とか誤ご魔ま化かすと、胡蝶が花が咲くようにふわりと笑みを浮うかべた。

「白桜様って、本当にお優やさしいのね。それにすごく女性の気持ちをわかってくださる。昨日、助けてくださった姿もとても素す敵てきでした。……女の方からこんな事を言うなんて、はしたないかもしれませんが、あなたと親しくなれたら嬉しいわ」

　願ってもない申し出だった。身を乗り出して二つ返事で頷く。

「はい、ぜひ！　わたしは田舎いなか育ちで最近都に出てきたばかり。四神の跡あと取とり達以外の知り合いはほとんどいなくて、寂さびしい思いをしておりました。また一いつ緒しよにお茶を飲めると嬉しいです。……あ、でも今度は甘いお菓子でお願いします」

　頭を下げると、胡蝶が片手で口元を隠かくしてくすくすと笑った。

「ええ、今度はわたくしの手作りのお菓子をご用意します。お口に合うといいのですけれど」

「それはいいですね。すごく楽しみです！」

　白桜も手を叩たたいて満面に笑みを浮かべた。

（女の子同士で、お菓子にお茶にお喋しやべり。こういうの久々だ！　都に来てから初めてできた女友達だ。うんと仲良くしてもらおう）

　胡蝶とのお喋りは、いつまでも止まる事なく夕暮れ時にまで及およんだのだった。
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「白桜様、主上がお呼びです」

　胡蝶の部屋を辞した白桜は、屋や敷しきに戻もどる為ために牛ぎつ車しやが停とめてある車くるま宿やどりへ向かっていた。

　そこへ声をかけたのは、龍宝帝の一番の側近と言われる如月だ。

　二十代前半の彼はすっきりとした短い髪かみと、切れ長の目をしている。

　背せ丈たけも十分すぎるほどある彼は、表情もあまり変わらず、妙みような迫はく力りよくがあった。

「今ですか？」

「はい、四神の跡取りの方々もお待ちです。お急ぎください」

　何事だろうと思いつつ如月のあとに続き、紫し宸しん殿でんの広間へと急ぐ。

　如月が開けた襖ふすまから中に入ると、青丞と鵬玄、朱咒が並んでいた。

　御み帳ちよう台だいにはすでに龍宝帝が鎮ちん座ざしていた。白桜は慌てて青丞の隣となりに座り、頭を下げる。

「お待たせしまして、申し訳ありません」

「気にするな。急に呼んだのは私だ。まだ屋敷に帰っていなくてよかった」

　何事だろうと背筋を伸のばす。青丞にそっと目を向けたが、彼も訝いぶかしそうな顔をしていた。

「白桜、少しは大だい内だい裏りの雰ふん囲い気きに慣れたか？」

「はい。大内裏は広いので、まだすべて見て回ったわけではありませんが、何とか一人でも迷子にはならないようになりました」

「それはいい。他ほかの三人は大内裏にはある程度詳くわしいが、君だけがまだここには来た事がなかったからね。白桜が慣れたのなら、ちょうどよかった」

　何事だろうと首を傾げた。辺りを見回すと、青丞も朱咒も鵬玄も眉まゆをひそめたり互たがいに目を見合わせたりしている。どうやら誰だれもここに呼ばれた理由を知らない様子だった。

　龍宝帝が、手にした扇せん子すで軽く畳たたみを叩いた。

「四神の跡取り達よ。君達はまだ見習いだ。正式な官かん吏りにならなければ、大内裏のどこで働いてもらうかも決められない。そこで私が試験を与あたえる準備ができるまで、もっと大内裏を理解してもらう意味もかねて、見習いとしていろんな仕事を経験してもらおうと思う」

　突とつ然ぜんの事で驚おどろいたが、すぐに気持ちを引き締めた。責任のある仕事をするのは初めてだ。

　緊張するし、未知の経験だけに恐きよう怖ふも感じる。だがやる気は十分あった。

（いよいよ、官吏としての仕事を経験させてもらえるのか。どんな仕事かわからないけど、精いっぱい頑がん張ばろう！）

　心に決めて、御帳台へと目を向ける。龍宝帝が全員の顔を見回した。

「そこで君達にはまず、大内裏を警護する大おお舎人とねりの役目をやってもらおうと思う」

　眉をぴくりとさせたのは、龍宝帝の近くに控ひかえている如月だ。

「恐おそれながら、大舎人は警護や雑事が主の下級役人の仕事です。青丞様達はこの国でも有数の名門貴族の跡取り。そのような下働きをさせるのはいかがなものかと」

「何を言う。官吏となっていない今だからこそ、いろんな仕事をするべきだ。下級役人の務めを経験する事で、官吏となって人の上に立った時にいろんな視点を持つ事ができるだろう」

「ですが……」

　渋しぶる如月に向かって、白桜は思わず口を開いた。

「お話し中、失礼致いたします。主上のお考えは素晴らしいと思います。わたしは大内裏に来るのも今回が初めてです。大内裏を知る為にも、いろんな仕事を経験させて頂けると嬉しく思います。……剣けん術じゆつはさっぱりなので、警護のお仕事が務まるかはわかりませんが」

　勇気を出して龍宝帝達の会話に割り込んだのには、訳があった。

（想月を探す為に大内裏まで来たんだ。彼は宮中で嵐あらしを起こすと言っていた。いろんな仕事をすれば、それだけいろんな情報が手に入るかもしれない。見習いとして大内裏を見学して回るよりは、仕事をする方が働いている人達からも話を聞きやすいはずだ）

　しかも大内裏の警護をする大舎人なら、宮中の異変にも気付く可能性が高い。

　白桜にとっては願ってもない仕事だった。

「主上、その大舎人の仕事、どうかわたしにお命じください！」

　必死で頭を下げると、隣にいた青丞の訝しげな声が聞こえた。

「坊ぼうや、こんな面めん倒どうな仕事をなぜ……」

　小声で問いただされたが、想月を探す為だとは言えず、無言を貫つらぬいた。

　龍宝帝が扇子を口元に当て、満足げに頷く。

「相変わらず、白桜は身体からだは小さいが威い勢せいはいいな。……では、四神の跡取り達に大舎人の仕事を命じる。期間は五日間だ。さっそく今夜から宿直とのいをするがよい」

「はい！　わかり……え？」

　龍宝帝の最後の言葉が聞き捨てならず、思わず声を上げた。

　そしてふと、白桜は思い出した。

　自分にとって、もっともまずい状じよう況きようを作り上げるのが、いつも龍宝帝だという事を。

　身体の動きをぴたりと止めて顔を引きつらせた。念ねんの為もう一度言葉の意味を確かく認にんする。

「宿直とは……もしかして大内裏で寝ね泊とまりするという事ですか？」

「もしかしなくてもそうだ。君達の仕事は、主に大内裏の見回りと雑事だ。見回りは、他の大舎人と交代しながら昼夜問わず行ってもらう。その間はもちろん屋敷には戻れぬから、君達四人が一緒に泊とまれる部屋を用意しよう。それに……」

　立ち上がった龍宝帝が、そっと近寄って扇子で口元を隠し、白桜の耳元で囁ささやいた。

「これで鵬玄も逃にげられない。君達四神の跡取りは将来私の右みぎ腕うでになって、国の中ちゆう枢すうで働いてもらわねばならないからな。同じ部屋で寝泊まりして、しっかり仲直りするように」

（またみんなと同室!?　主上、心配してくれてるんだろうけど！　ありがたいけど！　すごい迷めい惑わくですーっ）

「しかし、着き替がえも何も用意していません。いきなり今夜からというのは……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。必要なものはすべて用意させる。何も心配せずに仕事に専念してくれ」

　にっこり笑った龍宝帝にそこまで言われたら、もう嫌だとは言えなかった。それに帝みかどの命令に逆らうなんて真似まねは絶対にできない。ここはもう覚かく悟ごを決めるしかないようだ。

　ようやく大学寮りようでの男ばかりの寄宿舎生活を乗り切ったのに、またみんなと同じ部屋で暮らすのかと思うと先が思いやられた。しかも以前は、祖父が近くの屋敷を買い取ってそこで着替えや入浴ができたからよかったが、今回は何の準備もできないのだ。

　絶体絶命のこの危機をどう乗り切るかと、白桜は頭を抱かかえていた。
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　宿直の為に用意された部屋は、四人で寝泊まりするのに十分な広さの畳の間だった。

　この部屋でまた四神の跡取り達と生活するのかと、白桜はうんざりしていた。なるべく目立たないように、部屋の隅すみで用意された着替えを確認していると、ふいに耳元で囁き声がする。

「やっと、君と一緒の部屋だね。嬉うれしいな」

　振ふり向むくのが死ぬほど嫌いやだったが、仕方なく顔を向ける。

　そこには、満面に艶あでやかな笑えみを浮うかべた朱咒がいた。

「大学寮の時は君と一緒の部屋になれなくて、私がどれだけ悔くやしい思いをしたか……！」

　大げさに片手で顔を覆おおい、泣きまねをする朱咒には、正直呆あきれた。

「だけどようやく君と布ふ団とんを並べて眠ねむれるね。大丈夫、私が隣の布団に陣じん取どって、腕うで枕まくらをしてあげる」

「何が大丈夫なのかさっぱりわかりません。隣の布団で寝ねられるのも迷惑です」

　すげなく返してやった。朱咒がこんな事を言うのはいつもの事だ。

　果てしなく女性にもてるという朱咒は、その噂うわさに見合う通りの男の色気に満ちている。

　赤い瞳ひとみでじっと見つめられると、鼓こ動どうが激しくなって落ち着かなくなるが、なるべく平静を装った。もし気付かれでもしたら、その麗うるわしい顔でどんどん積極的に迫せまってくるから、恋れん愛あい経験皆かい無むの身ではどう対処していいかわからなくなる。

　なるべく相手にしないのが一番だと背中を向けると、彼が後ろから両りよう肩かたに手を置いた。

「そんな事を言わないで。──君には秘密がある。その秘密を探さぐり出すまで諦あきらめないからね」

　息がかかるほど耳に唇くちびるを近づけられ、心の中でひやりとした。

　実は朱咒は時折、白桜が実は女だと知っていると匂におわせるような発言をする。

　遠い言い回しだったりするので、気のせいなのかもしれないが、勘かんのいい彼に隙すきを見せてはならなかった。

「秘密なんて誰にでもある事でしょう。いちいちそれを調べるなんて悪あく趣しゆ味みですよ」

　動どう揺ようすると彼を喜ばせる事になってしまうので、堂々と言い返す。

「君が段々と言い返せるようになっていくのは見ていて楽しいよ。だけど、以前のようにびくびくおどおどしている君も可愛かわいかったな。そういう顔をもう一度させた……うわっ」

　無む駄だに男の色気を振りまいていた朱咒が、突然後ろに倒たおれ込んだ。

　何事かと驚いて顔を向けると、鵬玄が朱咒の肩かたを摑つかんで引き倒したようだった。

「何をするんだ、鵬玄！」

　畳だった事が幸いしてか、朱咒に怪け我がはないようだ。抗こう議ぎする彼に鵬玄が眉まゆをつり上げた。

「べたべた白桜に触さわるな！　失礼だろう」

　低くて迫はく力りよくがある怒ど声せいのせいで、部屋全体が揺ゆれたように感じた。

「鵬玄？　どうしたんだ。前にも言ったけど、こんなのいつもの事……」

　目を丸くして問いかけると、鵬玄が怒いかりの顔をこちらにも向けた。

「いつもの事だなんて許容するな！　お前は男にべたべたされて平気なのか？」

　きょとんとしていた朱咒が、ふと何かを思いついたように、にやりとした。

「男同士だから、べたべたしてもいいのでは？　女相手だったらまずいかもしれないが」

　その台詞せりふに何かしらの意図を感じたのは気のせいだろうか。

　怖こわくて朱咒の方を向けなかった。それで鵬玄を見つめたままでいると、彼の顔色がみるみる変わっていく。赤くなったり青くなったりと大変な事になっていた。

「ど、どちらにしても、人にべたべたするものではない。白桜に近づくな！」

「おやおや、それはやきもちかな？」

　立ち上がった朱咒が腕うで組ぐみをして、ふっと笑った。

「や、やきもちだと？」

「だって君達は親友なんだろう？　男同士の友情も男女の恋愛も相手を思う気持ちに変わりはない。実は友情と愛情には、さほど大きな違ちがいはないと私は思っているのだ。その考えでいくと、私が白桜にべたべたして君が腹を立てるのは、やきもち以外の何物でもない」

　にやにやしつつ、朱咒がさっと鵬玄に近づいて、耳元で囁いた。

「……そんなに白桜が〝好き〟なのかい？」

　顔を真っ赤にしてわなわな震ふるえた鵬玄が、朱咒をぎらりと睨にらむ。

「ふざけるな！　俺を怒おこらせるとどうなるかわかっていないようだな、朱咒。俺は前からお前のその軟なん弱じやくそうな態度が気にくわなかった！」

「私も君の融ゆう通ずうが利きかない所が気にくわないね。物事はもっと柔じゆう軟なんに合理的に解決するべきだ。人生楽しく軽くゆるーく生きようじゃないか」

　性格が対照的な二人が睨み合う。

　ばちばちと火花が見えそうな鋭するどい視線が飛び交かって、その迫力に思わず圧あつ倒とうされた。

　だがこのままにもしておけず、何とか勇気を振り絞しぼって、二人の間に割って入る。

「やめてください！　どうしたんですか、二人とも。……最近、こうやってもめる事が増えたと思います。このままじゃまずいですよ。主上に四神の跡あと取とりの足並みが揃そろわなければ、正式な官かん吏りになる為ための試験は受けさせられないと言われたのですから」

　鵬玄と朱咒が、はっとしたように動きを止めた。

「主上もわたし達が不協和音を奏かなでているのに気付いていらっしゃいます。大学寮の時のように、また協力し合える関係になるようにと仰おつしやっていました」

　彼らはようやく正気に戻もどったのか、悔しそうな顔をしながらも、お互たがいから目をそらした。

　だが二人とも、顔はまだまだ怒りの色に染まっている。

「……俺は風ふ呂ろに行ってくる」

　背を向けたのは鵬玄だ。部屋から出て行く後ろ姿を見つめて、青丞が息をついた。

「朱咒がおかしいのはいつもの事だが、最近、鵬玄の様子もおかしいな」

「失礼だね、青丞。私はいつでも単純明快な男だよ。白桜が好きだから正直にそう行動しているだけだ。……だけど今回はちょっと熱くなりすぎたかもしれないね。頭を冷やしてくるよ」

　こんな時、いつもふざけてばかりいる朱咒が大人に見える。

　あんなに怒っていたのに、今はもう普ふ段だん通りの笑みを浮かべて部屋を出て行った。

　青丞と二人になって、白桜はため息をつく。

「鵬玄、本当にどうしたんだろう。わたしが話しかけても無視したり、そうかと思えばああやって過か剰じように朱咒から守ってくれたり」

「何か原因があるのではないか。ここで足並みが揃わないと、本当に官吏への試験に影えい響きようが出るぞ。鵬玄とよく話し合っておけ」

　頷うなずいたものの、鵬玄の態度がおかしい理由がまったくわからない。

　白桜は困こん惑わくした顔で、鵬玄が出て行った襖ふすまを見つめていた。
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　鵬玄と朱咒が戻って来たのは、夜も更ふけた頃ころだった。

　二人の間にはまだ険悪な雰ふん囲い気きが漂ただよっていて、目を合わせようともしない。

　白桜は困った顔で彼らを見つめた。

（ここで仲なか違たがいはまずいよ。あんなに頑がん張ばって大学寮を卒業したのに、官吏になる為の試験を受けさせてもらえなかったら、今までの努力が水の泡あわになる。何より大だい内だい裏りに出入りできないと、想月の情報が手に入らない！）

　仕方なく、そっと朱咒に近寄って耳打ちした。

「頭を冷やしてきたんでしょう。お願いですから、歩み寄ってください」

　むっとした表情だった朱咒が、白桜に目をやって肩を竦すくめた。

「そうだね、ここは私が大人になるべきだ。鵬玄はまだ怒っているみたいだから、頃ころ合あいを見て話しかけてみるよ」

　言葉を切った朱咒が、ふいににんまりした。

「……というわけで、白桜。とりあえず寝ようか」

　人差し指を立てて、うきうきと声を弾はずませた朱咒に、顔が引きつった。

（喧けん嘩か騒さわぎで忘れてたけど、ここでみんなと寝ないといけないんだった。でもみんなと同じ部屋はまずい。特に朱咒が！）

「すみません。わたしは今夜は、白びやつ虎こ家の屋や敷しきに戻らせてもらいます。どうしても医師の診しん察さつがあって……」

　ここは逃にげるしかないだろう。主上の命に背そむく事になるが、病気を理由にして祖父からも口くち添ぞえをしてもらえば、何とか夜の見回りを免めん除じよしてもらえるはずだ。

　大学寮りようの寄宿舎で彼らと同室だった時、毎日毎日生きた心地ここちがしないくらい緊きん張ちようして暮らしていた。やっと解放されたのに、また一いつ緒しよの部屋だなんてごめんだ。

　わざとらしく具合が悪そうに咳せき込むふりもしてみたが、朱咒がわざわざ目の前に来て、訝いぶかしそうな顔をした。

「そんな訳にはいかないよ。主上から宿直とのいするよう命じられているだろう。勝手に帰ったりして、命令違い反はんだから試験は中止なんて言われたらどうするんだい？」

　あまりにも正論で、言葉に詰つまった。朱咒が、赤い瞳で顔を覗のぞき込んでくる。

「医師の診察がいるなら私がするよ。さあ、白桜。着物を脱ぬいで……イタッ」

　朱咒が急に顔を歪ゆがめた。それもそのはず、鵬玄が彼の頰ほおを思い切りつねっている。

「白桜にちょっかいは出すなと言ったはずだ！」

「また君か。どうしても私ともめたいみたいだね」

　再び鵬玄と朱咒の間に、冷たい風が吹ふき荒あれた。だが今度は鵬玄の方が先に目をそらす。

「お前とはもうもめるつもりはない。それより、本人が帰りたいと言っているのだから、白桜を帰らせてやったらどうだ？」

　ありがたい申し出だったが、青丞が難色を示した。

「朱咒の肩を持つわけではないが、主上が大おお舎人とねりの仕事をせよと直接命じられたのだ。大舎人が宿直するのは何かあった時にすぐ動けるようにだ。朱咒が言うように、一人だけ帰ったりしたら仕事を放ほう棄きしたと言われて、官吏への道を閉とざされるかもしれないぞ」

　さすがに青くなった。ひょうひょうとしている帝みかどだが、厳しい面も持っている。

　命令違反をしたから試験を受けさせないと、龍宝帝なら言いかねなかった。

（わたしの本当の目的は、想月にもう一度会う事だ。その為に彼が事件を起こすであろう大内裏まで来た。彼と再会するまでは、何とか大内裏にいられるようにしないと）

　その為にも、今は龍宝帝の命に背くわけにはいかなかった。

「すみません。考えが甘かったみたいです。このままここで宿直します」

　青丞と鵬玄とは、大学寮で三ヶ月も同室だった。その間、何とか秘密はばれずにすんだのだ。

　だったら、また同じようにするしかない。

「みんなで協力して、大舎人のお役目を頑張りましょう！」

　拳こぶしを握にぎり締しめて宣言すると、鵬玄が仁に王おう立ちになった。

「駄だ目めだ！」

「えっ!?　何を言っているんだ、鵬玄。仕事はしないと……」

「違う。お前が一緒に宿直する事が駄目なんだ。どうしてもと言うなら、他ほかの部屋で寝ねろ！」

　鵬玄が何を言っているのかわからず目を瞬またたかせると、朱咒がにやりと笑った。

「わかった、鵬玄は白桜と一緒の部屋が嫌いやなんだね」

「当然だ。白桜と一緒になんて寝られるわけがないだろう！」

　その一言は、白桜にとって衝しよう撃げき的だった。

「そんなに顔を真っ赤にするぐらい、わたしと一緒の部屋で寝るのは嫌なのか？　そんなに、わたしが嫌きらいか？」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくと、鵬玄がはっとした。

「ち、違ちがう。嫌いとかそういうのではなくて、お前がおん……うっ」

　何か言いかけた鵬玄が、慌あわてて口元を押さえた。朱咒が目を輝かがやかせて鵬玄に駆かけ寄る。

「おん……その後は何と言うつもりだったのかな？」

「べ、別に何でもない！　それより、白桜は違う部屋で……」

「白桜が一人では可哀かわい想そうだよ。どうしても別の部屋でというなら、私が一緒に寝てあげる。二人だけなんてうっとりするね」

「駄目だーっ」

　怒ど声せいは、部屋を揺ゆらすほど大きかった。鵬玄が肩かたではあはあと息をしている。

「し、仕方ない。ならば、四人一緒にいよう。そうだ、目の届く所の方が危険はないかもしれない。その代わり、朱咒は白桜から離はなれて寝ろ！」

　様子が変だし言っている事もおかしいが、鵬玄の迫はく力りよくに圧倒されて、全員が頷いた。







　今晩はまだ夜の見回りの順番が回ってこないという事で、ゆっくり休んでいいと如月に言われていた。散々騒さわいだ鵬玄の命令で、結局白桜は四つ並んだ布ふ団とんの一番奥に寝る事になった。

　最初は緊張して眠ねむれなかったが、ようやくうとうとし始めた頃、それは起こった。

　静まり返った部屋の中で、ごそりと動く音がした。

「白桜、寂さびしいだろう。私が一緒に寝てあげる」

　そっと布団をめくられて、白桜ははっと目を覚ます。

「な、何をして……むがっ」

　朱咒が素す早ばやく白桜の布団に忍しのび込み、口元を押さえた。

「静かに。騒ぐとまた鵬玄が怒いかり狂くるうよ。さあ、白桜。ようやく同じ部屋になれたんだ。腕うで枕まくらをして、アレをしてコレをして……」

（アレって何？　コレってどんな事をする気だっ）

　どうにか口元の手を退どけて、朱咒を睨にらむ。

「朱咒。もうもめるのは嫌なので騒がないようにしたいのです。お願いですから、布団から出て行ってください！」

「嫌だよ。だって前から言っているだろう。君が好きだって。好きな二人が一つの布団でする事と言ったら、何かわかるよね？」

　にっこり微笑ほほえまれても、はいと返事は絶対にできない。
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「馬ば鹿かな事を言ってないで早く出て行って……！」

　必死で抵てい抗こうしたが、朱咒はうまく白桜の手足を押さえつけ、ぎゅっと背後から抱だきしめた。

「いい香かおりだ。それに白桜の身体からだは柔やわらかくて抱だき心地がいい。この着物の下はどうなっているのかな？」

　帯に手をかけられて、白桜は目を見開いた。

「やめ─────！」

「何をしているーっ」

　部屋を揺るがす低い声は、いつのまにか布団の際で仁王立ちしていた鵬玄だった。

「白桜にちょっかいを出すなと何度言えば、貴様は理解するのだ……！」

　まるで地じ獄ごくの鬼おにのような形相で、鵬玄が朱咒の腕うでを摑つかんだ。

　あまりの迫力に、さすがの朱咒も顔を引きつらせている。

「待ってくれ。鵬玄。ちょっとした冗じよう談だんだよ」

「何が冗談だ。布団に忍び込むなど、陽真乙国の男子として恥はずべき行こう為いだ。俺がその性しよう根ねをたたき直してくれる！」

　鵬玄が朱咒の両りよう脇わきに腕を入れて軽々と持ち上げた。

　さすがに都一の武官の腕わん力りよくにはかなわないのか、朱咒が珍めずらしく慌てている。

「何をするんだ。私はただ、白桜が寂しいだろうから、添そい寝を……」

「まだそんなふざけた事を言うかーっ」

　部屋を出て行った鵬玄が、ぴしゃりと襖ふすまを閉めた。騒ぐ朱咒の声が段々と遠ざかっていく。

　あっけにとられていると、騒ぎのせいで起きたのか青丞が大きくため息をついた。

「白桜。早さつ急きゆうに鵬玄と話し合え。あいつが過か剰じよう反応するのは、お前に関する事だけのようだからな」

　眠りを邪じや魔まされたせいか、青丞の声も不ふ機き嫌げんだった。

「はい……」

　どうやら、自分と鵬玄の関係が悪化しているせいで、周りにも迷めい惑わくをかけているようだ。

　だが鵬玄があんな態度をとる理由がどうしてもわからない。白桜は肩を落として項うな垂だれた。
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　朝の日差しが眩まぶしいのは、昨日ほとんど眠っていないせいだ。

　白桜はしばしばする目をこすりながら、あくびをかみ殺す。

　昨夜鵬玄と話し合おうと起きて待っていたが、彼も朱咒もとうとう帰ってこなかった。

　結局朝になってしまい、帝から与あたえられた大舎人の仕事をする事になったのだが……。

「文の配達が仕事って、ちょっと地味かも。でも目立つのはよくないからいいか」

　大おお舎人とねりは、大だい内だい裏りの警護が主な仕事ではあるが、雑事も任されるという。

　青丞は龍宝帝の代筆を頼たのまれて、朝から文ふ机づくえに向かっていた。

　白桜が任されたのは、大内裏の外から送られてきた文を各省庁に届ける仕事だ。

「大内裏は広いから、届けるだけでも大変だよな。えっと、最初の文は……あ、陰おん陽みよう寮りようだ」

　漆うるし塗ぬりの箱に入った文の宛あて先さきを読んで、頭に陰陽寮の頭、草薙の顔が浮うかんだ。

「そういえば、草薙様の水難の相が出てるって占うらないは、ぴたりと当たったんだよな。じゃあ、もしかして『恋こいの嵐あらし』とかいうのも……」

「ええ。恋の嵐は盛大に吹ふき荒あれますよ。あなたが中心となる嵐ですから、吹き飛ばされてしまわないよう注意なさいと言ったでしょう」

　突とつ然ぜん聞こえた声にびくっとして振ふり向むいた。

　そこには、銀の錫しやく杖じようを手にした草薙が穏おだやかな笑えみを浮かべて立っている。

「お、おはようございます、草薙様。どうしてここに？」

「おかしな事を言いますね。すぐそこは陰陽寮ですよ。今から仕事をしに行く所です。あなたこそそんな箱を持って何をしているのです？」

「龍宝帝のご命令で、大舎人の仕事を経験させて頂いているんです。これから陰陽寮に文を届けに参る所です」

「そうなのですか。大変ですね。では陰陽寮への文は私が預かりましょう」

　手を差し出してくれた草薙に、申し訳ないと思いつつ、小さく首を振った。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。これはわたしの仕事ですから。……実はちゃんと働くのは初めてなのです。田舎いなかでは……身体が弱くてあまり外に出られなかったので。だから、こうやって責任のある仕事をさせて頂けるのはとても光栄です」

　心から出た言葉だった。

　田舎では貴族の姫ひめとして暮らしていた。大きくなってからはあまり外に出る事もできずに屋や敷しきの中にばかりいて、このままずっと誰だれの役にも立てずに生きるのかと考えた事もあった。

「文を届けるだけの仕事かもしれませんが、大内裏で寝ね泊とまりしている方へ家族からの文とか、仕事に必要な大切な用事が書かれた文とか、もしかしたら好きな方からの文とか。書く人のいろんな思いが込められているのが文だと思うので、それを届けられるのはとても幸せです」

　文の入った箱を抱きしめるようにして微笑むと、草薙が目を細めた。

「そうですか。そういう事なら、頑がん張ばって文を届けてください。何か困った事があったら、いつでも相談してくださいね」

「ありがとうございます。……あ、そうだ。先日、水難の相が出ていると言われましたが、見事にその占いが当たりました。実はあの日、桶おけの水を被かぶってしまったんです」

「当たるのは当然です。私の占いは外れませんから」

　得意げになるわけでもなく、あくまで淡たん々たんと草薙が言い放った。

（普ふ通つうならこれだけはっきり言われたら、自信過剰だって鼻につく所だけど、草薙様は占いを当てて結果を出している。本当に実力があっての発言だから、すごいと心から思えるな）

　感心していると、草薙がふと白桜の顔を覗のぞき込んだ。

「それより、あの時の恋こい占うらないであなたの心がよく見えなかったのが、ずっと気になっていて。あんな事は初めてです。あなたがたくさんの悩なやみを抱かかえているのはわかったのですが……」

　ふいに草薙が右手を白桜の額にかざし、反対の手で錫杖をシャランと鳴らした。

「この私が相手の心を読めないなんて事があるはずありません。もう一度挑ちよう戦せんさせてください。……あなたは清い気を放っています。きっと正直でまっすぐに育ったのでしょうね」

　慌あわてて彼を止めようとしたが、草薙はその暇ひまさえ与えず言葉を続けた。

「ですが、その中に妙みような灰色の気が混じっています。黒ではなく灰色。この間も少し見えたのですが、やはり何か『秘密』でもあるのですか？」

「うわぁぁぁぁぁ！」

　突然上げた叫さけびに、草薙が驚おどろいたように右手を降ろした。

「どうしたんです。せっかくあなたの秘密が見えそうだったのに」

　水難を言い当てた草薙だ。人じん智ちを超こえた力を持っているのは確かだろう。これ以上はまずい。

「ひ、ひひひ秘密なんてこれっぽっちもありませんよ！」

「そんなにうろたえないで。秘密は誰にだってあるものです。ですがあなたの心にはいくつもの扉とびらがある。固く閉とざした意思の扉に邪魔されて、なかなか心が読みづらいのです。それは要するに、それほどまでに秘密を隠かくしたい心の表れでもあるのでしょう」

　じっと見み据すえられて、心臓が止まりそうになった。

　草薙の不思議な力でこれ以上心の中を読まれたら、何もかも知られてしまう気がした。

　白桜は大きく息を吸い込んで、心を強く持った。秘密は絶対に隠し通さねばならない。

　たとえ、都一の陰おん陽みよう師じが相手でも。

　その強い意思を込めて目を見返すと、草薙がわずかに驚いた顔をして、やがて苦く笑しようした。

「いい目だ。凜り々りしくて力強い。そんな目をするという事は、その秘密はあなたにとってとても大切なものなのでしょう。──わかりました。それほど隠したい秘密なら、無理に暴あばくのは失礼ですね。しかし……」

　草薙が、再び白桜の額に手をかざした。

「あなたは他ほかにも悩みを抱えているようですね。友人関係と────いや、それよりもあなたを悩ませているのは、やはり『秘密』です。それがばれはしないか常にどきどきしている」

　今にも息が止まりそうだ。浅い呼吸を繰くり返していると、草薙の手が降りてきて、顎あごに手をかけられた。そのまま上を向かされる。草薙は何かを探さぐるような鋭するどい目をしていた。

　その目が秘密を探り当ててしまうような気がして、恐きよう怖ふすら感じた。

「あなたはその秘密の大きさに押しつぶされそうになっている。あなたがこの先秘密を守れるかどうかは──」

「だから、秘密なんてありませんってば！」

　言い切って、絶対に目をそらさなかった。しばらくそのままでいると、草薙がふっと笑う。

「──そうですか。ではそういう事にしておきましょう。そうそう、友人に関する方の悩みですが、彼も苦しんでいるようです。二人で冷静になって話し合うのが吉きちと出ています」

　ようやく草薙が顎から手を離はなしてくれた。なぜか含ふくみ笑いをしながら。

　背を向けた彼の姿が見えなくなるまで、その場から動けなかった。

「もしかして、わたしの秘密に気付いたとか？　いや、秘密なんて誰でも持っているものだ。そういう風に思わせぶりに言っているだけに違ちがいない」

　だが、悩みの一つが友人関係というのは当たっている。

「草薙様も要注意人物だ。大内裏の生活も油断ならないぞ！」

　気合いを入れ直し、まずは与えられた仕事を果たす為ため、陰陽寮へと足を向けた。
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　青丞は、誰もいない部屋で文机に向かっていた。

　龍宝帝の代筆を頼まれたのだが、数も多くなかったのですぐに終わった。

　次は何をしようかと考えていて、ふと大切な女性に文をしたためてみようと思い立った。

　だが筆も紙も用意して準備は万ばん端たんなのに、どう書き出していいかわからないでいた。

「こんな事は初めてだな」

　文を送る相手は、白びやつ虎こ家の里桜姫だ。

　大学寮りようを卒業してから頻ひん繁ぱんに彼女のもとを訪おとずれていた。しかし急に大内裏で宿直する事になったので、しばらくはそちらに行けないと書くつもりだった。

「ただ連れん絡らくするだけでは味気ない。彼女に思いが伝わるような文を……」

　柄がらにもなく、会えなくて寂さびしいと感じていた。

　彼女も同じ気持ちであったなら、どんなにいいだろう。

　里桜を前にすると、まるで初めての恋に浮かれる少年のような気持ちになる時がある。今がまさにそうで、彼女が気に入る文を書こうとするあまり、何も書けなくなってしまっていた。

「恋する男は愚おろか者、か」

　自じ嘲ちようしたが悪い気分ではない。相手の事を考えて悩んだりするのは、恋の醍だい醐ご味みだ。

　そんな自分を楽しむ余よ裕ゆうはある。

　会えない間も、彼女への思いは日々募つのるばかりだ。

　問いかけに予想外の返答をする彼女との会話は、楽しくて仕方ない。

　文に何を書くかという難題に没ぼつ頭とうしていると、ふいに声が聞こえた。

「青丞……」

　一いつ瞬しゆん里桜を思うあまりの幻げん聴ちようかと思った。そのぐらい、声は里桜そのものだった。

「青丞、何をぼんやりしているんです？　文の代筆は終わったのですか」

　だがすぐに話の内容から、相手が里桜ではないと気付く。

　驚いて振り向くと、そこには彼女の弟の白桜が立っていた。

「……ああ、坊ぼうやだったのか。もう文を届ける仕事は終わったのか？」

　まるで狐きつねにつままれた気分だ。よく考えたら、彼女がここにいるはずがない。

「はい。しばらくは休きゆう憩けいしていていいと如月様に言われたので戻もどって来たのです。……どうしたんですか？　驚いた顔をして」

「いや。今ちょうど里桜姫に手紙を書いていて。ふいに彼女の声が聞こえたと思ったら、お前だったのだ。二人とも声があまりによく似ていたので、びっくりした」

　笑い話のつもりだった。一いつ緒しよに笑い飛ばすだろうと思ったのに、白桜は予想外の反応をした。

　慌てたように一歩後ずさって、首をぶんぶんと振ふったのだ。

「わたしと、あ、姉の声が似ているだなんて、そんなことはあり得ないです！」

　なぜか声を荒あららげた白桜に、眉まゆ根ねを寄せる。

「どうしてそんなに力いっぱい否定するのだ。姉弟きようだいなのだ。似ていても不思議ではあるまい。里桜姫はなかなか男勝まさりだから、話し方だってお前とよく似ているぞ」

「そ、そそそそそそんな事絶対にありませんっ。えっと、いくら姉でも、女性と似ているなんて言われるのは、〝男〟として恥はじです！」

　あまりの慌てように、首を傾かしげた。そういえば、以前から白桜は女のようだと言われると、様子がおかしくなる。かなり気にしているようなので、よほど言われるのが嫌いやなのだろう。

「……すまなかった。確かに女のようだと言われて嬉うれしい男はいないな。お前は大学寮の時、最初は馬にも乗れなかったのに、血の滲にじむような努力をして騎うま射ゆみ大会に出場できるくらいにまでなった。姿や顔立ちは女のようだが、根こん性じようのある立派な男だ。それは誇ほこっていいぞ」

　相手にもよるが、思った事は惜おしまず口にする方だ。

　微笑ほほえんで、白桜の頭にぽんっと手を置いてやる。すると彼の顔がみるみる赤くなった。

　くるくる変わる白桜の表情は見ていて面おも白しろい。

　まだ顔も知らない里桜も、彼と似ているのだろうか。

　愛いとしい人の面おも影かげがあるだろうかと、じっと白桜の顔を見つめた。

「何ですか？」

「いや、声がそれだけそっくりなら、顔もよく似ているのかと思ってな」

「いやいやいや、ぜんぜんまったく！　これっぽっちも似てないです。髪かみの毛の先ほども似てないです。本当に本当に似てないんですったらーっ」

　興味本位で聞いてみただけなのに、青筋が立つくらいの勢いで否定されて、目を丸くした。

　大声を出しすぎたのか肩かたで息いきをしている白桜は、興奮しているのか頰ほおが紅潮している。

　そんな白桜を見て、珍めずらしくいたずら心がわいた。

「お前に似ていないという事は……」

　ふっと口角を上げて、白桜の髪をくしゃりと撫なでた。

「里桜姫ひめはかなりの美人というわけだな。それは楽しみだ」

　意味を理解するのに、白桜は一瞬間を置いたようだ。だがすぐに目を剝むく。

「それってわたしが不細工だって事ですかっ!?　それは美人ではありませんけど、そんな言い方失礼でしょう！」

「お前は面白いな。朱咒もきっと、その反応を見たくてからかうのだろうな」

　肩を揺ゆすって笑うと、ぷんぷん怒おこっていた白桜が更さらに目を剝いた。

「まさか、わたしをからかったんですか!?　青丞までわたしで遊ばないでくださいーっ」

　耳が痛くなるぐらいの大声だったが、青丞はかまわず笑い続けた。
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　紫し宸しん殿でんの裏手にある小さな庭で、鵬玄は置き石に腰こし掛かけてため息をついていた。

　夕暮れ時で烏からすが鳴いている。辺りに人ひと気けがないのもあって、もの悲しささえ感じた。

　まるで今の心そのものだなと思う。

　鵬玄は、父一人子一人で育った。

　母は亡なくなったらしいが、寡か黙もくな父は詳くわしい事を話してくれなかった。

　父は兵ひよう部ぶ省しようの役人で、剣けん術じゆつの腕うでは立つものの、無骨なのが災わざわいして出世できなかった。

　息子むすこの自分も同じ道を辿たどっていたが、ある日突とつ然ぜん帝みかどからお召めしがあり、玄げん武ぶの一族として迎むかえ入れられた。父は帝のお役に立てるよう、立派な官かん吏りとなれと言ってくれた。

　自分としても、そうなるべく努力してきたつもりだ。

　しかしそんな鵬玄の目下の悩なやみは、それらとはまったく関係のないものだった。

「もっと自然に接しないと、白桜が不ふ審しんがっている。それに、みんなの足並みを揃そろえなければ、官吏になる為の試験を受けさせてもらえなくなるぞ。もしそんな事になったら父に顔向けもできない。……みんなの輪を乱しているのは俺だ。何とかしなければ」

　わかってはいるが、白桜の前に立つと、彼が風ふ呂ろに入っていた時の光景が頭に蘇よみがえる。

　白い肌はだと細い肩が、水に濡ぬれて光っていた様子を思い出すと、平静を装えなかった。

　ここに来てからも、男社会の大だい内だい裏りで白桜の秘密がばれはしないかと、はらはらしてばかりだ。気付いたら白桜のあとをつけたりして、困った事がないか危ない目にあっていないかと目を光らせている。これでは駄だ目めだとよくわかっていた。

「俺は玄武家の鵬玄だ！　その名に恥はじない行いをせよと父に命じられている。もっと白桜と自然に接して、みんなと協力しないと……」

「鵬玄！　いたいた。探してたんだ」

　そこへ、今もっとも鵬玄を悩ませている当の本人の声がした。

　そのとたん、身体からだがカチンと強こわばった。

「〝彼〟だ。あいつは〝彼〟。だから大だい丈じよう夫ぶ。落ち着いて話せばいいんだ」

　念仏のように唱えて、気を確かに持って大きく深呼吸した。

　そして気合いを入れて、振り返る。

「何だ、白桜……ううっ！」

　思ったよりすぐ近くに、〝彼〟はいた。

　両足を開いて立ち、腕うで組ぐみをする姿は、きっと精いっぱい男らしい仕草をしているつもりに違ちがいない。以前なら、小さな身体のせいで馬ば鹿かにされたくなくて頑がん張ばっているのだと、微笑ましく思えた。

　だが、今は違う。

　どう見ても、やはり〝彼〟は〝彼女〟だ。

　鵬玄は、みるみる顔が赤くなるのを止められなかった。

　白桜の顔を正面から見られない最大の理由は、悪気はなかったとは言え、女性が風呂に入っている所を覗のぞいてしまったやましさだ。だからつい白桜に背中を向けた。

　そのまま歩き出そうとしたが、後ろからぐいっと腰こし紐ひもを摑つかまれる。

「待ってくれ。今こ宵よいの紫宸殿での見回りを命じられたんだ。二人一組で見回りをする事になったんだけど、如月様にまずはわたしと鵬玄で夕方の見回りに行ってくれと言われて」

「お前は見回りはしなくていい。俺一人で行く」

　もうそろそろ辺りも暗くなるだろう。夜の見回りを女性になんてさせられない。

　だが、白桜は顔を青くして俯うつむいた。

「わたしと一緒じゃ迷めい惑わくかな。確かに剣術がまったくできないから、足手まといになってしまうけど……」

　そうではないのだと叫さけびたかった。自分の言葉足らずを呪のろうのはこんな時だ。

「違うのだ。お前はひ弱だから警護など……」

　鵬玄にとってか弱い女性は守るべき存在だ。

　そう伝えたかったが、なかなかうまい言葉が見つからない。

　白桜には、秘密を知っている事を話してはいなかった。

　口べたなのでどう話せばいいのかもわからないし、もし秘密を知っていると言ったら、白桜との関係がぎくしゃくしてしまう気がした。それで黙だまっていたが、噓うそをつくのが苦手なので妙みような態度を取ってしまい、結局白桜との間には溝みぞが生まれる結果になった。

「ひ弱って……」

　白桜が悔くやしそうに唇くちびるを震ふるわせている。その様子を見たとたん、しまったと目を見開いた。

　確かに彼には体力はないが、それを上回る根性がある。

　騎射大会の時も、何度落馬しても傷だらけで頑張っていた。

　一つの目標に向かってこんなに努力できる男と一生の友でありたい、そう思える程ほどに。

「いや、そうではなくて。お前は力は強くないが、とても努力家だ。騎射大会の時も……ん？　そういえばあの時も大変だっただろう。非力なはずなのに騎射などやるはめになって。すまない。俺がもっと早く気付いていれば、あんな事はしなくてすむようにしたのに」

　馬に乗った事がなく弓を射た事もないと言っていたが、女なら当然だ。そこを理解していなくて、男でも音ねを上げるような訓練をさせた。どんなに辛つらかっただろうと思うと、胸が苦しくなる。知らなかったとは言え、女性にそんな思いをさせてしまった事を後こう悔かいしていると、白桜が声を震わせた。

「非力って……」

　傷付いたような声にはっとした。またしても失言だったと口元を押さえる。白桜の努力を知っているのに、それを否定するような事を言ってしまう自分は、何とひどい男なのだろう。

　鵬玄は口を引き結んだ。これ以上何も言わない方がいい。彼を傷付けてしまうだけだ。

　男である白桜とは、何でも話ができるいい関係を築いていた。しかし、女である白桜とは何をどう話していいかわからない。もともと、いかつい男達ばかりの中で生活してきた。

　そんな環かん境きように長くいたせいか、女性と接するのは苦手だったのだ。

　それなのにいきなり親友が女だったと言われたら、戸と惑まどうどころか大混乱に陥おちいるばかりだ。

　結局うまく気持ちを言葉にできないまま、鵬玄は白桜に背を向ける。

「とにかく、俺は一人がいい。お前は夜の見回りはしなくていいから戻もどっていろ」

　歩き出そうとしたが、白桜がさっと前に回り込んだ。

「どうしてそんな事を言うんだ！……鵬玄。今日こそはっきりさせよう。主上に大おお舎人とねりの仕事を命じられているのに、大内裏をうろうろしてばかりでまったく仕事をしていないだろう。それだってわたしを避さけているからだ。わたしが嫌きらいになったのか？　理由を教えてくれ！」

　白桜が紅の瞳ひとみをつり上げて、両手を腰こしに当てている。

　そんな姿がうっかりすると可愛かわいくて、そんな風に思ってしまった自分にいらついた。

「別に……」

　答えようがなくて、不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいてみる。すると白桜が唇を嚙かみしめた。

　その表情は知っている。悔しい時や悲しい時に、それを堪こらえる為ために彼はよくそうするのだ。

　そんな表情をさせてしまった自分自身に腹が立った。

　白桜はたとえ〝彼女〟でも、大切な親友には変わりない。だから、本当なら白桜の秘密を公おおやけにするべきだとわかっていても、そうはできなくて悩んでいるのだ。

「とにかく見回りは俺一人でいい。仕事はちゃんとする。心配するな」

　どうしていいかわからなくて、結局逃にげる自分が情けなかった。どんなに強い敵でも悪党でも恐おそれはしない。相手が百人いたとしても、帝と国の為なら太刀たちを抜ぬいて立ち向かう。

　だけど今は、たった一人の少女と向き合う事が何より怖こわかった。

「待ってくれ！　わたし達は親友だと言ってくれただろう。何か気に障さわる事をしたのなら言ってくれ。謝るし、二度と同じ過あやまちはしないと誓ちかう。……わたしは鵬玄がとても大切だ。大学寮りようの時も、あなたはわたしを何度も助けてくれた」

　見上げた顔は、細ほそ面おもてに大きな紅の瞳、柔やわらかそうな髪かみに赤い頰ほお。ふわりといい香かおりが漂ただよう。

「それなのにどうして大内裏に来てからわたしを避けるんだ。我われらは友ではなかったのか？」

　今にも泣きそうに顔を歪ゆがませた白桜に、着物の襟えりぐりを摑まれた。

　まるで抱だき付かれているかと錯さつ覚かくするほどの密着具合だ。

　そう思うと、鵬玄の頭はかつてないほど沸ふつ騰とうした。

「さ、さわ……」

「え？」

「触さわるなと言ったんだ！　はっきり言うが、俺は友の選び方を間ま違ちがっていた。俺にとっての友とは、同じ戦場で背中を任せて戦える奴やつだ。お前に背中は任せられん！」

　女性とは守る存在だ。鵬玄はそう父に教わって育った。

　だから白桜は、背中を任せて戦う相手ではなく、背中に庇かばう相手なのだ。

「背中は任せられないって、信用できないって事か？　つまり、わたしは友ではないと？」

　唇を震わせている白桜の言葉で、ようやく我に返った。

「鵬玄、今のはそういう意味なのか？」

　さっと近づいた白桜に腕うでを摑まれようとした。鵬玄は素す早ばやくその手を避ける。

　これ以上彼と接せつ触しよくするのは危険だ。何を言い出すか自分でもわからない。

「……今は、俺に近づかないでくれ」

　傷付いた顔をしている白桜を見ていられない。声をかけたかったが、これ以上何か言うと余計に悲しませるような気がして、どうしても口を開けなかった。

　彼を慰なぐさめる言葉一つ出てこない自分が情けない。

「とにかく、失礼する」

　白桜が何か言っていたが、かまわず走った。

　悲しんでいる女性を見ていられずに逃げ出した自分を、この卑ひ怯きよう者がとなじりながら。
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　白桜は文を入れた箱を持って、紫し宸しん殿でんの廊ろう下かをとぼとぼと歩いていた。

　昨日鵬玄に友ではないというような事を言われて、それからずっと落ち込んでいる。

　鵬玄は同じ部屋にいても目も合わせてくれない。その態度にもまた、傷付いていた。

「白桜様、ちょうどよい所へ」

　深くため息をついていると、前方からやってきた如月に呼び止められた。

　公私混同はよくない事くらいわかっている。白桜は心に気合いを入れ直した。

（せっかく仕事をさせてもらってるんだから、もっとしゃんとしないと！）

「こんにちは、如月様。どうかなさいましたか？」

「ええ、私はただいま寝ねる間を惜おしんで、今度主上が開かい催さいされる管楽の宴うたげの準備に奔ほん走そうしております。ですが私には悪い鬼おにが取り憑ついていて、忙いそがしい時を狙ねらってあれこれくだらない用事を言いつけてくるのです」

　据すわった目と仏ぶつ頂ちよう面づらから、その鬼が誰だれの事だかすぐにわかった。

「その鬼って主上の事ですよね。さすがにその言い方はどうかと……」

　苦にが笑わらいをすると、如月が持っていた盆ぼんを押しつけてきた。

「というわけで、これ、お願いします」

「何がどうなって、〝というわけで〟なんですか？　それよりもこれは何ですか？」

「主上のお茶です。この忙しい時に、私が淹いれた茶が飲みたい、どうしても私が淹れた茶でなければ駄だ目めだという、非常に迷惑な言いつけがありました。お茶は淹れたので、あなたが持っていってください」

　受け取れという脅きよう迫はくに近い威い圧あつ感かんを放ちながら、如月がぐいぐいと盆を押しつけた。

　その迫はく力りよくに負けて仕方なくそれを手にしたが、どうにも納なつ得とくはいかなかった。

「どうしてわたしが？」

「あなたが代わりに行けば、主上はだだをこねません。あなたはお気に入りですから」

　にっこり微笑ほほえまれて、面めん食くらった。

「お、お気に入りだなんてそんな事は……」

「いいえ、主上は大学寮でのあなたの努力を非常に高く評価しておられます。頑がん張ばって官かん吏りになってくださいね。そうしたら中なか務つかさ省しようで引き抜いて、主上のお世話をしてもらいますから。そして私は晴れて、中務省を辞して主上からも離はなれて自由に生きるのです！」

　力いっぱいの台詞せりふはどう見たって本気だ。

　とんでもない野望を口にした如月は、白桜の両りよう肩かたをがっしりと摑つかんだ。

「私は贅ぜい沢たくしたいとか、高い地位に昇り詰つめたいとか、そんな事は一いつ切さい望みません。ただ、主上のおられない所で、のんびり暮らしたいのです。あなたは私の後任になれる唯ゆい一いつの方だと信じております。さあ、あとはよろしくお願いしますね」

「ちょ、ちょっと待ってください、わたしは文を届ける仕事が」

「ああ、これは中務省宛あての文のようですから預かります。これであなたの仕事は終しゆう了りようです。では失礼！」

　断る隙すきを与あたえず、如月は目にも留まらぬ速さで、その場を走り去った。







　白桜は如月に無む理り矢や理り渡わたされた盆をささげ持って、おそるおそる襖ふすまを開けた。

「お茶をお持ちしました」

　部屋の中では、龍宝帝が御み帳ちよう台だいに座り、文を読んでいた。

「おや、どうして白桜が持ってくるのだ？　如月はどうした」

「用事があるそうで、頼たのまれまして」

「ほう、さては逃げたな。あとでお仕置きをしてやらねば」

　にやりと笑った龍宝帝を見ると、如月が気の毒に思えてならない。

「まあ、いい。君ともゆっくり話をしたいと思っていたのだ。さあ、お茶をこれに」

　促うながされて、茶器をささげ持っていく。

（天子様にお茶を差し上げるなんて、田舎いなかに住んでた頃ころは考えられなかった事だな）

　今いま更さらながらに緊きん張ちようして、そっと龍宝帝に目をやった。三十代後半とは思えないくらい若々しく、だけど年ねん齢れいを重ねた落ち着きを持つ微笑みには、若い男性にはない渋しぶい魅み力りよくがあった。

　茶器を差し出すと、龍宝帝がなぜかほうっと感かん嘆たんの息をついた。

「斜ななめから見た所が、特によく似ているな」

　何を言われたのかわからなくて首を傾かしげると、彼が含ふくみ笑いをした。

「桜さくら子こ姫ひめに……君の母上によく似ていると言ったのだよ」

「母をご存じなのですか？」

「同じ四神の家いえ柄がらだからね。私が帝みかどに選ばれた時、彼女はたいそう悔くやしがっていたよ。彼女は一人娘むすめだったから、その時の白びやつ虎こ家の跡あと取とりは遠とお縁えんの者を連れてきたのだけど、とても頼たよりない青年で。自分が男だったら、龍りゆう青せいになんて負けなかったのにと怒おこっていた」

「龍青……？」

「私の本名だ。桜子姫は私を呼び捨てにして使いっ走りをさせた唯一の女性だ。気が強くて豪ごう快かいで、だけど曲がった事が嫌きらいで純じゆん粋すいな人だった」

　その母の姿が目に見えるようだ。五年前に亡なくなった母は、たおやかな女性が好まれる陽真乙国ではかなり変わった人だった。

「君は桜子姫によく似ている。初めて大学寮りようで見た時、彼女が男装しているのかと思ったよ」

（正解じゃないけど、いい具合にかすってる！　やっぱり主上は油断できない……！）

「は、ははは。実は朱咒にも母に似ていると言われました。彼は母に憧あこがれていたそうで……」

「憧れていた、か。では朱咒と私は当時恋こい敵がたきだったのだな。私も彼女に憧れていたから」

「そうなんで……えっ!?」

　聞き流しそうになったが、すぐにその意味に気付いて目も口も大きく開いてしまった。

　まじまじと見つめると、龍宝帝が苦笑する。

「結けつ婚こんを申し込もうと思ったが、当時の四神の一族同士はかなり険悪で、縁えん談だんは望めなかった。泣く泣く諦あきらめたよ。……そうそう、最近青丞が君の姉に興味を持ったと言い出して」

　またまたどきっとして息を吞のんだ。それは姉ではなく、女性の姿に戻もどった自分なのだ。

「青丞には、私のように一族同士の問題で、好きな女性を諦めてほしくないのだ。だから君の姉との縁談を後押しした。青丞は足あし繁しげく白虎家の屋や敷しきに通っているようだし、どうにかうまく縁談をまとめてやりたい」

（そんな事情があったのか！　だから主上は縁談に乗り気だったんだ。これはいよいよまずいぞ。このままだと本当に青丞と里桜姫が結婚させられてしまう）

「でも、姉はかなり自由奔ほん放ぽうな人ですよ。青丞には相応ふさわしくないのでは……」

　何とかうまく断ろうとしたが、龍宝帝はにこやかに微笑んだ。

「そういう所は、桜子姫に似たのだろうね。だったら私も好ましく思うだろう。ぜひ会ってみたい。早く正式な縁談を組みたいものだ。そうなったら、君もぜひ応おう援えんしてくれ。そうそう、もし里桜姫と青丞が結婚するなら、いつが良き日なのか陰おん陽みよう寮りように占うらなわせてみようか」

　このままでは結婚の日取りまで決められてしまいそうだ。白桜は焦あせりに焦った。

（まずいな。話が変な方向にいってる。何とか話題をそらそう……！）

「二人がうまくいくといいですね。……それより、ずっと気になっていたのですが、官吏になる為ための試験とはいったいどんな事をするのですか？」

　まだ準備ができていないからと、試験は行われていない。いたずら好きと言えば聞こえはいいが、何を考えているのかわからない龍宝帝が出す試験はなかなか侮あなどれないはずだ。

「まだ内ない緒しよだ。大人しく待っていなさい。とてもわくわくする試験を受けさせてあげるから」

「……なぜでしょう。にこやかな主上を見ていると嫌いやな予感しかしません」

　呟つぶやきに苦笑した龍宝帝が、ふいにこちらを見み据すえた。

「だが、試験の前にまずは君達が元のよい関係に戻らなければ駄目だぞ。君と鵬玄を一いつ緒しよに見回りさせるよう如月に伝えておいたのに、昨日の夕方の見回りは彼一人で行ったと聞いたぞ。鵬玄との関係はまだ修復できていないのか？」

　どうやら、またもや龍宝帝のおせっかいがあったようだ。

　項うな垂だれた白桜を見て、龍宝帝が厳しい顔つきになる。

「今までの四神の跡取り達は、帝となる為に時には互たがいの暗殺を企くわだてたりもしていた。しかし君達は違ちがう。大学寮の時に見せた、互いに互いを思う気持ちは素す晴ばらしかった」

　龍宝帝の視線には、心を探さぐるかのような鋭するどさがあった。ふいに声が真しん剣けんみを増す。

「実はな、白桜。私はこの国の為にある改革をしようと思っている。その改革には長い時間がかかるだろう。だからぜひとも君達のような若い世代に力を貸してもらいたい。その為にも四神の跡取り達には足並みを揃そろえて官吏になってほしいのだ」

　いつものふざけた様子とは違っていた。白桜は膝ひざに置いた手に汗あせをかくほど緊張する。

「……お聞きしてもいいでしょうか。その改革とは何なのです？」

　不敬かもしれないが、聞かずにはいられなかった。

　背筋を伸のばして表情を引き締しめると、龍宝帝が目を細める。

「凜り々りしい顔をしているな。……実は君には以前からこの話をしたいと思っていた。しかし話を聞いたら、それなりの協力をしてもらう事になる。私は君に期待している。官吏となって、私の改革を手伝ってほしい」

　天子である龍宝帝から、直接手伝ってほしいと言われるのは、とても名めい誉よな事だった。

　貧びん乏ぼう貴族の姫として暮らし、外に出るのもままならなかった頃には考えられなかった事だ。

　田舎にいた頃は、女だからと行動を制限され、閉へい塞そく感かんで息が詰まりそうだった。

　だが今は、都や大学寮でいろんな人と出会って、努力して何かを達成できる喜びを知った。

　その達成感は甘美なものだった。

　改革なんて大それた事に関かかわるなんて、女の身でできるわけがないと心の中の『里桜』が言う。だがもっともっと社会に出て自分にしかできない何かをしたいと叫さけぶ『白桜』もいた。

　龍宝帝の改革とは何かわからないが、心の中の白桜が話を聞きたいと騒さわいでいる。

　その気持ちは、どうやっても抑おさえられなかった。







「……わたしでお役に立てる事があるのなら」

　考えた末、白桜は頭を下げた。龍宝帝が満足げに頷うなずく。

「では白桜。まずは一つ聞きたい事がある。この国をどう思う？」

　突とつ然ぜんの質問に面めん食くらった。戸と惑まどいを隠かくせず見つめると、龍宝帝がゆっくりと微笑んだ。

「いい国か、悪い国か。どうしてそう思うのか。思った事をそのまま話していいぞ」

　優やさしい笑えみに後押しされるように、おずおずと口を開く。

「わたしは……うまく言えませんが、とてもいい国だと思います。もうずっと大きな争いもないし。──ただ田舎に住んでいた時に思ったのですが、貧富の差が激しかったです。孤こ児じ達を養う寺が近くにありましたが、食事させるのがやっとだと、和尚おしよう様が仰おつしやってました」

「なるほど。では、そんな貧富の差が生まれるのはなぜだと思う？」

　こんな事を聞かれるとは思っていなかった。

　白桜は背中に汗をかきながらも、頭を巡めぐらせた。

「こんな事を主上に申し上げるのは失礼かもしれませんが、税のとりたてが厳しいと思います。特にわたしの住んでいた田舎は、地主の貴族達がかなりの権力を持っていて、荘しよう園えんを耕して生活する農民達は苦しい生活を強しいられていました」

「ふむ。君はやはり面おも白しろい視点を持っているな。貴族ではなく、庶しよ民みんに近い感覚でものが言えるとは」

「子供の頃は外で遊ぶ事が多かったので。貴族の友達はほとんどいなくて、庶民の友達と駆かけ回って遊んでいました。だから彼らの事はよく知っているつもりです」

　親が食べる物を我が慢まんして子供に与あたえている光景を何度も見た。そのたびに、どうしてあんなにたくさん働いているのに暮らしが楽にならないのだろうと、子供心に思っていた。

「そうか。ではどうしたら、その友達を救えると思う？」

　突然の質問には言葉が詰つまった。まるで問答をしているようだ。

　正しい答えなんてわからない。だから、思った事を口にした。

「……税を軽くする、事だと思います。そうしたら彼らの生活も潤うるおうと思います。でも……」

　口ごもると、龍宝帝の瞳ひとみにわずかに鋭い光が宿った。

「でも？」

「そう簡単にはいかないと思います。地主の貴族達は、税を軽くしたら取り分が少なくなるから嫌だと思いますし。それにどんなに理り不ふ尽じんな仕打ちを受けても庶民の味方をしてくれる人はいません。役人は貴族の味方ですから。貴族達が横暴な事をしても見て見ぬ振ふりでした」

　子供心にもひどい仕打ちだと胸が痛かった。大きくなるにつれ、外出は控ひかえるようにと父に釘くぎを刺さされてしまって、友達ともなかなか遊べないようになってしまった。

　彼らはいったいどうしているのだろうと、大きくなった今でも時折思い出す。

　龍宝帝がふいに毅き然ぜんとした表情になり、力強く頷いた。

「その通りだ。今の世の中は貴族を中心に回っている。権力と土地を持つ貴族が、庶民達に更さらなる税を課して肥え太る。その貴族達が集めた金にものを言わせて大だい内だい裏りに入り込み、更に権力を持つ。私もそんな状態を何とかしたいと思っている」

　龍宝帝のそんな思いを聞いたのは初めてだ。驚おどろきつつも、口を開かずにはいられなかった。

「恐おそれながら、何とかできるものなのでしょうか？　貴族達から不満が上がると思いますが」

　いくら帝みかどが命令しても、己おのれの財産を脅おびやかされれば貴族達も黙だまっていないだろう。

「そうだろうな。しかしこれは、誰だれかがやらねばならない事だ。急に何もかもを変えるのは無理だろう。だから私はまず、私の理想とする世の中への道しるべを作りたいのだ」

　強い意志を込めた言葉が、胸を打った。熱い思いが心に入ってきて、身体からだまで震ふるえそうだ。

「だが強ごう引いんに事を推おし進めれば、反対する者も強引な手段に出る。それでは政治に混乱を招くだろう。そこで私は考えた。貴族達を好き勝手にさせているのは、貴族の役人達、つまり官かん吏りだ。そこが癒ゆ着ちやくしてしまっては、民衆からの訴うつたえがあっても、聞く者がいなくなる」

　それは理解できた。田舎いなかの役人達と貴族達も手を組んでいて、民衆は逆らえないでいた。

「私の考えはこうだ。まずは私の進める改革の第一弾だんとして、貴族だけでなく優ゆう秀しゆうな庶民からも官吏を選ぼうと思う。その為にも大学寮りようの門戸を広げて庶民でも入学させようと思うのだ」

　驚きに目を見張った。大学寮には、つい最近まで白桜も入学していた。

　官吏を育てる為の最高機関である大学寮だが、入学できるのは貴族の子息だけだ。

「私は貴族社会で一部の者だけが富を独どく占せんする世の中を変えていきたい。それには若く新しい力が必要だ。その力を貴族や庶民という身分に囚とらわれず、育てていきたいのだ」

　話だけを聞けば簡単に聞こえるかもしれないが、どれだけ難しいかはわかっていた。

「本当に、そんな事ができるのでしょうか……。ただでさえ大学寮に入るのは難しいです。貴族の子し弟ていだって入れない人がたくさんいるのに。その上庶民からも入学希望者を募つのれば、貴族達が官吏になる道を狭せばめる事になります。そうしたら、父親達が黙っていないでしょう」

「できるのか、ではなく、やるのだ。何が何でもやってみせる。その気き迫はくが成功を呼び込むのだから」

　力強い言葉には、頼たのもしさがあった。

　彼についていけば、何もかもがうまくいくのではと思わせるほどの。

「君にこの話をしたのは、青丞が君は必ず賛成するだろうと言ったからだ。私もできるだけたくさんの賛同者が欲しい。四神の一族である白びやつ虎こ家が味方をしてくれれば心強い。君から祖父の上総に話を通してくれるとありがたいのだが」

　どうやら祖父への橋はし渡わたしが目的のようだ。それについては異存がなかった。

　とても素晴らしい考えだとは思う。帝の改革がすべて成功するには、膨ぼう大だいな時間と労力が必要だろうが、やってみる価値はあるのだとも思う。だが白桜は頷けないでいた。

（わたしは女の身で、想月に会いたい為ためだけに大内裏まで来た。彼を説得できたら、大内裏には関わらず屋や敷しきに閉じこもって暮らそうと思っている。それが秘密を守る為に一番いい策なんだ。そんなわたしがこんな大事な計画に中ちゆう途と半はん端ぱに関わったりしない方がいい。だけど……）

　計画に携たずさわりたい気持ちが湧わいてくるのを抑えられない。

　それに青丞が、白桜は必ず賛成するだろうと言ってくれたのがとても嬉うれしかった。

　それだけ信しん頼らいし、認めてくれているからだろうと思う。その期待にも応こたえたかった。

　大学寮にいる時、どんなに無む謀ぼうな事でも、頑がん張ばれば壁かべは乗り越こえられるのだと知った。

　もっともっと、いろんな壁に挑ちよう戦せんしていきたいという気持ちは常に心にあった。

　そして白桜には一つ、心に秘ひめた夢がある。

「主上。……その考えには概おおむね賛成です。ですが一つだけ、わたしの考えを聞いてください」

　両手を畳たたみについて頭を下げた。帝に意見するなんて、恐れ多おおいとは重々承知だ。

　でもどうしてもこの願いを伝えたかった。

「確かに若く新しい力を庶民は持っています。ただ、庶民を入学できるようにしたとしても、この国の約半分しか大学寮に入る機会をもらえません」

　目だけを上げると、龍宝帝が眉まゆ根ねを寄せていた。

「どういう意味だ？」

「男性ばかりの官吏でなくてはいけないのでしょうか？」

　緊きん張ちようで身体が強こわばっていたが、目に力を入れて龍宝帝を見つめた。

「女性にも社会に出たいという気持ちを持っている人はいます。たとえば、胡蝶姫ひめのように」

　これは間ま違ちがいなく自分の気持ちなのだが、さすがにそれは口にできなくて、彼女の名前を出した。彼女が言っている事は、まるで白桜の気持ちを代弁してくれているかのようなのだ。

　笑われるか、馬ば鹿かにされるか、怒おこられるか。

　今までも女性にだって向上心もあれば、学びたい気持ちもあると訴えたら、ほとんどの男性達はそんな反応をした。今度もそうなるかと身を硬くしていると、顎あごに手を当てて考え込んでいた龍宝帝が、小さく頷いた。

「……確かにそうだな。胡蝶は勉強家で、昔から大学寮に入ってもっと専門的な勉強がしたいと言っている。能力的にも、男より劣おとっているという事はない。胡蝶なら、賢かしこく正義感が強く、理想の官吏となるだろう」

　こんなに肯こう定ていされたのは初めてだった。白桜は嬉しくなって、満面に笑みを浮うかべる。

「そうなんです！　この国の約半分は女性です。素す晴ばらしい能力を持っている人はもっとたくさんいると思います。ただその機会を与えられていないだけ。女性だって国の為に働きたいと思っている人はいます。どうか、その願いにも耳を傾かたむけて頂きたいのです」

（今の反応はすごくよかった。もしかしたらわたしの夢は現実になるのかもしれない……！）

　頭を下げてじっと返事を待つ。しばらくの沈ちん黙もくが流れてから、龍宝帝が息をつく気配がした。

「いい考えだとは思うが……かなり難しいな」

　声は穏おだやかだが、諭さとすような響ひびきがあった。声こわ色いろだけで、願いが聞き入れられなかったのだとわかった。白桜は肩かたを落とす。期待していただけに落らく胆たんは大きかった。

「やはり無理でしょうか」

「……無理だと言ったら、諦あきらめるのか？」

　はっとして目を見開いた。さきほどの龍宝帝の言葉が頭をかすめる。

〝できるのか、ではなく、やるのだ。何が何でもやってみせる。その気迫が成功を呼び込むのだから〟

（強い意志が、目標へと走る力となるんだ。難しいと言われたぐらいで引き下がっては、夢はいつまで経たっても叶かなわない！）

「いいえ。諦めません！　きっと方法はあるはずです。もちろん時間はかかると思います。庶民を大学寮に入れるようにするだけでも、かなりの難題だと思いますから。すぐに女性もというわけにはいかないでしょう。しかしわたしは希望を捨てたりしません！」

　人は変化に戸と惑まどうものだ。この国で今まで当たり前だった事を変えるなんて、急にはできないだろう。だがどんなに時間はかかってもいいと、白桜は思った。

（たとえ何年、何十年かかっても、女として正々堂々と大学寮に入りたい。もっともっと勉強して官吏になって、偽いつわりのない姿で青丞達と肩を並べて仕事がしたい！）

　熱い思いが心を支配した。男として周りを偽って生きていったとしても、数年後には遠とお縁えんの男子が跡あと取とりに相応ふさわしい年ねん齢れいになる。そうしたら白桜は死んだ事になって、女としての人生に戻もどるのだ。そうなったら、青丞達とは二度と会えなくなる。

　そう思うと、心にぽっかりと穴が空いたような気持ちになった。

　この心の空白は、きっと何をしても埋うめられないだろう。

「少しでも希望がある限り、それに向かって走っていきます。すぐに答えが出るなんて思っていません。ですが主上には、ぜひわたしの望みを心に留めておいて頂きたいのです！」

　姿勢を正して、龍宝帝と目を見合わせる。紺こん碧ぺきの目は怖おじ気づくほど強い光を放っていたが、負けじと見返した。すると、ふいに龍宝帝が口元を緩ゆるめる。

「なるほど。気持ちはわかった。決意の強さもな。……私も胡蝶の頑張りを間近で見てきた。あの子の夢を叶えさせてやりたい気持ちはある。それに女性にも優秀な人はいる。君の母親がそうだった。もし彼女が官吏になっていたら、きっと私の心強い右みぎ腕うでになっていただろう」

　龍宝帝は母にかなりいい印象をもっているようだ。それに加えて姪めいの胡蝶の影えい響きようもあり、女性に対しての考え方が世間一いつ般ぱんの男達とは違ちがっていた。それは、白桜にとって追い風だ。

「女性が大学寮に入るのはさすがに難しいと思ったが、君の話を聞いていたら、希望はあるような気がしてきたから不思議だな。君の意志の強さがそう思わせるのかもしれない。だがやはり、そう簡単にはいかない事ではある。それを成し遂とげるのはかなりの覚かく悟ごがいるだろう」

　身が引き締しまる思いがした。もちろんそれはわかっているが、負けるつもりはなかった。

　その気持ちが伝わったのか、龍宝帝が目を細めた。

「私は君の熱意に打たれた。胡蝶の事もあるし、その希望についてはこれからじっくり考える事にしよう。だが改革の為には、まず身分の低い者でも大学寮に入れるようにするのが先決だ。それを成功させてから、女性の入学についても追い追い考えていこう。それでどうだ？」

「ありがとうございます！」

　嬉しくてたまらなかった。堂々と勉強して、自分の人生を自分で決めたい。それが白桜の夢だ。それに一歩近づけたのだ。満面に笑えみを浮かべると、龍宝帝が不思議そうな顔をした。

「それにしても、ずいぶんと情熱的だな。どうしてそんなに女性の味方をするのだ？」

　突とつ然ぜんの問いに、顔が引きつった。必死になるあまり、感情を出しすぎたかもしれない。

　まさか自分が女だからと言うわけにもいかず、焦あせった白桜の頭にふいに胡蝶の顔が浮かぶ。

「胡蝶姫の頑張りを見ていたら、何とか夢を叶えてほしいなと思うようになったんです」

　動機としては弱いなと思いつつも、それ以外に答えようがなかった。

　龍宝帝がしばらく何か考え込んでいた。そして手元にあった扇せん子すをさっと開く。

「なるほど。──胡蝶とずいぶん仲がいいようだな。なるほどなるほど」

　なぜ何度も頷うなずくのかわからなかった。心なしか、龍宝帝の声が弾はずんでいるような気がする。

　目を瞬またたかせていると、気を取り直したのか龍宝帝が姿勢を正した。

「それでは白桜。もしその希望を実現したいのなら、私の計画に協力するのが一番の早道だと思うが、どうだ？」

（わたしが生きている間に、計画は実を結ばないかもしれない。主上も長期的に計画を進めていかれるつもりみたいだ。だけどもしうまくいったら跡取りとしての役目を終えても……）

　喉のどがごくりと鳴った。

（わたしは〝女〟として、噓うそをつかずに青丞達と一いつ緒しよに働く官かん吏りになれるかもしれない）

　だがその決意には大きな危険が伴ともなう。

　このまま男のふりをして大だい内だい裏りに居続けるという事は、いつ秘密がばれるかと怯おびえ続けるという事だ。だけどその危険をおかしてでもやってみたいと、心の底から本気で思った。

　だから返事は自然と出てきた。

「はい！　わたしにできる精いっぱいの協力をさせて頂きます！」

　それは白桜が、自分で自分の将来を決めた瞬しゆん間かんだった。
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　龍宝帝との話を終え、白桜は宿直とのいしている部屋へと足を向けていた。

「すごいお話を聞いてしまった。でも改革が本当に実現すれば、わたしは〝里桜〟としてみんなと一緒にいられるかもしれないんだ！」

　顔には笑みが浮かび、はやる気持ちを抑おさえられなかった。女性でも大学寮りように入って官吏になるという話は、無む謀ぼうではあったが大きな夢として白桜の心に深く刻まれた。

　その夢に向かって走る気は満々だ。

「よし、まずは試験を受けて正式な官吏にならなくては！　その為ためにも、わたしの秘密を守り通さなくてはならないぞ。悔くやしいけど今の段階で龍宝帝の改革の手伝いをするには、男として官吏になるしかないんだ。噓をつき続けるのは苦しいけど、頑がん張ばろう！」

　新たにできた夢に向けて気合いを入れつつ、宿直の部屋の襖ふすまをがらりと開けた。

「ひっ！」

　悲鳴を上げたのは、襖を開けたすぐ先で、朱咒が桶おけと手ぬぐいを持って立っていたからだ。

　朱咒は満面に笑みを浮かべて両手を拡ひろげた。

「お帰り、白桜。待っていたよ。さあ、風ふ呂ろに行こう！」

「ずっと姿を消してたくせに、第一声がそれですか？　いったいどこにいたんです？」

　宿直の初日に、鵬玄にどこかに連れていかれて以来、朱咒の姿が見えなくなっていた。

　どこにいるのか聞いても鵬玄は教えてくれなくて、密ひそかに心配していたのだ。

「それが鵬玄に兵ひよう部ぶ省しようの牢ろうに入れられてしまってね。朱雀すざく家の朱咒だと言っても、牢ろう番ばんが信じてくれなくて。何とか如月を呼んで出してもらったんだ。まったく、鵬玄の暴走には参ったよ。ずっと牢にいたからまずはさっぱりしようと思うんだ。だから一緒に風呂に行こう」

　にっこり笑う朱咒に顔が引きつった。

「話はわかりましたが、わたしが一緒に行く意味がわかりません。風呂に行きたかったら一人でどうぞ」

「何を言っているんだ。主上が、私達の足並みが揃そろっていないと仰おつしやっているらしいじゃないか。ここは一つ、裸はだかのつきあいを……」

「駄だ目めだーっ」

　廊ろう下かが揺ゆれるほどの怒ど声せいで叫さけんだのは、全速力でこちらに駆かけてきた鵬玄だった。

「また君か。別に白桜にべたべた触さわっていないだろう。一緒に風呂に入ろうと誘さそっただけで」

「風呂だなんて、何て破は廉れん恥ちな……！　いや、そうではなくて、白桜は身体からだに傷があるのだ。見られたくないと何度も言っているだろう」

「だけど、傷ぐらいで私達の信しん頼らいは揺らがないよ。それに白桜はここに来てから、まだ一度もお風呂に入っていないよね」

　うっと言葉に詰つまった。さすがに大内裏で風呂に入る勇気はなかった。こっそり身体を拭ふいたり、盥たらいに水をくんで髪かみを洗ったりして凌しのいでいたが、気付かれたのだろうか。

　しかしここで怯ひるむと、朱咒からの攻こう撃げきが加速すると経験でわかっていた。

「いや、入ってますよ。ちゃんと」

　堂々と言い切ると、朱咒がにやりとした。

「いいや。絶対に入っていないね。湯ゆ殿どのの管理をしている者にこづかいをやって、君が来たら教えてくれと頼たのんでおいたんだ。君が風呂に入っている最中に乱入して驚おどろかせようと思って。だけど一度も来ていないと聞いたよ」

「そんな事までしてたんですか!?」

「だって君と一緒にお風呂に入りたいんだもーん」

　ふざけた口調の朱咒がにやにやしているのを見ると、腹立たしさを超こえて呆あきれてしまった。

「大学寮の時も一緒の部屋にはなれなかったし、お風呂も一緒に入れなかっただろう。今回は絶対に逃にがさないよ。さあ、白桜。どうする？」

　挑ちよう戦せん的な物言いには、さすがに言葉に詰まった。

（朱咒、あなたの魂こん胆たんはわかっているんです。本当はそんなにわたしとお風呂に入りたいと思ってるわけじゃないくせに。ただ単に、わたしがあんまり拒こばむから面おも白しろがってるだけでしょ！）

　わかってはいるが、口には出せなかった。そうやって抗あらがえば抗うほど、彼は喜ぶだけだ。

（困ったぞ。ここまで追い込まれたら、一緒に風呂に入るまできっと納なつ得とくしてもらえないだろう。だけど、それだけは絶対に駄目だ！）

　内心で焦っていると、朱咒の笑みが深くなった。

「白桜、君は傷を気にしているけれど、私の愛情はそんなものでは揺らがないよ。すべてをさらけだして私に見せて……イタッ」

　朱咒が叫んだのは、鵬玄に耳をむんずと摑つかまれたからだ。

「何をするんだ、鵬玄！」

「風呂なら、俺が昼間白桜と一緒に入った」

「「ええっ!?」」

　朱咒と一緒に白桜まで叫んでしまった。鵬玄は不ふ機き嫌げんそうに、朱咒の耳を離はなす。

「傷はかなりひどかった。確かにあれは人に見られたくないだろう。無理を言って困らせるな」

　朱咒が腕うで組ぐみして、眉まゆ根ねを寄せた。

「本当に、ほんとーに一緒に風呂に入ったのか？」

「ああ、俺が噓をつくとでも？」

　鵬玄が無骨で正直者なのは、誰だれもが知っている。

　その鵬玄が言い切るからには、さすがの朱咒も反論できないようだった。

「……そんなはずないんだがな。私の予想が外れるはずがないのに。いや、しかしまだこの目で確かく認にんできていないから、絶対に噓だとも言い切れないな……」

　朱咒が何度も首を傾かしげて不満げな顔をしていた。その呟つぶやきが気になって仕方ない。

　だがそれ以上何か言えば、やぶ蛇へびになるような気がした。

　ようやく静かになった朱咒にほっとして、改めて鵬玄を見上げる。

（鵬玄はきっと、わたしが身体の傷を気にしていて、それで朱咒から逃げ回っているんだと思っているんだよね。彼は優やさしいから、わたしが困っていると思って朱咒を牽けん制せいしてくれたんだ。助かったけど、でもどうして庇かばってくれたんだろう……）

　鵬玄が何を考えているのかよくわからない。

　友ではないと言ったのに、なぜ気にかけてくれるのだろう。危あやうい所を助けてくれた彼を見つめつつ、完全に嫌きらわれたのでなければいいのにと、心の中で願っていた。
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「宿直ご苦労様でした。しばらくは休みになるので、ゆっくりご自宅で休養なさってください」

　紫し宸しん殿でんの門の前に立った白桜は、如月の言葉に心底安あん堵どした。

（よしっ、何とか五日間秘密を守って乗り切ったぞ！……でも）

　隣となりにいる鵬玄を横目で見る。先日朱咒のお風呂攻こう撃げきから守ってくれた彼だが、その後は相変わらずだった。近寄ろうとするだけで慌あわてふためいて逃げるように走っていってしまうのだ。

　嫌われたと思うのは悲しいけれど、彼の態度からするとそれ以外に考えられない。

（しばらく屋や敷しきに戻もどるし、その間に何で嫌われたのかゆっくり考えてみよう。それがわからないと、対処のしようがないし。それに、時間が空けば鵬玄の気持ちも落ち着くかも）

　雲の糸のような望みにすがりつつ、如月に頭を下げて車くるま宿やどりに向かおうとした。

「白桜、少しいいか？」

　鵬玄の事を考えながら歩いていると、青丞に呼び止められた。振ふり向むくと、氷の貴公子と呼ばれるほどあまり感情を表に出さない彼が、珍めずらしく緊きん張ちようした面おも持もちで立っている。

「あとで、白びやつ虎こ家の屋敷に伺うかがう。里桜姫ひめにも文でそう知らせてあるから」

　どきっとして背中に冷や汗あせが流れた。

（里桜姫への文？　まずい。きっと屋敷に届いてるんだ。ずっとここにいたからそんなものが来ていたなんて知らなかった。帰ったらすぐに確認しないと。読んでないなんて事になったら、あやしまれる！）

「は、はい。わかりました」

　頷うなずいたあと、しばし沈ちん黙もくが流れた。話が終わったのかと思ったが、彼は立ち去ろうとしない。

　白桜は思わず首を傾げる。常に冷静沈ちん着ちやくな青丞の様子が変だった。

　いつもまっすぐに相手を見るはずの紺こん碧ぺきの瞳ひとみは、今はやや伏ふせ気味だ。

　しかも手にした扇せん子すを開いたり閉じたりしていて、落ち着きがないように感じた。

（どうしたんだろう。何か言いあぐねている感じがする）

「何か用事でも？」

　問いかけてみたが、青丞はこちらに目を向けて、わずかに微笑ほほえんだ。

「いや、やはりお前に話すのはあとにしよう。ではまた」

　背を向けた彼に眉根を寄せた。何でもはっきり言う彼にしては、今の態度はおかしかった。

「何か思い詰めた感じさえしたけど気のせいかな。……まあ、あとで里桜姫に会いに来るなら、その時聞けばいいか」

　帰ったらのんびりしたかったのだが、そうもいかないようだ。

「青丞が先に白虎家の屋敷に来たらまずいな。急いで戻って着き替がえなくては！」

　白桜は慌てて車宿りに向かって駆け出した。







　車宿りが見えてきて、白桜は足を緩ゆるめた。

　走ったせいで息が切れていたので、立ち止まって整えていると、ふいに背後から声がした。

「白桜様。お待ちになって」

　品のある紫むらさきの小こ袖そでに、薄うすい紅を塗ぬった胡蝶が足早に来るのを見て、頰ほおを緩める。

「胡蝶姫ひめ、どうされました？」

「もうお帰りになると聞いたから。部屋に寄ってくださればよかったのに」

　彼女の笑えみは、同じ女性なのにどきっとするほど艶つややかだ。

　胡蝶は都に来てから初めてできた、女友達だった。

　宿直とのいで大だい内だい裏りにいる間、何度もお茶に誘ってもらい、楽しいお喋しやべりをする仲になっていた。

（胡蝶姫と一いつ緒しよにいるのはすごく楽だ。年もそう離れてないし、話していてもさばさばしていて気持ちいいし。何より男らしくしなくてはって気を張らなくていいし）

「白桜様、もう少ししたら桜が咲さくでしょう。今度一緒にお花見はいかが？　大内裏にすごく桜が綺き麗れいな場所があるの」

「いいですね。お弁当持っていきましょう。楽しそうだな！」

　都に来てからは、なかなかそういう事を一緒に楽しむ友達がいなかった。

　だから遊びの誘いは嬉うれしくてたまらない。

「よかった。喜んでくれて。……実は主上からお聞きしたのですが、あなたは大学寮りように身分の低い者だけではなく、将来的には女性も入れるようにしてほしいと進言したのでしょう？」

「ああ、その事ですね。だって、女性だって学びたい気持ちはあるはずです。だったら、その機会を設けた方がいいと思いまして」

　胡蝶はきっと、都の中で誰よりもこの提案に賛同してくれる人だろう。

　案の定彼女は心底嬉しそうに頷いた。

「素す晴ばらしいわ。この国の殿との方がたは、女性は御み簾すの中でじっと大人しくしていればいいという人ばかり。結けつ婚こんして子供を産むのだけが女性の仕事だと思ってる。わたくしは、女性も社会に出て仕事ができるんだと証明してみせたいの」

「いいと思います！　男社会の貴族達にはわからないかもしれないけど、絶対に女性にだって男性にも負けないくらい、いろんな事ができるんですから」

　拳こぶしを握にぎり締しめて力説すると、胡蝶が目を細めた。

「あなたは初めての理解者だわ。ありがとう」

　上品に微笑ほほえむ彼女は、まるで牡ぼ丹たんの花のように美しかった。

　大きな黒い瞳は吸い込まれそうに魅み力りよく的だ。胡蝶が一歩、白桜に近づいた。

「わたくしの周りにいる殿方に、白桜様の今の言葉を聞かせてあげたいわ。女性が勉強したり仕事をしたいなんて言ったら眉まゆをひそめるか馬ば鹿かにする人ばかりだもの。早く結婚しなさいと言われるけど、そんな殿方達の妻になるのは絶対に嫌いやなのです」

　貴族の姫は十代の内に結婚するのが常識だ。

　胡蝶は二十歳はたちだと言っていたから、きっと今まで何十回と縁えん談だんを勧すすめられてきただろう。

　それをみんな断って自分の夢を追い続ける彼女は、尊敬に値あたいする。

「あなたのその素晴らしい生き方を支持してくれる人は必ずいます。……女性でも好きな人に自分から告白できるような世の中になるといいですね。そうすれば、あなたの意志を尊重してくれる人に、あなた自身が求きゆう婚こんすればいいのです」

　それは白桜にとっても密ひそかな願いであった。

　女としての自分は、結婚するなら互たがいを高め合えるような人が理想だと思っている。

（お金や地位じゃなくて、相手の人間性を好きになりたい。できるなら、心から尊敬できる人と結婚したい）

　やはり同じ考えなのだろう。胡蝶が大輪の花のような笑顔を見せた。

「嬉しいわ。わたくしの気持ちをこんなにわかってくださる方がいたなんて」

　同じ女同士ですから、とは言えなくて、曖あい昧まいに笑みを浮うかべた。

　こんなに気の合う女性は初めてだ。

　仲良くなれてよかったと思っていると、ふいに胡蝶が俯うつむいた。そしていつもの彼女らしくなく、何か言いよどむ様子を見せる。その様子に違い和わ感かんを覚えて、首を傾げた。

「どうかしたのですか？」

「わたくし……実はお慕したいしている殿方がいるのです」

「そうなんですか！　胡蝶姫に好かれるなんて、幸せな男性ですね！」

　男の恰かつ好こうはしていても、心は女だ。女の子同士でする恋こいの話には目がなかった。

「どんな方なんですか。よかったら教えてほしいな」

　うきうきと声を上げると、胡蝶が大きく深呼吸した。

「それは……」

「うんうん、それは？」

　自分の知っている男性だろうか。それともまったく知らない男性だろうか。

　胡蝶は大切な友達だ。恋の相談だってしてくれたら嬉しいし、相手がどんな男かしっかり見み極きわめて、彼女を幸せにしてくれる人物だったら全力で応おう援えんするつもりだ。

　胡蝶がじっと白桜の目を見つめた。

「それは……あなたです」

「はい？」

　うきうきしすぎて耳がおかしくなったらしい。何かの間ま違ちがいだろうと耳を触さわってみる。

「ですから、あなたをお慕い申し上げているのです、白桜様」

　いつも毅き然ぜんとしている胡蝶が、恥はずかしそうに俯く姿に目が点になる。

「わたし……？」

　信じられなくて、自分で自分を指さした。胡蝶が大きく頷く。

「ええ。嫌な殿方から救ってくださった時に、何て素す敵てきな方だろうと思いましたの。今考えれば、あれは一ひと目め惚ぼれだったのだわ。でもわたくしの目に狂くるいはなかった。だって、あなたはわたくしの夢を応援してくださる理想の殿方だもの」

（いや、殿方じゃないです！　これでも女なんですっ。誤解なんですーっ）

　心の叫さけびは口に出すわけにはいかない。

　だが口に出さないで胡蝶の告白を断る術すべを思いつかなかった。

「わたくし、決めましたわ」

　艶やかに微笑む胡蝶は、さきほどまでとは打って変わって自信たっぷりの表情だ。

　その姿は美しすぎてめまいがしそうだった。

「何をですか？」

　おそるおそる聞き返すと、胡蝶の笑みが深くなる。

「白桜様、わたくしの夫になってください」

　その意味に気付くのに、少々時間がかかった。

「夫!?　そ、そんなの無理ですっ」

　ぶんぶんと首を振ふる。胡蝶は大好きだけれど、夫になんてなれるわけがない。

　だって自分は正しよう真しん正しよう銘めい、女なのだ。女同士で結婚なんて無理に決まっている。

「なぜ無理なの？　理由を簡潔に述べて」

「えっ!?　それはえっと。まだ早いというか。そ、それに、胡蝶姫はわたしなんかよりもっと立派な殿方が夫になった方が……」

「わたくしの理想の男性は、女性の社会進出を認めてくれる方です。あなたはぴったりだわ。主上は青せい龍りゆう家と白びやつ虎こ家の縁えんを望んでいらっしゃるらしいの。だからきっと、わたくし達の結婚にも反対はなさらない。さあ、白桜様。結婚の儀ぎはいつにします？」

　意志の強さを遺い憾かんなく発揮して、胡蝶がぐいぐいと詰つめ寄ってくる。だがここで負けてはならない。このまま押し切られて結婚なんて事になったら、お互いが不幸になる。

「早いですっ。いくらなんでも、まだ結婚の儀の話は！　えっと、すみません。今日はどうしても大事な用事があるので、これで！」

「あ、待って。白桜様！」

　呼び止められたが振り向むかなかった。

　白桜は全速力でその場を離はなれて、牛ぎつ車しやへと乗りこんだのだった。
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「どうしよう。もしかして、草薙様が予言した『恋の嵐あらし』ってこの事か？」

　白虎家の屋や敷しきに戻もどった白桜は、自分の部屋で文ふ机づくえに突つっ伏ぷしていた。

「まさか、胡蝶姫ひめに結婚を申し込まれるなんて……。どうやって断ったらいいんだ」

「白桜様、よろしいですか？」

　悩なやんでいると、女によう房ぼうの橘が襖ふすまを開けた。

「今、すごく疲つかれているんだ。用事だったらあとに……」

「青丞様が里桜姫ひめに会いにいらっしゃいました。いつもの部屋にお通ししています。お急ぎになった方が」

　どんっと肩かたに何か重いものが乗った気がした。

　胡蝶への対処法を考えるだけでも手て一いつ杯ぱいなのに、青丞の相手までするのはかなり疲れる。

　それでも重い身体からだでどうにか立ち上がった。

「そういえば、あとで来るって言ってたものな。でも今日は勘かん弁べんしてほしいよ……」

　泣き言を言いつつも、橘に手伝ってもらって裳も唐から衣ぎぬに着き替がえた。

　居留守なんて使えない。なぜなら貴族の姫は、そう簡単に外出なんてしないのだ。

　かつらを被かぶって、いつもの部屋に裏口から入り、御簾の中に腰こしを下ろす。

　御簾越ごしに微笑ほほえんでいるのは、この都に住む姫の誰だれもが憧あこがれているという青丞だった。

　しかしふと、いつもの青丞と違ちがうと気付いた。彼はなぜか正装である青い束帯に身を包んでいる。とてもよく似合っているが、いつもは気軽な狩かり衣ぎぬ姿なのに、どうして今日は正装しているのかが気になった。

「久しぶりだな。会いたくてたまらなかった。宿直とのいを急に命じられて帰れなかったのだ」

（そのまま一生宿直してくれればよかったのに……）

「お仕事大変ですね」

　本音は口にできなくて、当たり障さわりのない事を話した。

　今日は気持ちに余よ裕ゆうがないから、本当に早く帰ってほしかった。

　どうやったら出て行ってくれるかと、頭の中はそればかりだ。

「ああ。だがようやく、見習いだが官かん吏りとして大だい内だい裏りに上がれた。本当は正式な官吏になってからと思っていたのだが……あの文は読んで頂けたか？」

　思わず全身が凍こおり付いた。

（しまったーっ。胡蝶姫の事で頭がいっぱいになってて、青丞が送ったって文をまだ読んでないよ。でも読んでないなんて言えない。屋敷からほとんど出ない貴族の姫が、送られてきた文を読んでないなんておかしいし！）

　しかし内容がわからないので、下手へたに返事をするのも危険だ。

「えっと、文ですね。はぁ……」

　曖あい昧まいに答えて、青丞の様子をじっと観察した。

　大内裏で話した時と同じように、手にした扇せん子すを開いたり閉じたりしている。何があっても冷静に対処する彼にしては、ずいぶんと落ち着かない様子だ。それがどうにも気になった。

「よかった。それなのに会ってくれたという事は、期待していいのだな。……突とつ然ぜんの事で驚おどろいたかもしれない。しかし、俺は本気だ」

　期待とか突然の事とか、いったい何の話だろうと眉まゆ根ねを寄せた。

「そうですね……」

　これ以外に答えようがない。青丞が紺こん碧ぺきの瞳ひとみをまっすぐこちらに向けた。

「あなたに苦労はかけない。あなたは好きなようにしていてかまわない。ただ、俺のそばにいてくれれば、それだけで満足だ」

　頭の中は疑ぎ問もん符ふだらけだ。いったい彼は何を文にしたためたのだろう。

（宿直の時に書いていたあの文だよね。多分、しばらく大内裏に寝ね泊とまりするから、会いに来られないとか何とか書いてあったんじゃないかな？）

　それが妥だ当とうな所だと思うのだが、彼の思い詰めたような顔つきが気になった。

「宿直している間、あなたに会えなくて一日千秋の思いだった。あなたの顔を見られないのがこんなに辛つらいとは思わなかった。……どうやら俺は、恋に関してはまだまだ未熟なようだ。恋する人と少し会えないくらいで、こんなにおかしくなってしまうとは」

　自じ嘲ちようする青丞に目を見張った。

（青丞、その愛情の一万分の一でもいいから、白桜にも向けてくれっ！）

　仕事に厳しい彼には、宿直中もいろいろと鍛きたえられていた。言われた事ができなかったり少しでも手間取ったりすれば、紺碧の瞳で凍り付くような視線を向けられる。

　震ふるえ上がって謝る事が何十回あっただろう。

　白桜と里桜は別人で、彼の前では気持ちも分けないといけないとわかってはいるけれど、なかなかうまくいかない。

　彼は、恋こいする里桜姫の前では『氷の貴公子青丞』ではなく、『炎ほのおの情熱家青丞』になるのだ。

　その態度の違いに驚く事は、しばしばあった。

「……てくれ」

　文に何が書いてあるのだろうと一いつ生しよう懸けん命めいに考えすぎて、青丞の言葉を聞き逃のがした。

「はい？」

　聞き返して顔を向けると、彼の眼まな差ざしに情熱の炎が宿っていた。

　あの目は知っている。

　以前どうしても顔を見たいと言われて、御み簾すを越こえてきた彼はあんな目をしていた。

「見習いだが、官吏として大内裏に上がった。近い内に必ず正式な官吏になってみせる。だから、俺と結けつ婚こんしてくれ、そう言ったのだ」

「えぇぇぇぇぇぇぇーっ！」

　息が続く限りの叫さけび声を上げた。しかし青丞は眉まゆ一つ動かさない。

「何を驚いているのだ。文に結婚してほしいと書いてあっただろう？　それを読んであなたが会ってくれたという事は、了りよう承しようしたという事だ。会えない間、ずっとあなたが恋しかった。一いつ時ときも離れたくないのだ。だから結婚してくれ」

　目は真しん剣けんそのもので、とても冗じよう談だんを言っているようには聞こえない。

（そんな大事な事が文に書いてあったのか！　まずい、まずいぞ。求きゆう婚こんの文を読んでから相手に会うって事は、要するに〝好きにして〟って言ってるのと同じだ！）

　焦あせりまくって冷や汗あせがだらだら流れた。先日は暗かったから、御簾の中に入って来られても誤ご魔ま化かせたが、今はまだ夕暮れ時で部屋も明るい。

　もしまた彼が御簾を越えてくるような事があったら、今度こそ逃にげられなかった。

「ど、どうしてわたしと？　あなたなら、もっと相応ふさわしい女性が」

　男女は逆だが、昼間同じような事を言った気がした。

　青龍家の人間にどうしてこんなに好かれるのだろうかと、運命を呪のろいたくなる。

「あなたがいいのだ。あなた以外の女性を妻にするなんて考えられない。……里桜姫。あなたの心を手に入れるまで顔は見ないと誓ちかった。だから手を出してくれ」

　断りたかったが、逆らって御簾を引きちぎられでもしたら大変だ。

　青丞の真剣な声に押されるように、御簾を少しだけ上げて、右手を差し出した。

　すると青丞がその手を取って、そっと口付ける。

「あっ……！」

　柔やわらかな唇くちびるの感かん触しよくに、身体が震えた。青丞が顔を上げて薄うすく笑う。
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「結婚が嫌いやなら、嫌な理由をはっきり言ってくれ」

（うわっ、これも昼間に同じような事を聞かれた気がするぞ。どうして青丞も胡蝶姫もこんなに強ごう引いんなんだ！　そういえば、主上もけっこう強引な方だ。そういう血筋なのか？）

「それは……」

　口ごもると、強い力で右手を握にぎられた。

「すぐに答えられないなら、大した理由はないのだ。あなたの心を手に入れてから結婚をと考えていたが、会えない間、本当に辛かった。結婚すれば、必ずあなたは俺を好きになる。絶対に幸せにしてみせる。だから──さっそく婚こん礼れいの日取りを決めよう」

　あまりの強引さに、開いた口が塞ふさがらなかった。

「ま、ま、待って。考えさせてください！」

「何を考えることがある？　俺はもう待てない。……それにあなたは求婚の文を読んで、俺に会ってくれた。それは了承した事と同じ。だったら、このままこの御簾を引きちぎって強引にあなたを手に入れても、誰にも文句は言われないはずだ……！」

　声も瞳も熱くて。火傷やけどしそうに熱くて。見つめられると吸い込まれそうになるほどだ。

　こちらの顔まで赤くなって火ほ照てってしまったが、ここで負けるわけにはいかない。

　もし御簾の中に入ってこられたら、紅の瞳に気付かれる。そうなったら、秘密を知られてしまうだろう。

　それだけは絶対に避さけなければ！

「じ、実は文は読んでいないのです。不注意で紛ふん失しつしてしまって。せっかく心を込めて書いて頂いたのにと思うと、言い出せなくて……」

　青丞との縁えん談だんは帝みかどが間に入っているので、むげには断れない。

　当たり障りなく、しかし確実に断るという高度な技術が必要だった。

「……そうか。それは残念だ」

　声が消しよう沈ちんしていた。申し訳なく思いつつも、ここで負けたらすべてが終わるという気持ちに急せき立てられて口を開く。

「ですから、結婚とかそういうのは……」

「では、今考えて返事をくれ」

　あまりの強引さに顔を引きつらせつつ、とりあえずこの場を何とかしなければと焦った。

（ここで無理に断るのは危険だ。もし怒おこらせたりしたら、また押し倒たおされるかもしれない。まずは時間を稼かせごう。……そうだ！）

「あの、まずはお互たがいを知るお見合いをするというのはいかがでしょう」

　陽真乙国の貴族の姫ひめが結婚する方法として主流なのは、通い婚だ。

　通い婚とは、親が決めた夫となる男性が、女性の家に三日続けて通って夫婦の契ちぎりを交かわすというものだ。

　そしてまれではあるが、通い婚をする前の段階として、親が決めた相手と対面してじっくり話をする〝お見合い〟というものもあった。

　まったく知らない男性が、いきなり夫だといって通ってくるのでは娘むすめが不ふ憫びんだという優やさしい親だと、このお見合いでまずは二人の顔合わせをさせるのだ。

　青丞とはもう何度も会っているからお見合いなんて今いま更さらだというのは、重々承知だ。

　しかしとにかくこの場を何とか凌しのいで、うまく断る為ための計画を練る時間が欲しかった。

「お見合い……か？」

　青丞がやや首を捻ひねっている。それもそうだろう。

　今更正式にお見合いをして、何を話すのか疑問に思っているに違ちがいない。

　それでも、ここは何とか押し切らねばならなかった。

「ええ。だって、わたしは女性が男性を選ぶ結婚があってもいいと思うのです。青丞様はわたしを選んでくださいましたが、わたしはまだあなたと結婚すると決められるほど、あなたを知りません。ですから、あなたをよく知る為にもゆっくりお見合いの機会を設けた方が」

　こんな事を言う女性は、はしたないと思われるはずだった。

　そのまま呆あきれて諦あきらめてくれないかと期待したが、青丞は大きく頷うなずく。

「それもそうだな。どうやら性急に事を進めすぎたようだ。じっくりお見合いをして、お互いの事を知るのもいいだろう」

　納なつ得とくしてくれたのはいいが、諦めてはくれないようだ。白桜はがっくり項うな垂だれた。

「では、お見合いの日取りは三日後でどうだ？　俺もしばらく大だい内だい裏りに詰つめていたからすませなければならない用事が重なっていて。その日の午後なら、都合がいい」

（三日後か。あんまり時間はないけど、とりあえず猶ゆう予よができた。一度落ち着いて青丞への対策を練ろう。おじいさまにも相談して）

「ええ。わかりました」

　渋しぶ々しぶ返事をすると、青丞が満足げに頷いて立ち上がる。

「あなたと正式なお見合いか。楽しみだ。……お見合いが終わったら、いよいよあなたと一いつ緒しよになれるな。その時はじっくり顔を見せて頂こう。三日の夜の餅もちを食べながら。では、失礼」

　三日の夜の餅とは、夫婦の契りを交わして三日目の夜に結婚を祝って食べる餅の事だ。

（今のって、何事もなくお見合いが終わったら、次はもう結婚だって宣言されたんだよね。……まずいよ。何がまずいって秘密がばれるのも困るけど、青丞と夫婦になって契りを交わすなんてとんでもない！　それって貞てい操そうの危機ってやつじゃ……！）

　絶対にお見合いを失敗させなければと焦っている間に、青丞は男らしい笑えみを残して部屋を立ち去った。

　いつもの何倍もの強引さを見せた青丞だが、相変わらず引き際ぎわは見事だ。

　彼の姿が見えなくなってからしばらくして、金かな縛しばりにあったかのように身体からだを強こわばらせていた白桜は、床ゆかに突つっ伏ぷした。

「男としては胡こ蝶ちよう姫ひめに求婚され、女としては青丞に求婚されて。しかも二人とも強引で、断ってもそう簡単に引いてくれない。いったいどうすればいいんだ。……二人の求婚は何があっても受けられない。だって秘密がばれてしまう！」

　夢を叶かなえる為に、帝の改革の手伝いをすると決めた。

　その為に、男として官かん吏りとなって大内裏に仕官しようと決意もした。

　だが、白桜の『秘密』がばれてしまったら、何もかもが台無しだ。

「官吏として、新たな夢に向かって進む為にも、絶対にどちらの求婚も断らなくては……！」

　白桜は拳こぶしを握り締しめて、決意した。

　男としての白桜にとっても女としての里桜にとっても、かつて経験した事のない恋れん愛あいの危機が訪おとずれようとしていた。
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　裳も唐から衣ぎぬを脱ぬいでかつらをとり、身軽な恰かつ好こうに戻もどった白桜は、自室で腕うで組ぐみをして考え込んでいた。

「青丞とのお見合いは三日後か。何とか嫌きらわれて、破談になるよう持っていかないと」

　しかし今までも青丞の方から断ってもらおうと、じゃじゃ馬っぷりを見せつけたのに、ことごとく失敗に終わっている。

　どうすれば嫌ってくれるかと頭を悩なやませていると、ドタドタと廊ろう下かを走る音がした。

　がらりと開いた襖ふすまに目を向けると、上総が真っ青な顔で立っている。

「恐おそれていた事が、ついに起こってしまった……！」

　おそらく青丞とのお見合いが耳に入ったのだろう。白桜は上総に向き直った。

「そうなんです、おじいさま。青丞とのお見合いで困っていて……」

「なに!?　青丞殿どのとのお見合いだと！　それはいったい、どういう事だ？」

「え？　その話をしに来られたのではないのですか？」

　では何をそんなに慌あわてているのだろうと思いつつ、まずは上総に青丞に求きゆう婚こんされたいきさつを話す。すると、上総の青かった顔が血の気を失って真っ白になった。

「……では、青丞殿との見合いは、三日後の午後からだというのか」

「ええ、その日以外は、都合が悪いと言ってました。ですが三日は猶予があるので、何とか彼の求婚を断る方法を考えようと思います。おじいさまも手伝って……ん？　唇がわなわな震ふるえてますよ。顔も鬼おにみたいに怖こわくなってますけど。いったいどうなさったのです？」

　そういえば、祖父が血相を変えて部屋に来た理由は青丞の事ではなかったようだ。

　上総が目を剝むいた状態で、じっと白桜を見み据すえた。

「ものすごくまずい事になった。白桜を名乗るお前にとって、人生最大の危機じゃ！」

　声がおどろおどろしくて、思わず顔が引きつった。

「な、何なんですか？　おじいさま……」

「お見合いじゃ」

「だから青丞とのお見合いはします。それで何とか断れないか考えて……」

「違うのじゃ！」

　迫はく力りよくある声に、目を丸くした。

「何が違うのですか？」

「今日主上に呼ばれて、大内裏へ参った。呼ばれた理由は、白桜の見合いじゃ」

「だから、青丞とのお見合いは……ん？　『白桜』のお見合い？……ま、まさか！」

　はっとして息を吞のんだ。そういえば今日の昼間、大内裏でも求婚されたのだ。

「そのまさかじゃ！　主上から胡蝶姫と白桜の縁談を持ちかけられた。結けつ婚こんを嫌いやがっていた胡蝶姫から、好きな人ができてそれがお前だと相談されたそうじゃ。主上は胡蝶姫と白桜の結婚なら大賛成だと大喜びされているのじゃ」

「えぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。口をぱくぱくさせて何度も目を瞬またたかせる。

　青丞の求婚も困るが、胡蝶の求婚も困る。だって自分は女なのだ。

　女と結婚なんて絶対に無理に決まっている。

「胡蝶姫は、とても発展的な考えを持つ方だ。だからいきなり通い婚というのはいかがなものかと主上は仰おつしやっている。だからまずは胡蝶と白桜をお見合いさせようと言われて……」

　断り切れずに帰ってきたのだろうというのは、白桜にもわかった。

　主上からの直接の縁えん談だんを断る事なんて、祖父にはできない。

　もしそんな事をしたら、左大臣としての地位も危なくなる。祖父には、大事な姉の病気に効く異国の薬を手に入れられる地位にいてもらわねばならない。

　龍宝帝が絡からんでいる以上、お見合いは受けなければならないだろう。

　その上龍宝帝が直接申し込んできた以上、こちらから断るのはできれば避さけたい。

　それを受けた上総の顔を潰つぶしてしまう事になる。

　お見合いは受けつつ、向こうから嫌いになってもらって、断ってもらうしかなかった。

　しかしそれが難題だ。

「まいったな……。今度はもうあとがない。絶対にお見合いでは嫌われないと。でも今までも青丞に嫌われようとしたけど、うまくいかなかったんだよな。しかも胡蝶姫にも嫌われないといけないし。彼女も強ごう引いんだから、こちらの思い通りにいくかどうかはかなり疑問だ」

　だがやるしかなかった。白桜の肩かたに白びやつ虎この一族の未来がかかっているのだ。

　何より、白桜は男として官吏となり龍宝帝の改革の手伝いをしたいという夢に向かって走り出そうとしていた。走り出す以上、途と中ちゆうで止まる気はない。

　絶体絶命の状じよう況きようではあったが、根こん性じようだけは人一倍ある白桜は気を取り直した。

「おじいさま、わたしが何とかします。お見合いで嫌われるように持っていきますから」

　力強く訴うつたえたが、上総の顔色は真っ白なままだった。

「いや、違ちがうのじゃ。問題は嫌われるとかそういう事ではないのじゃ……」

　ぼそりと呟つぶやいた祖父に、首を傾かしげた。

「どういう意味ですか？」

「実は主上が、胡蝶姫とのお見合いも、三日後の午後から行うと……」

　それがどういう事なのか、白桜は一いつ瞬しゆんで悟さとった。

「それって、青丞のお見合いと思いっきりかぶるって事ですか!?　そんなの絶対に無理です。根性とか努力とかでどうにかできる問題ではないですよ。だってわたしは一人しかいないんです。同じ時刻に同時に違う相手とお見合いなんてできるわけない！」

　祖父が言った白桜としての人生最大の危機の意味がようやくわかった。

　同時に都一の陰おん陽みよう師じである草薙の恋こい占うらないを思い出す。

　いろんな人達が入り乱れての、恋こいの嵐あらしが吹ふき荒あれる予感がした。
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　それは想月が、白虎家に潜もぐり込む為ために、その直系が住む田舎いなかの屋や敷しきに奉ほう公こう人として入り込んだ時のできごとだった。

「想月！　見て見て。池に氷が張ってる」

　寒い冬の日だった。屋敷にある小さな池は凍こおっていて、寒風のせいか里桜の頰ほおは赤くなっていた。去年、母親が亡なくなって以来塞ふさぎ込んでいた里桜だが、ようやく笑え顔がおが見られるようになった事に、想月はほっとしていた。

「あまり近づいてはいけませんよ。落ちたら冷たさのあまり、死んでしまうかもしれません」

「平気よ。ちゃんと気をつけるから。それより、氷ってどうしてできるのかな。不思議！」

　里桜は好こう奇き心しん旺おう盛せいで元気も度胸もいい。父親がこれでは嫁よめのもらい手もない、男に生まれてきたら良かったのにと嘆なげくほどだ。だが想月は里桜がはしゃぐ様子は好ましいと思っていた。

　しかしその反面、そう思う自分に戸と惑まどってもいた。

　想月の祖父はもともと、青せい龍りゆう家の一族だった。だが跡あと取とり不足から都を追われ、悲ひ惨さんな生活を送らざるをえなくなった。祖父は名門貴族として過ごした日々が忘れられず、想月が物心つく前から、四神と帝みかどへの恨うらみ辛つらみを聞かせて育てた。

　想月が忌いみ神一族の一人として行動を開始したのも、祖父の影えい響きようだった。

　祖父の恨み辛みの言葉は、呪のろいのように想月の身体からだを支配している。その呪いに逆らう事なく、四神と帝に天てん罰ばつを与あたえるのが使命だと、ずっと思って生きてきた。

　それなのに今は、里桜が元気になってほっとしている〝自分〟や、彼女が楽しそうにしている様子を見て好ましいと思う〝自分〟がいる。そんな状態に戸惑いを覚えていた。

　彼女は憎にくき四神の一族の一人だ。敵である彼女にどうしてそんな思いを抱いだいてしまうのか。

　だが今まで、恨みや復ふく讐しゆうといった負の感情に支配されて生きてきた想月にとって、静かで穏おだやかな田舎の屋敷で、明るい少女と暮らす毎日は新しん鮮せんなものだった。

　止めるのも聞かずに、池に駆かけ寄る里桜にため息をつく。

「落ちても知りませんからね」

　冷たい事を言うのは、これ以上彼女に感情移入しない為だ。

　彼女に対する感情は危険だ。少し距きよ離りを置いた方がいいと、冷静な自分が囁ささやく。

「平気だってば……うわっ」

　池の際きわで彼女が何かに躓つまずいた。そのまま勢いよく前のめりになる。

　パキッと背筋が凍る音がして、彼女が割れた氷の下にある冷たい水の中に落ちていく。

　とたんに冷静な自分はどこかに吹き飛んだ。

　身体が勝手に動いて、気がついたら心臓さえ凍り付くような冷たい水に飛びこんでいた。
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　想月は古びた寺の庭先にある置き石に腰こし掛かけていた。

　冬の風は冷たくて、身が引き締しまるようだ。

　氷に覆おおわれた池を見つめて、わずかに口角を上げた。

「あの時の事を思い出しますね……」

　右みぎ腕うでをそっと撫なでる。そこには人差し指の長さほどの傷があった。

「どうかしたのか、想月」

　声をかけたのは碧へき嵐らんだ。大学寮りように通う学生で、龍宝帝の子息でもある。

　しかし彼は、父である龍宝帝と兄である青丞を憎み、想月の企たくらみに手を貸していた。

「いえ、昔の事を思い出していただけです。冷たい池に落ちた少女がいまして。それを助けようとして、怪け我がをしてしまって」

　飛びこんだ拍ひよう子しに、池の底に刺ささっていた木の枝で、右腕を負傷した。

　助け出した里桜は怪我一つなくて、ほっとしたのを覚えている。

　しかし里桜は自分のせいで想月が怪我をしたのだと、泣きじゃくって謝った。

　だが怒おこってなんかいなかった。傷なんてどうでもいい。

　傷の痛みよりも彼女が泣いているのを見るのが辛かった。

　そんな自分に、また戸惑ったのを覚えている。

「お前が冷たい池に落ちた少女を救った？　噓うそだろう。お前は目の前で人が死のうとしていても、自分の得にならないのなら放っておける男だ」

　反論はできない。まったくその通りだからだ。

　あの時も、白虎家の子供は二人いたのだから、里桜が死んだってかまわなかったはずだ。

　下手へたをすれば自分も命を失うような冷たい水に入って、彼女を助けるのは割にあわない。

　しかし、あの時はそんな理り屈くつは一いつ切さい思い浮うかばなかった。

　身体が勝手に反応して、気付いたら彼女を助けていたのだ。

　慈いつくしんで、大切に育てて、そして自分とは正反対にまっすぐに育った少女。

　そんな里桜の成長ぶりを見るのは、何よりも楽しみだった。

「……お話し中、失礼」

　そこへふいに声をかけたのは、碧嵐の背後にいた〝男〟だ。

　彼は情報収集の為、碧嵐が大だい内だい裏りに放った男だった。

　かなりの地位にある男は、いろんな情報をもたらしてくれる価値ある存在だ。

「大内裏で何か変わった動きでも？」

　無表情だが、男がこちらに向ける視線は訝いぶかしそうだった。彼はある事情があって碧嵐に忠誠を誓ちかっている。とても主人思いの、たとえるなら犬のような男だ。

　犬は主人には忠誠を誓うが、その特とく殊しゆな嗅きゆう覚かくは油断ならない。

　主人の為にならない敵をかぎ分けては、敵意を向けるのだ。

　しかし忠犬であればあるほど、主人の指示がなければ、決して牙きばを剝むかない。

「……主上が改革を進めるにあたって、準備を始めているようです。まずは庶しよ民みんであっても、能力があれば大学寮に入れるようにするそうで」

　淡たん々たんと仕入れてきた情報を口にする忠犬に、想月はうっすら笑みを浮かべた。

「……なるほど。それはいい。反対する貴族が多く出るでしょう。誰だれでも自分の息子むすこは可愛かわいいものです。官かん吏りになる為の登とう竜りゆう門もんである大学寮に、庶民の入学が許されたら、自分達の息子が入れる確率が減ってしまう」

　そこをついて、馬ば鹿かな息子を大学寮に入れたがっている貴族達を引き入れるのは可能かもしれない。息子可愛さに目が眩くらむ父親は、それなりにいるはずだ。

「碧嵐。宮中で嵐を起こすいい機会を狙ねらっていましたが、そろそろそれが訪おとずれそうです。あなたも準備を怠おこたらないよう」

「もちろんだ。あの方とも連れん絡らくを密に取っている。任せておけ」

　碧嵐は想月が忌み神一族だとは知らない。何となく感じ取ってはいるのかもしれないが、青丞達に対する憎しみの方が強いらしく、わざわざ問いただしたりもしなかった。

　そんな彼を見ると、いつも可哀かわい想そうにと思う。

　彼は騙だまされているのだ。噓を吹ふき込まれて青丞や龍宝帝を憎むように仕向けられている。

　それを仕組んだのは、もちろん想月だ。

　碧嵐はしっかり洗脳してあるが、彼の傍かたわらで膝ひざをついている忠犬はそうではなかった。

　こちらに向けられた視線には、不ふ審しんの色が濃こく出ている。

「……それと、主上の改革とは直接関係はないのですが、碧嵐様に白桜に関する事があれば報告せよと命じられていたので」

　だが忠犬は鋭するどく想月を睨にらむだけで何も言わず、違ちがう事を口にした。

「ああ。あいつとは大学寮でいろいろあった。あのまっすぐで汚けがれを知らなそうな顔を見ているとむかついて吐はき気がする。絶対にあいつも追い落としてやる。情報があるなら報告しろ」

　白桜、という名前が出るたびに、顔には出さないが心がざわめきたった。

　大切に育てた少女は、今は白桜と名乗って男の姿をして暮らしている。

　彼女に何かあったのだろうかと思うと、いつもは滅めつ多たに感じない焦あせりが身体を支配した。

「実は、白桜に縁えん談だんの話が持ち上がっています。胡蝶姫ひめとだそうです」

　思わず眉まゆ根ねを寄せた。胡蝶姫には会った事がないが、話には聞いていた。かなり変わり者の姫らしい。

　本当は女なのに女と縁談を取り持たれるなんて、相変わらず苦労しているようだ。

「それから、これは青丞の情報ですが」

　その名を聞くと、苛いら立だちが心に募つのった。もともと想月は青龍の一族だった。

　祖父の代の時に跡あと取とりさえいれば、今白桜の隣となりで笑っているのは自分だったはずだ。

「彼にも縁談の話が持ち上がっていて、ついに帝みかどの子息が結けつ婚こんするのかと都では大おお騒さわぎになっています。相手は白桜の姉で『里桜姫』という方だそうで。明後日あさつて、二人はお見合いをするそうです」

　聞いたとたん、全身の血が逆流した気がした。息すら止まりそうになって、唇くちびるをわななかせる。池に映った自分の顔を見てみると、ひどく青ざめていた。

　青丞と里桜の縁談とはどういう事だろう。

　里桜は白桜として暮らしているはずだ。青丞と里桜が知り合いのはずはない。

　だが都で大騒ぎになっているという話だ。噓ではないだろう。

　必死で頭を整理しようとした。しかしいつもなら、どんな事でも冷静に対処できるのに、頭の中が真っ白で何も考えられなかった。

　焦りが全身を支配して、息苦しさを覚えて思わず立ち上がる。

「どうした？　想月」

　碧嵐が目を丸くする。想月はいつもの温和な笑えみを浮かべようとして失敗した。

「いえ……何でも。気分が悪いので失礼します」

　足早にその場をあとにする。これ以上ここにいたら、余計な事を口走ってしまいそうだ。

　大切に大切に育てた里桜姫。

　やっと開こうとしている花を摘つみ取るのが青丞だなんて、絶対に許せなかった。

　生まれて初めて味わう暗い感情が嫉しつ妬とである事を、想月は認めるしかなかった。
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「まいったな。青丞と里桜姫の縁談が都中の貴族に広まってる。さすが、噂うわさと恋れん愛あいが大好きな貴族達だ。たった一日でここまで話を広めるなんて」

　白桜の目の前には、都に住む約八割の貴族達から届いた文の山がある。

　これらは正確には、白桜に来たわけではない。すべて『里桜姫』宛の祝福の文なのだ。

「みんな、龍宝帝の息子で青せい龍りゆう家の跡取りである青丞と白びやつ虎こ家の里桜姫との縁談にあやかろうとしているな。できれば結婚披ひ露ろうの儀ぎに呼んでもらいたいという本音が見え見えの文ばかりじゃないか。……まずいぞ。こんなにお見合いの話が広まってたら、もう絶対に断れない」

　同じ日同じ時刻に、白桜と胡蝶、そして青丞と里桜のお見合いがある。

　一見、おめでたい事が重なっているだけのように見えるが、実はとんでもない事態だった。

　白桜と里桜は同一人物だ。

　同時に違う場所に現れて、違う相手とお見合いをするなんて不可能だ。

「白桜と胡蝶姫は大内裏で、青丞と里桜姫はこの白虎家の屋や敷しきでそれぞれお見合いする。白虎家から大内裏までは早馬ならそんなに時間はかからないけど、お見合いが始まるのはまったく同じ時刻だ。やっぱり二つの場所を掛かけ持ちするのは無理だな……」

「白桜、今戻もどったぞ」

「おじいさま！　いかがでしたか？」

　部屋に入ってきた上総に慌あわてて向き直る。

　上総がその場に座り込んで、白桜の両手をぎゅっと握にぎった。

「すまぬ、すまぬすまぬ！　やはり駄だ目めじゃった」

　二人してがっくりと肩かたを落とした。実は上総は、龍宝帝にどちらかのお見合いの日をずらしてもらえないか聞きに行ってくれたのだ。

「青丞殿どのはお見合いの日までは主上の命令で親類の屋敷へ行くそうだ。お見合いの後は大学寮りようの博士から学生に講義をしてくれと頼たのまれているそうで。胡蝶姫もご両親の命日が近く、墓参の予定が入っていて、準備にも追われているから空いているのはその日しかないそうじゃ」

　上総が額に手を当てて、うなり声を上げた。

「それでもどうにかできませぬかと頼んでみたのだが、そんなに日にこだわるのは何か理由があるのかと逆に問いかけられて。主上はとても勘かんの鋭い方だ。中ちゆう途と半はん端ぱな噓はすぐに見み抜ぬかれる。だからそれ以上は何も言えなかった……」

　落ち込んでいるのか上総が項うな垂だれている。そんな祖父の姿を見るのは忍しのびなかった。

「おじいさま、そこまでやって頂けただけで、十分です。確かにそれ以上何か言えば、疑いをもたれたかもしれません。日をずらすのは諦あきらめて、何か他ほかの手を考えましょう」

「わしもその方がいいと思う。……大だい内だい裏りからの帰りに考えていたのだが、偽にせ者ものを立てるというのはどうだ？」

「どちらにですか？　白桜の偽者は難しいでしょう。胡蝶姫は男性と会う時でも御み簾すを使われないのです。面と向かって話す事になると思うので、誤ご魔ま化かしようがありません。青丞とは御簾越ごしでしょうが、もう何度も話しているのですから、声でばれてしまいます」

　眉み間けんにしわを寄せて腕うで組ぐみをした上総に、身を乗り出した。

「おじいさま、この際、突とつ然ぜん病気になった事にしてはどうでしょう。それでどちらかを断って、もう片方のお見合いに行けば……」

「いや、主上はお見合いに大賛成しておられる。病気になったなどと言えば、都一の医師を派は遣けんして治ち療りようをと言われるじゃろう」

　都一の医師と聞いて思い浮うかべるのは、御ご殿てん医いでもある朱咒だった。

「そ、それはまずいです。朱咒はわたしの事を疑っているふしがあります。彼がわたしを診しん察さつするのは、危険極きわまりありません！」

　秘密を探さぐる気満々の彼に、診察なんて口実を与あたえたら何をされるかわからない。

　白桜は額に手を当てて、大きくため息をついた。

「これは本当の本当に絶体絶命の危機です。……おじいさま。仕方ありません。こうなったら奥の手を使いましょう」

　それは昨日寝ねずに考えた手ではあるが、できれば使いたくなかった。

　もしかしたら、お見合い以上の悪い結果が出るかもしれない。

　しかし今の状じよう況きようを乗り切れるかもしれない方法は、もうこれしかなかった。

「何かいい手があるのか、白桜」

「いい手かどうかはわかりません。ですが、もうこれしかわたしが打てる手はないのです」

　さきほど書いた文を、文ふ机づくえの引き出しから取り出した。

「これを早馬で届けてください。お見合いは明後日。もしかしたら間に合わないかもしれませんが、できるだけの事をしましょう。わたしがもし女だとばれたら白虎の一族も終わりです」

　思い詰つめた顔で見つめると、上総が文を受け取った。その宛あて名なを見て、目を見開く。

「白桜、これは……！」

「早く届けるよう手配してください。一刻を争います」

　白桜としての人生はもう動き始めている。今の生活は噓うそをついてばかりで苦しい時もあるけれど、女の身では経験できなかった事がたくさんできて、充じゆう実じつしていた。それに喜びを覚えているのは事実だ。一族の為ためにも、白桜としての生活を捨てるわけにはいかない。

「乗り越こえましょう。おじいさま。この白虎家最大の危機を！」

　言い切ると、大きく息を吐き出した上総がようやく頷うなずいた。
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　鵬玄は、玄げん武ぶ家の屋敷で自じ慢まんの愛刀『妖よう鬼き』の手入れをしていた。

　鈍にぶい輝かがやきを放つ刀身を見つめると、いつもなら無我の境地になれるのに、今は違ちがった。

「白桜が胡蝶姫ひめとお見合いとはどういう事だ？　それも明日あしただと？　女同士で結婚などできるはずあるまいに」

　それはさきほど父から聞いた話だった。貴族同士のつきあいがあまりない父まで知っているという事は、都の貴族達全員が知っているという事だ。

　どうやら同じ日に、白桜の姉である里桜姫と青丞のお見合いもあるらしい。

　白桜に姉がいるのは初耳だったので、それも驚おどろいた。

　しかし結婚相手が青丞なら、きっと里桜姫とやらは幸せになれるだろう。

　問題は女同士である事を隠かくしてお見合いをする白桜だ。

「どうしてそんなややこしい話になったのだ。胡蝶姫と白桜が親しげに話をしているのは知っていたが」

　女だてらに官かん吏りになりたいと公言する胡蝶姫と、男のふりをしている白桜はどうやら馬があうようだ。二人が話をしている様子は、鵬玄からみれば女同士の他愛たわいないお喋しやべりで、白桜にも女友達ができたのだなと密ひそかに喜んでいた。それがなぜ結婚なんて話になったのだろう。

「一つだけ言える事は絶対に白桜の意志ではないという事だ。きっと今いま頃ごろ困っているだろう」

　そう思うと、いてもたってもいられなかった。

　白桜は親友だ。たとえ女だとしても、彼が今までしてきた努力まで否定するつもりはない。

　彼の努力家な所に感心して、親友になりたいと思ったのだ。

　女だったから親友ではないなんて、そんな理り屈くつはおかしいだろう。

　理性はそう囁ささやくが、感情はうまく納なつ得とくしてくれなかった。

「白桜は、俺達に噓をついていた。いや、俺達だけじゃなく、世間にも主上にもだ。事情はあるのだろうが、決まり事をねじまげて周りを騙だますような奴やつを親友だとは呼べない……」

　声が段々と小さくなっていった。自分でも融ゆう通ずうの利きかない性格だと思う。

　その思いが心にあるから、なかなか白桜と面と向かって話もできないのだ。

「……しかし白桜はお見合いを前にして、どうしていいかわからなくなっているはずだ」

　女性は守るべき存在で、大切な親友ならなおさらだ。

　それに大体の事情は察しがついているが、彼からなぜ男装してみんなを騙してまで跡あと取とりを名乗っているのか聞いたわけではなかった。

　自分に何ができるかはわからない。しかし、放っておく事もできなかった。

　鵬玄は太刀たちを鞘さやに収めて立ち上がる。どうしていいかなんてわからなかったが、何もしないでもんもんと考え続けるよりは、行動を起こした方がずっと自分らしいと思った。
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　白桜は牛ぎつ車しやに揺ゆられながら、大内裏を目指していた。

　お見合いを明日に控ひかえ、奥の手を使う準備はしたのだが、できれば使いたくない手だった。

　だからもう一度だけ、どうにかお見合いの日をずらせないか、主上に自分で頼みに行くつもりだった。

　もし日取りを変へん更こうしてもらえても、二人の求きゆう婚こんを向こうから断ってもらうという難題が待っている。それを考えると頭が痛かったが、まずはお見合いの同時進行を阻そ止しするのが先決だ。

　どちらかを黙だまってすっぽかすなんて事にでもなったら、間に入った主上の顔に泥どろを塗ぬる事になる。それこそ白びやつ虎この一族は終わりだった。

　考え込んでいると、ふいに牛車が止まった。白桜は眉まゆをひそめる。

「どうしたんだろう。まだ大内裏まではだいぶあるはずだけど……」

　いつもは牛うし飼かい童わらわが止まる時には必ず声をかけてくれるのだが、物音一つしなかった。

　不思議に思って前方の簾すだれを上げて外を見てみる。

「なっ……！　どうしたんだ！」

　簾が前後左右にかけられているからわからなかったが、牛車はいつのまにか人ひと気けのない場所に来ていた。

　白桜が息を吞のんだのは、牛車の前方に牛飼童が二人とも倒たおれていたからだ。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　慌てて牛車を降りて駆かけ寄った。どうやら怪け我がはないようだが、顔色は悪く意識がない。

「薬で眠ねむらせただけですよ。こうやってね」

　声はとても聞き覚えがあるものだった。でもまさかそんなはずはないと慌あわてて振ふり返る。

　その瞬しゆん間かん、何かで口を塞ふさがれた。

「ゆっくりお休みなさい。いい夢を」

　田舎いなかの屋や敷しきに住んでいた時、大好きだった奉ほう公こう人が毎晩そう言って頭を撫なでてくれた。

　懐なつかしい記き憶おくを思い出したと同時に、白桜の意識は暗い闇やみへと落ちていった。
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　ぴちょん、と水がしたたる音がした。白桜はその音でふっと目を覚ます。

　辺りは見覚えのない場所だった。石造りの壁かべに三方を囲まれた部屋で、左手は木の格こう子しで塞がれていた。寝ているのは布ふ団とんだったが、その下はざらざらした木の床ゆかだ。

　辺りに漂ただよう空気は冷たくて、吐はく息が白かった。

「ここ……牢ろうの中？　イタッ」

　慌てて上半身を起こすとひどい頭痛がした。

「急に起き上がるからですよ」

　声は背後からした。よく知っている声だ。そして牛車で気を失った時にも、この声はした。

　振り向むくのが怖こわい。彼と会いたかったはずなのに、実際に会うのはかなりの勇気を伴ともなった。

　しかし逃にげてはいけないのだと、心を奮い立たせる。

「想月……！」

　牢の壁にもたれて立つ姿は、夢の中に出てくる彼と寸すん分ぶん違たがわない。

　背は高いが男にしては細い方で色も白く、まるで絵に描かいたような整った顔をしている。

　明かり取りから漏もれてくる光のせいで、彼の肩かたまでの緩ゆるやかな髪かみや瞳ひとみは、きらきらと金茶に輝いていた。感情をあまり表に出さないが、無表情では決してない。

　彼の優やさしい笑えみは、子供の頃ころから大好きだった。

　ずっと一いつ緒しよにいて誰だれよりも信しん頼らいして、そして裏切られた想月との、約半年ぶりの再会だった。

（やっと、やっと会えた……）

　力が抜ぬけて倒れ込みそうになった。溢あふれそうになる涙なみだを必死に我が慢まんする。

　彼に会う為に、男装して外に出て情報を集めた。

　彼に会う為に、大学寮りようにも入り必死で勉強した。

　彼に会う為に、大だい内だい裏りに来て、官吏を目指した。

　何もかもをなげうってでももう一度会いたいと思う人なんて、彼しかいなかった。

　喜びと安あん堵ど感かんが心をいっぱいにした。嬉うれしくて嬉しくて。

　また会えたら、ああ言おう、こう言おう。いつもいつも考えていた。

　もう一度会えるかどうかなんてわからないのにと思いつつ、希望だけは捨てられなかった。

　しかし実際に彼と再会したら、何と言っていいのかわからない自分がいた。

「お久しぶりですね。里桜姫。……いえ、白桜様とお呼びした方がよろしいですか？」

「……そ、想月。どうしてここに？」

　混乱していると、想月がゆっくりと微笑ほほえんだ。

「ここはわたしの隠れ家の一つです。あなたを招待したのですよ。……仕方ない人ですね。まだそんな恰かつ好こうをして。警告したはずですよ。田舎に帰りなさいと。もしまた次に会った時に、あなたが白桜のままだったら、容よう赦しやはしないと」

　子供の頃、いたずらをした里桜を叱しかっている時、想月はよくこんな顔をしていた。

　怒おこるというよりは、困っているような表情だ。大好きな奉公人を困らせたくなくて、すぐに謝ったものだった。だけど、今はそんな事を懐かしんでいる場合ではなかった。

「……もう一度、会いたかったんだ。想月」

　声を振り絞しぼると、想月がやや目を見開いた。

「おや、ずいぶんと話し方が変わりましたね。……なるほど。都での生活で、男らしくなられたようだ」

「そ、そんな事はどうでもいいだろう。ずっと探していたんだ。一緒に大内裏に行こう。罪の償つぐないをするんだ。わたしが罪を軽くしてもらえるよう主上に直接お願いするから……」

　彼は国宝ともいうべき四神の像を盗ぬすんだ。その罪は消えないし、許されはしないだろう。

　だができる限りの事をして、彼の命だけは助けてもらうようにするつもりだった。

　しかし必死で訴うつたえても、想月の表情は少しも変わらない。

「本当にそれで、私がうんと言うとでも」

　微笑みは冷たくて。氷のように冷たくて。

　それだけで、自分の言葉が却きやつ下かされたのだとすぐにわかるほどだった。

　衝しよう撃げきのあまり、力が抜けてそのまま項うな垂だれた。会えればきっと説得できると信じていた。

　だから危険な目にあいながらも、何とか頑がん張ばってこられた。

　だけど心のどこかで、やはりそうかと思う自分がいる。

（白虎家に入り込む為ために、田舎のわたしの屋敷で五年も下働きしながら、息を潜ひそめていたんだ。並々ならぬ決意があったはず。それなのに今いま更さらわたしの説得に耳を貸すはずがない……）

　理屈ではわかっていたはずなのに、その五年の間に築いた信頼が、目をそらさせていた。

「自分の信念を曲げるつもりはありません。……それより、あなたこそ田舎に帰っては？　里桜姫ひめと青丞のお見合いがあると聞きましたが、それはあなたと青丞の事ですよね？　何がどうなってそんな事になったのかはわかりませんが、このままではまずいでしょう」

　声にわずかに刺とげ々とげしさが混じっている気がした。腕うで組ぐみしてじっと見み据すえる彼の前で、つい首を竦すくめる。昔から想月は、叱る時はいつもこの姿勢だった。

「それは、いろいろとあって。でも何とかする」

「何とかできるのですか？　貴族のお見合いなんて形式的なものです。終わったらすぐに結けつ婚こんの儀ぎとなる。あなたは、青丞の妻になる気ですか？」

　目を合わせられなくて俯うつむくと、想月がため息をついた。

「しばらく会わない間に、あなたは変わってしまったようだ。言こと葉ば遣づかいは乱暴になって、青丞とお見合いまですると言う。今のこの状態を旦だん那な様はまだご存じないのでしょう？　もしお知りになったら悲しまれますよ」

　冷たい眼まな差ざしを向けられて、白桜はぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「これが今のわたしだ。わたしは白虎家の跡あと取とり白桜。一族の為に、そして自分の為にも、その名を守り通すと決めたんだ。父上だって、話せばきっとわかってくれる。……わたしの秘密をばらすつもりか？」

　彼がなぜ敵対している今でも、秘密を広めないのかが不思議だった。

　それが最後に残っている彼の優しさだと信じたい自分がいる。

「いいえ。だってそれは最後の切り札として使えますから。今ばらしてもつまらない」

　都合よく考えたかったが、やはり現実は違ちがっていた。こんな事になってまで、彼を信じようとしている自分が滑こつ稽けいだった。それでも諦あきらめきれない自分がいる。

　白桜は大きく息を吸い、顔を上げて彼を見つめた。

「……無む駄だだってわかっているけど、もうどうしようもないんだってわかっているけど、もう一度だけ言わせてくれ。一緒に大内裏に行こう。龍宝帝は話せばわかってくださる人物だ。わたしが罪を軽くしてもらえるよう直じき訴そするから」

　少しも動かない表情を見て、やはり無駄だとわかったものの、言葉は止められなかった。

「罪はおかしたけど、償う機会は必ずある。……命だけは助けてほしいと頼たのむから。わたしのすべてをなげうってでも頼むから！　そしていつになるかはわからないけど、また一緒に暮らそう。父上と姉様と、わたしと想月の四人で。あの田舎の屋敷で……！」

　自然と涙がこぼれ出た。頰ほおに伝う涙を拭ぬぐいもせず、大きく目を開けて彼を見つめた。

　楽しかった思い出がいくつも頭に蘇よみがえる。

「夏は一緒に蛍ほたるを見に行ったよね。行きたいって言ったら、父上に内ない緒しよで近所の川に連れていってくれた。冬はしもやけができて痛がったら、薬を塗ぬってくれた。父上は女が賢かしこくなってはいけないって勉強するのを禁じたけど、本が読みたいと言ったら手に入れてきてくれた」

　彼とは五年間、毎日ずっと一緒だった。思い出なんて思い出す必要がないくらいある。

「……その腕うでにまだあの時の傷は残っているだろう。池に落ちたわたしを助けてくれた時の傷だ。真冬で氷が張っていて、すごく冷たかった。池に落ちた時、死ぬんだって直感した。だけど、想月はあの冷たい水の中に飛びこんで助けに来てくれた」

　その時の事はよく覚えている。子供だったから、深い池では足が地面に届かなかった。

　凍こごえそうなほど冷たい水の中を沈しずんでいこうとした時、想月が力強く腕を握にぎってくれた。

　その温かい手はどうやっても忘れられない。

「お願いだ。一緒に帰ろう……！」

　彼に向かって手を差し出した。この手に手を重ねて一緒に帰りたかった。

　しばらくの沈ちん黙もくが流れて、想月がふいに右手を上げた。もしやという期待で、胸が高鳴る。

　だが想月は、その右手で白桜の手をぴしゃりとはたき落とした。

「……あなたと生きる未来は、私の中にはありません」

　はたかれた手がじんじんと痛んだ。

　大学寮にいた時は、特別待たい遇ぐうを妬ねたんだ学生達から、もっとひどい事をされたり言われたりもした。だけど、今の方がずっと辛つらかった。

（わたしは何を悲しんでいるんだ。わかっていたはずだろう。無駄だって）

　それでも諦めきれない自分は、愚おろかで哀あわれだった。

　唇を嚙んでいると、ふとそこに何かが触ふれた。

「悔くやしい事や悲しい事があると唇を嚙む。昔からの悪い癖くせです。そのせいでよく唇を怪け我がしていたでしょう」

　唇に当てられたのは、彼が持っていた手ぬぐいだった。顔を背そむけて、それから逃のがれる。

「わたしの事が嫌きらいなら、そんな風に優やさしくしないでくれ！」

　感情が高ぶっていたせいで、つい乱暴な口調になる。想月が、すっと目を伏ふせた。

「……私は、あなたの事が嫌いだなんて言った事はありませんよ」

　そっと手が伸のびてきて、顎あごを捉とらえられた。そして彼の方を向かされる。

「噓うそを言うな。わたしと一いつ緒しよに生きる未来はないと言っただろう」

「白桜のあなたと一緒に生きる未来はありません。白桜は敵である四神の一族の跡取りですから。──しかし里桜姫は違う」

　微笑んだ瞳ひとみは、昔のままの優しい想月だ。

「いくら目的があって入り込んだとはいえ、あなたと過ごした時間は偽いつわりではない。子供の頃ころからずっと成長を見てきました。幸せになってほしいという気持ちは昔も今も変わりません」

　噓を言っているようには聞こえなかった。呆ぼう然ぜんとしていると、想月が頰に手を当てた。

　温かな手は、母を亡なくして泣いていた子供の頃、抱だきしめてくれた時と変わらぬ優しさだ。

「一つ、提案があります。私が投降するのではなく、あなたが白桜をやめて里桜に戻もどるのです。そして私と一緒に暮らしましょう」

「え……？」

　何を言われたのかを理解するまでに、しばし時間がかかった。

　想月が両手で白桜の頰を包み、こつんと額を額に当てる。

　柔やわらかな温ぬくもりが額から伝わり、彼の吐と息いきを感じるくらいに顔が近くにあった。

「陰かげの生活となるでしょう。辛い思いもさせると思います。ですが、私が必ずあなたを守り抜ぬいてみせます。……このまま男としての生活を続けていけば、いつ秘密がばれるかと怯おびえて暮らす事になる。──それが忍しのびないのです」

　突とつ然ぜんの事に声を出せないでいた。これではまるで、求きゆう婚こんされているようだ。

　想月は兄のような存在だ。家族も同然だった。

　大切な人には変わりないが、そういう意味で好きなのかと問われるとよくわからなかった。

「わたしは……」

　何と答えたらいいのだろう。俯くと、ふいに想月に力強く抱きしめられた。

　細く見えるのに、彼の腕は逞たくましかった。荒あら々あらしささえ感じて、心臓が跳はね上がる。

　ずっと一緒にいた想月だが、こんな風に抱きしめられたのは初めてだった。

「今は答えなくていいです。ゆっくり考えてください。──もう一度言います。あなたを必ず守ります。田舎いなかにいる旦那様も都桜姫も私が保護します。誰だれにも邪じや魔まされない場所で四人で暮らしましょう。また、以前のように」

　耳元で囁ささやかれてぞくりとした。

　彼の声はまるで呪じゆ文もんのようだ。身体からだ全体に染しみ渡わたって、判断力を鈍にぶらせる。

　痛いぐらいに抱きしめられて、だけどその腕の温かさに安あん堵どを覚える自分がいた。

（想月……想月！　会いたかったんだ。これからだってずっと一緒にいたい……！）

　それは紛まぎれもない本音だ。だけど、口には出せなかった。

　里桜としての感情を、白桜が持つ理性が押さえつけたのだ。

　無言でいると、想月がふっと耳元で笑う気配がした。

「……牢ろうの鍵かぎは開けておきます。あなたが出て行くのは自由です。ですが、私とずっと一緒にいると決心してくれたのなら、明日あしたまでここにいてお見合いには行かないでください」

　そっと離はなれた想月が目を細めて、指で唇に触れてくる。

「ここであなたの唇を奪うばうのは簡単です。ですが、あなたの唇を奪う最初の男は私なのだと、あなたが行動で示してください」

　言葉の意味を理解したとたん、顔の火ほ照てりが止まらなくなる。
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　いつでも女性なんて興味がないといった態度を崩くずさなかった想月が、こんな事を言うなんて信じられなかった。想月は優しい笑えみを残して、牢から出て行く。

　牢の木き枠わく越ごしに、彼はちらりとこちらに目を向けた。

「あなたとずっと一緒にいたい気持ちは私も同じです。どうか青丞の所には行かないで、明日までここにいてほしい。あなたを抱きしめてすべてを手に入れるのは、私です」

　今までの彼からは想像もできない言葉を残して、想月の姿が見えなくなった。
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　白桜が薄うす暗ぐらい牢の中で膝ひざを抱かかえて、どれぐらい経たっただろう。

　牢の壁かべにある小さな明かり取りから見えるのは、橙だいだい色いろをした夕日だ。

「……想月に一緒にいようって言われたけど」

　それは自分の望みでもあった。彼と姉と父と自分の四人で、貧びん乏ぼうでもいいから一緒に暮らしたい。だけど、今の状じよう況きようはそれを許さなかった。

「姉様は文でとても調子がいいって書いていたけど、それは左大臣のおじいさまが異国の薬を手に入れてくれるからだ。それがもらえなくなったら、姉様はまた具合が悪くなるかもしれない。それに……」

　白桜は想月が出て行った牢の扉とびらを見つめた。

「二人でこのまま逃にげたとしても、あなたは復ふく讐しゆうをやめる気はないのだろう？……そんな事を続ける限り、あなたは不幸な道を辿たどるばかりだ」

　いつ女だとばれるのかと、びくびくしている生活に、疲つかれていないと言えば噓になる。

　想月が言ったように、彼と家族みんなで女の姿に戻って暮らせたらどんなにいいだろう。

　退たい屈くつだったけれど穏おだやかな生活だった。噓をつかずに大好きな人達に囲まれて幸せだった。

　何より、子供の頃からずっと一緒で、誰よりも信しん頼らいできる想月がそばで微笑ほほえんでいてくれていた。口にはできなかったが、またあの生活に戻りたいと思う気持ちはいつでも心にあった。

　しかし、白桜は大きく首を振ふる。

「……駄だ目めだ！　それじゃ逃げてるだけだ。逃げた先には、偽りの幸せしかない。今ここにわたしが残っても、想月は忌いみ神一族としての企たくらみをやめはしないんだ」

　陰の生活になると言っていた。つまり、日の光の下を歩けない生活になるという事だ。

　彼はこれからも帝みかどと四神を恨うらみ、この国を破は滅めつに追いやる為ための行動を続ける気なのだ。

「わたしが一緒にいて、あなたが破滅への道を歩むのをやめてくれるなら、ここに残ったかもしれない。だけど、あなたは白桜としてのわたしを敵だと言った。あなたがその考えを変えない限り、たとえ一いつ緒しよにいてもお互たがいの為にはならないんだ！」

　決意するのは血を吐はくほど苦しく辛かった。

　拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめた。そして足に力を入れ、重い身体を叱しつ咤たして立ち上がる。

「想月……。今のわたしではあなたを説得できないって、さっきの事でわかったよ。だけどわたしは諦あきらめない。再び会ったその時には、必ずあなたの考えを変えてみせる……！」

　一度で説得できなかった自分の未熟さに、腹がたって仕方なかった。

　大きく深呼吸して気持ちを落ち着かせ、牢の格こう子しに向かう。

　想月が話していた通り、牢には鍵がかかっていなかった。

　扉を開けるのは、人生で最大の決意を伴ともなった。

　しかしずっとここにいるわけにはいかない。明日はお見合いの日だ。

　もしそれまでに帰れなければ、主上の取り持った縁えん談だんを勝手に蹴けったと見なされる。

　そうなったら白びやつ虎こ家は終わりだ。

「想月、あなたの為にも、わたしは白桜として生きる。里桜は無理だけど、白虎家の白桜なら官かん吏りになればそれなりの力を持てる。それはあなたを守る為に必要となる力だ。あなたが復讐をやめるよう説得する為に、もっともっと強くなるから」

　だからまた二人で、日の光の下を歩こう。その言葉を胸に白桜は牢の扉を潜くぐった。
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　牢の外は、もう薄暗くなりかけていた。

　白桜がいた石造りの建物は、どうやら古い寺の一部を改装したものらしい。建物の外はどうやら境けい内だいのようで、吊つり下げている縄なわが今にも切れそうな大きな鐘かねがあった。

「いったいここは、都のどの辺りだろう？」

　都に来てから、一人で外に出た事はなかった。

　いつも移動は牛ぎつ車しやで、屋や敷しきと大学寮りようと大だい内だい裏りの行き来しかした事がないのだ。

　出口はどこかと駆かけ足で進んでいると、ふと声のようなものが聞こえた。

「……想月様のご命令だ。ただちに配置につけ」

　聞こえてきた声に、背筋が震ふるえた。

　大きな木に隠かくれて声がした方に目をやると、武装した男達が五、六人いる。

　殺気立っている彼らはおそらく想月の仲間だろう。身のこなしは隙すきがなく眼光も鋭するどかった。

「侵しん入にゆう者がいる模様だ。見付け次し第だい殺せ」

　男達の話し声に、目を見開いた。

（侵入者ってわたしの事か？　でもわたしは侵入したんじゃなくて、連れてこられたのに）

　疑問が頭をもたげたが、今はゆっくり考えている暇ひまはなかった。

（何とか見つからずに逃げないと……）

　想月は出て行くのは自由だと言っていたが、殺気立ってる男達も同じ意見だとは到とう底てい思えなかった。

　さすがに怖こわくて足が竦すくんだ。たった一人でこんな危険な場所にいるなんて初めてだ。

（しっかりしろ！　ここで捕つかまったりしたら、明日のお見合いはどうなるんだ。もしわたしが行かなかったら、主上の不興を買う事になる。そんな事になったら、さすがの白虎家でもただではすまないぞ）

　心を奮い立たせて、彼らの動向を窺うかがった。門はどうやら、彼らを通り過ぎた向こうにあるようだ。回り込んでいけないだろうかと辺りを見回そうとして、ほんの少し身を乗り出した。

「誰だっ！」

　心臓がどくっと鳴った。振り返ると、男達の一人と目が合う。

　夜や叉しやのごとき鋭い視線を向けた男が、こちらを指さした。

「いたぞ！　侵入者だっ」

　その場にいた男達が一いつ斉せいに振り向むくのと、白桜が背を向けて走り出したのは同時だった。

「待て！」

　男達の足音がどんどん迫せまってくる。それでも必死で逃げたが、ついに腕うでを摑つかまれた。

「小こ僧ぞう！　その白銀の髪かみは白虎家の者だな！　なぜこんな所に」

「侵入者は殺せとの命だ。やれ！」

　恐きよう怖ふのあまり身が竦んだ。摑まれた腕を振り解ほどこうとしたが、男の力が強くてかなわない。

「放せ！」

　必死で睨にらみつけて抵てい抗こうしようとしたが、素す早ばやい動きの彼らに、あっという間に囲まれた。

　正面にいた男が、太刀たちを振り上げる。

「死ねっ」

　抵抗する間もなく、ぶんっと振り下ろされて、思わず目を瞑つぶった。

「うわぁぁっ」

　だが痛みが襲おそう事はなかった。代わりに男達の悲鳴が辺りに響ひびく。

　慌あわてて目を開けると、太刀を振り上げていた男が前のめりに倒たおれる所だった。

　その背後から姿を現したのは、大太刀『妖よう鬼き』を構えた鵬玄だ。

「貴様ら、俺の大切な友に何をするのだ！」

　叫さけびは腹の底に響くほど重く迫はく力りよくがあった。男達がさすがに後ずさる。

　腕を摑まれていた白桜だが、その一いつ瞬しゆんの隙をついてそれを振り払はらった。

「鵬玄！」

「こっちに来い、白桜！」

　彼のそばまで駆け寄ると、鵬玄が庇かばうように前に立った。そして男達と相対する。

「鵬玄だと？　まさか妖よう鬼き帝てい、鵬玄か！　みな、気をつけろ！」

　鵬玄が口元だけで笑みを浮うかべた。

「気をつけろ？　大だい丈じよう夫ぶだ、お前達はすぐに死ぬのだから、何か気をつける暇はない」

　鵬玄の不敵な笑えみは、白桜までも震え上がらせた。

　大太刀を構える姿は、まるで獲え物ものを狙ねらう虎とらのようだ。

　いつもはぶっきらぼうだけど優やさしい鵬玄の、本当の顔を見た気がした。

　男達は鵬玄の睨みで怖おじけ付いた様子を見せたが、それでも太刀をこちらに向けた。

「人数はこちらの方が多いのだ。全員でかかれっ」

　一斉に男達が鵬玄に飛びかかる。それは一瞬の事だった。

　敵を倒す鵬玄の動きは、一分の隙もない。

　まるで舞まっているかのように軽かろやかに、だが太刀を振り下ろす様は力強かった。

　男達が全員残らず地面にひれ伏ふすまでは、ほんの瞬またたきほどの時間だった。

　辺りはいつのまにか夜の気配が漂ただよい始めている。

　空に浮かんだ月の光を受けた鵬玄は、男らしくどう猛もうで、ため息が出るほど凜り々りしかった。

「大丈夫か？　白桜」

　声をかけた鵬玄は、いつもの優しい彼だ。

　白桜はいつのまにか地面に座り込んでいた。

　鵬玄のあまりの迫力に圧あつ倒とうされ、腰こしが抜ぬけてしまったのだ。

　呆ぼう然ぜんとしつつも、何とか立ち上がる。そこでふと、疑問がわいた。

「どうしてここに？」

「お前が見合いをすると聞いて。……その、困っているのではないかと思って心配で」

「確かに困ってたけど、でもどうして鵬玄はわたしが困っていると思ったんだ？」

　単純な疑問だった。都の貴族達は全員が祝いの文を送ってくるのに、どうして彼だけは自分の窮きゆう状じように気付いてくれたのだろう。

　さきほどまで男達相手に見事な斬きり合いを見せた鵬玄が、なぜかうろたえて目を泳がせた。

「それは……胡蝶姫ひめと仲はよいようだが、恋こい仲なかという感じではなかったような気がした。白虎家の屋敷の近くまで行ったら、牛車が出てくるのが見えたから、どこに行くのかとあとをつけ……。いや、たまたま行く方向が同じで。少し見失った隙にお前が牛車からいなくなって」

　しどろもどろの鵬玄の言い分は、どこか釈しやく然ぜんとしなかったが、今はそれを問いただしている余よ裕ゆうはなかった。

「助けてくれてありがとう。鵬玄」

「ああ、それよりこいつらは何者だ？」

　周りに倒れている男達に、鵬玄が目をやった。

（本当の事を言ったら、想月が関かかわっているのを話さないといけなくなる。でもそうしたら、また彼の罪が重くなる……）

　復ふく讐しゆうを続ける彼とは、一いつ緒しよには生きていけない。だけど、彼を見捨てるわけではないのだ。

　何と答えていいかわからないでいると、鵬玄がやや首を傾かしげた。

「誰だれだかわからないのか？　ではお前を誘ゆう拐かいして身みの代しろ金でも取ろうとしたのかもしれないな。最近、金持ちの貴族を狙った誘拐が多いらしいのだ」

　納なつ得とくした様子の鵬玄に真実を話すべきか迷ったが、やはり想月の事は口にできなかった。

「……戻もどろう。鵬玄。詳くわしい事はそれからで」

「わかった。急ごう」

　まずは『白桜』と『里桜』、両方のお見合いを成立させなければならない。

　奥の手を用意していたが、準備に時間がかかるから、すぐに帰ったとしても間に合うかどうかわからなかった。

　それでも諦あきらめるつもりなんて毛頭ない。

（どんな危機だって、知ち恵えと根こん性じようで乗り切ってみせる！　負けるものか）

　白桜は鵬玄と二人、夜の闇やみに紛まぎれて走り出した。
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　お見合いの当日は、晴天ですがすがしかった。

　白びやつ虎こ家の庭にいた白桜は、思いっきり背せ伸のびをして気合いを入れる。

「よしっ、とうとう勝負の日だ。頑がん張ばるぞ！」

　そんな白桜を、廊ろう下かから庭へと降りる階段に立った上総が、心配げに見つめた。

「白桜、本当に身体からだは大丈夫か？」

　昨夜、鵬玄と別れて白虎家の屋や敷しきに戻ったら大おお騒さわぎになっていた。

　連れん絡らくもなしに一日近く帰らないなんて初めての事だったからだ。

　上総は白桜の顔を見たとたん、抱だきしめておいおい泣いた。

　無事でよかったと何度も何度も呟つぶやきながら。

　それを見て、やはり帰ってきて正解だったのだと思った。

「ええ。大丈夫です」

「だが貴族の子息を狙う悪漢達に誘拐されたのだろう。やはり兵ひよう部ぶ省しように願い出て、犯人探しを……」

「おじいさま。それはまずいと思います。犯人は鵬玄が倒してくれたし、わたしも怪け我がはありません。事を荒あら立だてて目立つような事は避さけた方がいいです。ひょんな事からわたしの秘密が知られてしまうかもしれません」

　それも本音ではあるが、想月の事を知られたくもなかった。たとえ袂たもとを分かっても、彼は大切な存在だ。次に会った時こそは、投降するよう説得するつもりだった。

「それより、まずは当面の問題を片付けましょう。もうすぐお見合いの時間です。白桜と里桜の両方のね」

　悔くやしそうな顔をしていた上総だが、はっとしたようにこちらを見つめた。

「……本当にこの作戦でうまくいくのだろうか？」

　不安げな上総を勇気づけるように、深く頷うなずいた。

「何事も絶対という事はありません。この作戦も、もし失敗したらわたしの秘密までばれてしまう恐おそれもあります。ですがみんなで協力して乗り越こえましょう。一族を救う為ためです。気を強く持って！」

　両手を握にぎって見つめると、上総が驚おどろいたように目を瞬かせた。

「……頼たのもしくなったな。都に来た頃ころは、不安そうに目をきょろきょろさせていたのに。わしを見る目がずいぶんと力強くなった。お前が本当に男なら、立派な跡あと取とりになっただろうに」

　目に涙なみだを浮かべた上総だが、すぐにそれを指で拭ふき取った。

「よし、わしもできる限りの事をしよう。たとえ何が起こってもお前達だけはわしが守ってやる。何としてでもな」

　いつもの力強さを感じる声だった。白桜は頷いて、車くるま宿やどりへと足を向ける。

「では、行って参ります。おじいさま、あとはよろしく」

　白桜としての決戦の場は、胡蝶姫が待つ大だい内だい裏りだった。
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　白桜が通されたのは、大内裏にある清せい涼りよう殿でんの一室だ。

　普ふ通つうは御み簾す越ごしに女性と話すものだが、やはり胡蝶はそんなものを使ったりはしなかった。

　帳ちよう台だいに座る彼女と、その正面に正座した白桜の間を仕切るものは一いつ切さいない。

　胡蝶はいつもは身軽な小こ袖そで姿だが、今日は正装である裳も唐から衣ぎぬを身にまとっていた。

「ようこそ、白桜様。お待ちしておりました」

　耳に心地ここちよい美声だが、さすがに緊きん張ちようしているのか、わずかに硬い印象があった。

「お招きありがとうございます」

「白桜様のお好きな甘いお菓か子しをたくさんご用意しましたの。ゆっくり召めし上がっていって。ああ、そういえば今日は、青丞もあなたのお姉様とお見合いなのでしょう？」

「ええ、白虎家の屋敷で。そろそろ始まるのではないでしょうか」

　平静を装っているが、心の中は不安と焦あせりでいっぱいだ。

　奥の手の準備はどうにか間に合ったのだが、成功するかはかなりの賭かけだった。

　白桜は心を落ち着ける為に深呼吸した。まずは彼女とのお見合いを何とかするのが先決だ。

「お菓子は遠えん慮りよさせて頂きます」

　わずかに声を落として、目も伏ふせた。

　せっかく好意を寄せてくれているのに、こんな事を言うのは心苦しい。

　だけどこのままでは、彼女にとっても自分にとってもよくない未来が待っている。

　だから、心を鬼おににした。

「お話があります。胡蝶姫」

　厳しい顔つきをしたせいか、胡蝶が口元を引き締しめて、表情を強こわばらせた。

　彼女の事は友達として大好きだから、こんな顔はさせたくない。だが言葉は止めなかった。

「単刀直入にお話しします。──わたしには、好きな人がいます」

　まわりくどい言葉は、おそらく合理的な彼女は好まない。くどくど話すよりは、はっきり告げた方がいい。賢かしこい彼女は、納得のできる話をすれば理解を示してくれるはずだから。

「……いったい、どなたなのです。──いえ、仰おつしやらなくてけっこうです」

　憂うれい顔の彼女は声も真しん剣けんそのもので、美人なだけに迫はく力りよくがあった。

「相手がどなたなのかは関係ないものね」

　自じ嘲ちようした胡蝶に、胸が痛む。それでも何とか口を開いた。

「お相手の方とは……いろいろあって、結けつ婚こんはできないのです」

　それだけで胡蝶は察したのか、顔を曇くもらせた。

　恋れん愛あい主義の都の貴族達の中には、人妻に懸け想そうする者も多くいる。決して手に入らぬ他人の妻を思っては文をしたためるのが、都の貴族達の一種独特な恋愛形態の一つでもあった。

　白桜もその一人なのだと、胡蝶はうまく思ってくれたようだ。

「そういう恋愛は、幸せにはなれませんわ」

「わかっております。ですが、どうしても恋こいする気持ちは止められません。自分でも諦めようとは思っているのですが、なかなか難しく。ですからまだ他ほかの方との結婚というのは考えられないのです」

　白桜が声を震ふるわせると、胡蝶がきゅっと口元を引き締めた。

「……わたくしの気持ちは迷めい惑わくかしら」

「いえ、迷惑とかではなく……。あなたはとても話しやすいし、気も合う。美人で気さくで、友達として大好きです」

（すまない。胡蝶姫ひめ。あなたの事は本当に友達としては大切なんだ。だけど、恋はできない。だってわたしは女なんだから。このままいい加減な態度で、あなたに気をもたせるほうがよくないと思う。だからここははっきり言わせてもらう）

「胡蝶姫、あなたはとても素す晴ばらしい女性です。あなたのその考えを尊重してくれる男性はきっと他にもいます。わたしのように病弱でなよなよしている男よりも、ずっとしっかりしている人が……」

　こちらから断るのは主上の手前まずいけれど、誠意をもって話せば胡蝶はわかってくれるはずだ。彼女の求きゆう婚こんを退けるには、もうこの方法しかなかった。

　胡蝶は目を潤うるませていたが、口は真一文字に結んでいる。

　それが泣きそうになるのを堪こらえているように見えて、心が痛んで仕方なかった。

「……わかりました」

　その言葉に心の中でほっとしていた。女同士で結婚はさすがにあり得ない。

　彼女には申し訳ないが、ここはひどい男だと思われてもいいから、結婚はできないとわかってもらうしかなかった。

「そうですか。本当に申し訳ありませんが」

「あら、謝る必要はないわ。だって、あなたの事を諦あきらめるつもりなんてありませんから」

　きっぱりと宣言されて、思わず目を見開いた。

　慌あわてて見つめると、胡蝶はいつもの自信に溢あふれた笑えみを浮うかべている。

「でも、わたしには好きな人が」

「いてもいいですわ。あなたが誰だれを好きでもかまいません。だって、わたくしがあなたを好きなのですから。わたくしは絶対に諦めません。必ずあなたを振ふり向むかせてみせます」

（諦めないって、どうしてそんなに強ごう引いんなんだ。そういえば好きな人がいるって里桜の姿で青丞に言った時も、同じ事を言われたような……）

　いとこ同士の二人は妙みような所で似ているようだ。顔を引きつらせると、胡蝶が立ち上がる。

「あなたの気持ちも考えずに、すぐにお見合いをしようとしたのは謝りますわ。あなたに好きな人がいるというのなら、まずは一いつ旦たん結けつ婚こんの話は置きましょう。大だい丈じよう夫ぶですわ。わたくしから主上に、結婚するまでにもう少し時間が欲しいとうまく話しておきますから」

「だけど、その説明では結婚前提なのは変わらないのでは？」

「ええ。だってわたくし、今回の事であなたに更さらに好意を持ちましたの。断る為にここに来たのなら、さぞかし気が重かったことでしょう。それなのにちゃんとわたくしと向き合ってくださった。誤ご魔ま化かそうと思えばできたのに、好きな人がいると正直に告白してくださった」

　胡蝶が感心したように息をついた。

「何て誠実な方だろうと思いましたのよ。わたくしの周りにはあなたのように女性の気持ちを考えて、自分が悪者になろうともきちんと向き合ってお話をしてくれる勇気のある殿との方がたはいませんわ。あなたは理想の男性です。絶対にあなたの妻になってみせます」

　にっこり微笑ほほえまれて、身体からだが固まってしまった。まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように。

「好きな女性がいても、わたくしはかまいません。そんな事は気にしませんから。だって前に白桜様が仰ってくださったでしょう。女性が夫を選んでもいいのだと」

　確かにそれらしい事は言ったような気もする。

　だが思い出そうとする間もなく、胡蝶が歩み寄って白桜の両手を握った。

「だからこれからは、あなたに好きになってもらえるよう、あらゆる努力をいたします。楽しみにしててくださいませ」

　意志が強くて強引な胡蝶が〝あらゆる努力〟をするとどうなってしまうのだろう。

　どんなに抵てい抗こうしても、彼女に押されて押されてそのうち押し倒たおされてしまうかもしれない。

（ああ、そんな所も青丞に似てる……）

　だがこれ以上きつい言い方で断るのは危険だった。

　彼女の後ろ盾だてである龍宝帝の機き嫌げんまで損そこねるかもしれない。

　まずはお見合いを乗り切った事で、よしとするべきなのだろうか。

「さ、白桜様。せっかく用意致いたしましたから、お菓子を召し上がって。そうそう、青丞も今日はお見合いだから、お土産みやげ代わりにとお菓子をいくつか持っていきましたのよ。いつも冷静で女になんか興味がないって顔をしてる青丞が、里桜姫ひめの話をする時だけは優やさしい顔になるの」

　胡蝶が口元に手を当てて、くすくす笑う。

「本当に彼女が好きなのね。あちらのお見合いは、今いま頃ごろどうなっているのかしら」

　それは白桜が、今もっとも気になっている事でもあった。

　お見合いが同時に二つ重なるという危機を乗り越こえる為ために、白桜はある奥の手を使った。

　今頃、それがどう効力を発揮しているのか、心配でならなかった。
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　青丞は胡蝶からもらった菓子を手に、白びやつ虎こ家の屋や敷しきを訪おとずれていた。

　束帯姿で正装し、いつも里桜と会う部屋に足を踏ふみ入れる。

　正面にある御み簾すの向こうに、里桜がいる気配がした。

「こんにちは。里桜姫」

　彼女がいてくれた事にほっとする。

　強引に結婚を申し込み、まずはお見合いでと答えた時の彼女は明らかにうろたえていた。

　彼女は、おそらく自分を嫌きらいではなかろうが好きでもないというのはわかっていた。

　本来ならそんな態度をとられたら二度と近づかない。

　好きではないと暗に何度も言われて追いかけるほど、女に不自由はしていないのだ。

　だが彼女だけは別だった。話をするたびに、彼女の考えに惹ひかれていく。

　姿さえ見た事がないのに、彼女の声と言葉に惚ほれ込んでしまったのだ。

　絶対に彼女を妻にしてみせる、青丞は心に決めて、今日はここに来たのだった。

「青丞殿どの」

　そこへ、いつもは顔も見せない白虎家の当主が部屋に入ってきた。老ろう齢れいだが大おお柄がらでかくしゃくとしている上総は、四神の一族の古ふる狸だぬきとも呼ばれていて、なかなか侮あなどれない人物だ。

「お久しぶりです。上総殿」

「そうじゃな。本日はお日ひ柄がらもよくめでたい日だ。どうだろう。まずはわしの部屋で茶でも。いやいや、青丞殿なら酒がよいかな」

　豪ごう快かいに笑ってはいるが、上総の目が笑っていない事に、青丞はすぐに気付いた。

「酒も茶も遠えん慮りよします。それより里桜姫とお話がしたいので」

　口調は柔やわらかくしたが、はっきり断った。それでも上総が首を振る。

「いやいや、そう言わずに。しかし里桜もあなたのような立派な殿方とお見合いとは、何と幸せな。わしは祖父として鼻が高いですぞ。実はここだけの話、わしも長年の青せい龍りゆう家と白虎家の確かく執しつには頭を痛めておりましてな。何とかこれで青龍家と親しくなれたらと……」

　話しながらも、上総がほんのわずか御簾の方へと目をやった。

　普ふ通つうなら気付かれない程度だろうが、その様子がどうにも目に付いた。

「……何か、あるのですか？」

　ふと疑念がわいた。どうも上総は何か焦あせっているようだ。ちらちらと御簾の方を見たりするから、里桜に関する事で何か気になる事があるのかもしれない。

「いや、何でもありませぬぞ！」

　その言葉があまりにもきっぱりしすぎていて、余計に違い和わ感かんがあった。

「里桜姫がどうかされたのですか？」

　かまをかけるつもりで言ってみる。上総は表情は変えなかったが、目をわずかにそらした。

「何でもありませぬ。さあ、わしの部屋でお茶でも」

　どうやら自分をこの部屋から遠ざけたいようだ。そこでふっとある考えが頭を支配した。

「──その御簾の向こうにいらっしゃるのは、本当に里桜姫ですよね？」

　お見合いを言い出したのは里桜だが、それも乗り気ではないようだとは気付いていた。

　強引に話を進めたという自覚はさすがにある。もしかして、嫌いやになって逃にげ出したのかもしれない。行動的で自立した考えを持つ彼女なら、まったくないとは言えなかった。

　それならば上総のこの態度にも納なつ得とくがいく。

　しかしもしそうなら、さすがに腹が立つ。嫌いや々いやながらも一度は受けたお見合いだ。それを直前になって逃げ出すなんて、許せなかった。里桜を愛しているからこそ、余計に。

「も、もちろんじゃ。何を言っておられるのじゃ！」

　突とつ然ぜんの質問は、上総の反応を見る為だ。

　彼はさすがに表情一つ変えなかったが、声がわずかにうわずった。それが答えだろう。

「もし、そこにいるのが里桜姫ではないとすれば、大変な事になりますぞ。俺は正式に里桜姫へお見合いを申し込み、それは父である龍宝帝を通じてあなたに話があったはず。そしてあなたはそれを了りよう承しようされた。それなのに、今この場に里桜姫がいないとなると……」

　口にしながら、恋こいする男は本当に愚おろかだと思った。普ふ段だんはこんな事は絶対に言わないのだ。

　だが愛する里桜姫の事となると、どうにも黙だまっていられなかった。

　それだけ、彼女を手に入れたいという気持ちが強かった。自分でも抑おさえられないほどに。

「いや、そうではないのだ」

「では、なぜ彼女はさきほどから話をしないのですか？　そこにいるのは偽にせ者もので、喋しやべればそれがわかってしまうからではないですか？」

　里桜姫の声は完かん璧ぺきに聞き分けられる自信がある。問い詰つめると、上総が渋しぶい顔で目を伏ふせた。

「それは……」

「お待ちください」

　そこへ聞こえたのは、恋する女性の声だった。

　すぐさま振ふり向むくと、御簾の向こうにいる女性がわずかに動く気配がした。

「少しばかり緊きん張ちようして、声が出なかっただけです。わたしはちゃんとここにおりますよ」

　声も口調も、間ま違ちがいなく里桜姫だった。愛いとしい人の声だ。絶対に間違うはずがない。

「──これは、失礼しました」

　恋に翻ほん弄ろうされるあまり、妙みような邪じや推すいをしてしまった。こんな失態は初めてだ。

　しかし青丞は、心のどこかでそんな自分さえも面おも白しろいと思っていた。

　人は利益だけでなく感情でも動くのだと、恋をしてから実感するようになった。そんな自分に驚おどろきを隠かくせないし、里桜に会うたびに少しずつ気持ちが動いていくのは楽しかった。

「実は、大した事はないのですが、昨日から少し具合が悪くて。おじいさまは心配なさってここへいらっしゃったのです。……おじいさま。青丞様と二人だけで大だい丈じよう夫ぶです。ご心配かけました」

　そういう訳があったとは知らず、興奮してしまった自分の言動をさすがに恥はじた。

　青丞は再び上総に向かって頭を下げる。

「誠まことに申し訳ない事をしました」

「いや、それはよいのですが……。里桜、本当に大丈夫なのか？」

　御簾を見つめる上総からは、本当に心配している様子が伝わってきた。よほど孫が可愛かわいいようだ。四神の一族の古狸と言われていても、孫の前では普通の人間になってしまうらしい。

「ええ、青丞様とゆっくりお話がしてみたいの」

　ふとその言葉に違和感を覚えた。何かがおかしいと感じたが、それが何かよくわからない。

「……わかった。ではわしはこの辺りで。青丞殿、大変申し訳ないが、孫は昨日から少しばかり具合が悪いので、あまり長い時間は……」

「わかりました。そう長居はいたしません。この気持ちをお伝えしたら、早々に帰ります」

　頷うなずいた上総は心配げな顔をしつつも、ようやく部屋を出て行った。







「身体からだの調子が悪いのか？」

　やっと二人だけになって、青丞はようやく御簾の前に腰こしを下ろした。

「少し熱が出てしまっただけです。今日はもう下がりました」

「そういえば、身体が弱いと言っていたな。いつも元気そうだから失念していた。何か必要なものがあれば言ってくれ。いくらでも取り寄せるから」

「いえ、おじいさまがよくしてくださるので大丈夫です」

　話をしていて、またしても何か違和感を覚えた。

　しかしそれは雲のようにふわりとしていて、つかみ所がなかった。

　声は間ま違ちがいなく里桜だ。恋しい人の声を間違えるはずがない。

　御簾越ごしに窺うかがえる座り方や佇まいも彼女だ。ではいったい、何がおかしいというのだろう。

「……お会いしたかった。里桜姫ひめ。この日をどれだけ待っていた事か」

「わたしも今日を楽しみにしておりました」

　違和感が大きくなった。どうしてなのかと考えて、ふと気付く。

　会話の調子がいつもと違ちがうのだ。

　里桜は、問いかけるとこちらが思いもよらない答えを返してくる。

　それが面白くてならないから、彼女とずっと話をしていたくなるのだ。

　しかし今の彼女は、当たり障さわりのない返事しかしない。

　これではまるで、青丞の周りに常にいる普通の貴族の姫のようだった。

　しかし、ただ単に緊張しているだけかもしれないとも思った。

　いくら度胸のいい里桜でも、このお見合いの結果で結けつ婚こんするかしないかが決まるのだ。

　あまり恋れん愛あいには慣れていないようだから、いつもの他愛たわいないお喋りができるほど余よ裕ゆうがないだけかもしれなかった。

「俺の気持ちはこの間伝えたが……」

「ええ、三日前の事ですね。殿との方がたから手に口付けられるなんて初めてでした。とても恥ずかしかった」

　彼女の声がやや小さくなった。それは彼女と二人だけの時に起こった事だ。

　他人が知らない事を知っているのだから、やはり違和感は気のせいだろう。

　よもや本人ではないのかともちらっと思ったが、考えすぎだったようだ。

「驚かせたのは悪かった。しかしあれは俺の気持ちの表れだ。里桜姫、改めて言うが、結婚してくれ。あなたがそばにいてくれれば俺は満足だ。あなたの願いはすべて叶かなえよう」

　心からの思いを告白する。真しん摯しな気持ちを受け取ってくれと願いながら。

「……わたしには、好きな人が」

　里桜が口元に手を当てる様子が、御み簾す越しに見てとれた。

　震ふるえる声が聞こえたとたん、目に力が入る。

「それは想月か」

　想月の事を話す時、里桜は様子がおかしくなる。女性にしてはさばさばしていて物事もはっきり言うのに、彼の事になると口ごもる事が多いのだ。

「あいつは犯罪者だ。捕とらえるのが、大だい内だい裏りに勤める俺の仕事でもある。あいつをいつまでも思うのはやめるのだ」

　邪じや魔まな御簾を取り払はらって、彼女を今すぐ抱だきしめたかった。想月になんて絶対に渡わたさない。

　彼女をこの腕うでに抱いだいて愛めでるのは、自分だ。

「違います。想月ではありません。あなたの知らない方。田舎いなかにいた頃ころの幼なじみで……」

「本当にそうか？　調べれば、そんな男がいるのかどうか簡単にわかるのだぞ」

　里桜が押し黙った。青丞は膝ひざに置いた拳こぶしを握にぎり締しめる。

　やはり彼女は想月の事を思っているのだ。

「想月の事は俺が忘れさせてやる。──俺の所へ来い。里桜姫。心も、身体も……！」

　すっと立ち上がり、大おお股またで御簾に近寄る。

「あなたの顔を見るのは、その心を手に入れてからだと言ったが、もうそんなには待てない。あなたの心は必ず手に入れるが、その前に顔を見せて頂きたい。──顔を見せてくれるという事は、俺へ心を許した証しよう拠こだからな」

　ちゃんと彼女の許可を得るまで我が慢まんしようと思っていた。だが、恋に突つき動かされて口も身体も勝手に動く。これが俗ぞくに言う嫉しつ妬とというやつかと、自分でも驚いた。

　感情に支配されて行動するなんて、まるで獣けものだ。

「愛している。里桜姫。だから、すべてを俺にゆだねてくれ」

　返事は聞かなかった。嫌いやだと言われてもやめるつもりなんてなかったからだ。

　青丞は御簾を引きちぎる。その向こうでは、一人の女性が座っていた。

「あなたは……！」

　その顔を見たとたん、青丞は驚きに目を見張り、言葉をなくしていた。
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　白びやつ虎こ家の屋や敷しきに早馬で戻もどった白桜は、『里桜姫』と青丞がお見合いしている部屋に飛び込んだ。中の状じよう況きようを見て何があったのかを悟さとり、力の限り叫さけぶ。

「青丞！　無む理り矢や理り御簾をとって女性の姿を見るなんて、不作法ですよ！」

　青丞が驚いた顔でこちらを向いた。彼の向こうには、帳ちよう台だいに座る女性がいる。

　白桜はその女性にちらりと目をやって、こっそり合図した。

「……坊ぼうや、胡蝶とのお見合いはどうした？」

　目を瞬またたかせた青丞に、肩かたをいからせて大股で近寄った。

「もう終わりました。姉様が身体の具合が悪かったので、心配で早馬で帰ってきたんです。それより姉様から聞きましたが、あなたは姉様の心を手に入れるまで、顔は見ないと誓ちかったのでしょう。それなのに、約束を破るのですか？」

　帳台にいる女性の隣となりで膝をつく。青丞が白桜と女性を見比べて、目を見張った。

「似ている……な」

「ええ、だって姉弟きようだいですから。まあ、姉は父親似で、わたしは母親似ではありますけどね」

　それでも彼女と自分は他人だとは思われないだろう。

　目の辺あたりがよく似ていると昔から言われてきた。

「白桜、ちょっと気分が……」

『里桜姫』が青白い顔で白桜に寄りかかった。白桜は慌あわててその背を抱きしめる。

「大丈夫ですか。すぐに薬を用意致いたしますね！……青丞、今日はお帰りを。姉様は身体が弱いとご存じでしたよね。こんな乱暴な事をして驚おどろかせて、何かあったらどうするのです！」

　睨にらみつけると、さすがの青丞も怯ひるんだ様子を見せた。

「すまなかった……。何か手伝える事はないか？」

「姉様をゆっくりさせてあげる事が、今あなたにできる唯ゆい一いつの事です」

　腰に手を当てて仁に王おう立ちになり、彼に鋭するどい視線を向けた。

「──わかった。仕方ない、今日は帰ろう。本当にすまなかった」

　さすがに青丞も反省しているようだ。それ以上何も言わず、背を向けて部屋を出て行った。







「……うまくいったわね。里桜」

　彼の姿が見えなくなってから、ふと楽しげな声が聞こえてきて、白桜は慌てて振ふり向むいた。

「姉様、大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　目をやると、女性が小さく頷いた。

　細ほそ面おもてに漆しつ黒こくの長い髪かみ、化け粧しようもしていないのに赤い唇くちびるが愛らしい。

　実は彼女は、一つ違いの本物の里桜の姉、都桜だった。

　顔立ちはそれほどでもないが、声だけは昔からそっくりだと言われていた。

　顔を見ずに声だけ聞いたら、どちらかわからないと親ですら言うのだ。

「本当に具合が悪いのでは？」

　青白い顔の都桜が心配でならなかった。身体が弱いのに、都まで牛ぎつ車しやで旅をさせるなんて無む茶ちやをさせたのだ。しかも想月に誘ゆう拐かいされたせいで、事情を話したり青丞との間にあった事を説明したりする時間があまりなく、ほぼ徹てつ夜やさせてしまった。

　上総が用意した異国の薬のおかげで体調がいいといっても、もともと病弱でそう長くは生きられないとまで医者に言われていた都桜だ。

　本当はこんな事に巻き込みたくなかったが、背に腹は替えられなかった。

「平気よ。調子が悪いふりをしてみただけ。御簾を引きちぎられた時はどうしようかと思ったけど。でも、何とかあなたの秘密は知られずにすんだわね」

　都桜がふと、痛々しそうな目をして、そっと白銀の髪に触ふれてきた。

「改めて見ると、やっぱりあなたじゃないみたい。あんなに綺き麗れいな黒くろ髪かみだったのに、こんなに変わってしまって。瞳ひとみだって吸い込まれるような深い黒だったのに。──ごめんなさい。私の薬を手に入れる為ためにこんな事までさせて……」

　白桜の姿を最初に見た時、姉は真っ青になって倒たおれそうになった。

　なぜ男装などしているのかと何度も聞かれ、上総が本当の事を話してしまったのだ。

「姉様には知られたくなかった。だって、そうやって気にするでしょう？　でも、男装する生活もそんなに悪いものではないです。女として暮らしていた時ではできない経験が今はできる。友達もできたし、都の生活はとても充じゆう実じつしています」

　にっこりと微笑ほほえんだが、都桜はまだ辛つらそうな顔をしていた。

「それより、姉様にこんな事をさせてしまってすみません。でもどうしても他ほかの手が見つからなくて」

「私はぜんぜん平気よ。だってあなたなんてもっともっとたくさん噓うそをついて生活している。噓は心を疲つかれさせるわ。どんなに辛いだろうって思うと、泣きたくなるの」

　優やさしい姉が、目を潤うるませている。白桜はそっと彼女を抱きしめた。

「……わたしは平気です。あと数年したら、遠とお縁えんの子供が跡あと取とりになれる年ねん齢れいに達する。そうしたらもとの女の姿に戻れるのですから、それまでの辛しん抱ぼうです。──でもこの事は父上には内ない緒しよにしておいてくださいね」

　心配性しようの父はこれを知ったら、都まで乗り込んでくるだろう。その様子が想像できたのか、都桜がわずかに苦く笑しようした。だがすぐに真顔になって白桜の目を覗のぞき込む。

「でも、あと何年かは男の姿で生きなければならないのでしょう？　そんなの危ないわ。私はあなたに危険な真似まねをさせてまで、健康になろうとは思わない。一いつ緒しよに田舎に帰りましょう」

　色白の顔が辛そうに歪ゆがんでいる。こんな顔をさせているのは自分だろうか。

　その言葉はとても魅み力りよく的だった。男が圧あつ倒とう的に多い大内裏で官かん吏りになる為に頑がん張ばっているが、やはり隠かくし事をしているのは辛かった。

　人を騙だましている事への罪悪感もある。

　すべてを投げ出して田舎に帰れたらと思った事は、正直何度もあった。

　だが、白桜はゆっくりと首を振る。

「姉様。わたしは今は白虎家の跡取り白桜です。白桜としての人生はもう始まっていて、友達もいるし、こんなわたしを頼たよってくれているおじいさまもいる。わたしが今、白桜をやめるという事は、彼らとの縁えんをすべて切るという事になると思うのです」

　頭に青丞や鵬玄、朱咒、そして都で出会った様々な人々の顔が浮うかぶ。

　最後に出てきたのは想月の顔だ。彼の冷たい目を思い出すと背筋が震ふるえた。

（怖こわがってはいけない。何とか彼が歩む道を変えなければ！）

　その決意は固かった。白桜はゆっくりと都桜に微笑む。

「それに、男装しているわたしにしかできない事を見付けたんです。わたしは何としてでもそれをやり遂とげたい……！」

　龍宝帝から聞いたこの国の改革の第一弾だん。

　まずは庶しよ民みんにも大学寮りようの門戸を開き、官吏の質を高める、というものだ。

　龍宝帝は約束してくれた。追い追い女性も大学寮に入学できるようにしようと。

　それにはどれだけの時間や労力が必要なのか、さっぱりわからない。

　ただわかっているのは、自分が官吏として大だい内だい裏りでも発言力をもてるようになれば、将来的にはそれが実現できるように持っていけるかもしれないという事だ。

　そううまくいくはずないとわかってはいても、行動しなければ夢は遠ざかるばかりだ。

　だから、今できる精いっぱいの事をしたかった。

　決意の眼まな差ざしを向けると、都桜が何か言おうとしたのか口を開きかけた。

　だが一度その口を閉じて、ため息をつく。

「昔から、言い出したら聞かない子だったわね。でも私はあなたのその、行動力があって意志の強い所に憧あこがれていたわ。……あなたがやりたい事があるのなら、私はもう何も言わない。だけど、いつでもあなたには帰れる場所がある事を覚えておいてね」

　都桜の優しい笑えみは昔から大好きだ。

　大きく頷うなずくと、彼女は温かい腕うでで抱だきしめてくれたのだった。
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　想月は、誰だれもいなくなった牢ろうの中を見て、やはりそうかと呟つぶやいた。

　里桜は自分と生きる道を選ばなかった。しかしそれは何となく予想がついていた事だった。

　都に来たばかりの里桜は、男装していてもおどおどしてばかりいた。だが久しぶりに会った彼女は堂々とした口調ではっきり自分の意見を言う、れっきとした貴族の子息になっていた。

　女だと知っているはずの想月ですら、その凜り々りしさに惚ほれ惚ぼれしそうになったのだ。

〝里桜〟はしばらく会わない間に〝白桜〟へと変へん貌ぼうを遂げていた。

　その変貌の陰かげには、四神の跡取り達との切せつ磋さ琢たく磨まの生活があったのかもしれない。

「青丞……！」

　暗い炎ほのおが燃え上がる。

　白桜と笑い合う青丞の姿を思い描えがくと、嫉しつ妬とという炎が全身を焼き尽つくした。

「里桜姫ひめ。今は嵐あらしの前の静けさだ。もうすぐ大内裏に吹ふき荒あれる嵐に、あなたはきっと翻ほん弄ろうされる。嵐に吞のまれて動けなくなったあなたを手に入れるのは、この私だ！」

　強い決意で、牢をあとにした。大内裏に嵐を起こす為に、まだまだやる事はたくさんある。

「想月。ここにいたのか。ちょうどよかった」

　牢を出た所で、碧嵐に声をかけられた。

「ここは引き払はらった方がいいと知らせに来たのだ。大内裏にここに不ふ審しん者がいると報告が入ったようだ。すぐにでも兵が押し寄せてくるぞ」

　さきほど境けい内だいで、こちらの手の者が数人倒されていたのを見付けた。

　さすがに白桜の仕し業わざではないだろう。誰かが助けに来たのに違ちがいない。

　想月は碧嵐の背後にちらりと目をやった。大内裏の情報をもってきてくれる忠犬が付き従っている。おそらく今の情報も彼が告げに来たのだろう。

　便利な忠犬だが、やはりこちらに向ける目は不審に満ちていた。

　忠犬が持つ、銀の錫しやく杖じようがシャランと鳴った。

「では、ここは捨てて次の隠れ家に移動しましょう。……碧嵐を頼たのみましたよ。草薙」

　都一の陰おん陽みよう師じと名高い草薙は、訝いぶかしげな表情を崩くずさなかった。

「あなたに言われるまでもありません。碧嵐様は私が必ず守り抜ぬきます」

　氷のように冷たい声だった。忠犬が、主人に仇あだなす存在をかぎ分け威い嚇かくの声を上げたのだ。

　その見事な忠義心に、笑いがこみ上げそうになる。それをどうにか堪こらえて、彼らを見送った。

　彼らの姿が見えなくなってから、きびすを返して裏門へと足を向けようとした。

　そこでふと、石造りの牢がある建物に目が留とまる。

「……あなたがあのまま牢の中にいてくれたら、何もかもを投げ捨ててあなたと逃にげたかもしれない」

　それは心の中に押し殺していた思いだ。

　忌いみ神一族として、この国に復ふく讐しゆうする事を目標にずっと今まで生きてきた。

　しかし里桜が望むなら、それを捨ててでも彼女と一緒にいたいと思う自分がいた。

　想月はふっと自じ嘲ちようする。そんなに都合良くいくわけがない。現に彼女は逃げたのだ。

「今度会う時は、もうあなたに選ばせない。その身体からだをかき抱いだいて連れ去る事にしよう」

　甘く微笑んだ想月は、新たに罠わなを仕し掛かける為に歩き始めたのだった。
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　白桜は白びやつ虎こ家の庭に佇たたずみ、目の前の池を見つめて考え事をしていた。

「お見合いの同時進行は何とかなったけど、でも正直今回はきつかった。このまま噓をつき続けていけば、ずっとこんな思いをするのだろうか」

　慌あわただしかったお見合いの日から、数日が経たっていた。

　新たな夢に向かって進もうと決めてはいたが、やはり周りを騙して生活するのは苦しかった。

　心の中はいつも不安だらけだ。その中でも今もっとも気になっているのは、白桜が風ふ呂ろに入る様子を見たらしい〝男〟の存在だ。

　その男が秘密を暴ばく露ろするのではないかと、常にびくびくしていた。

　しかし今の所は、白桜の秘密に関しての噂うわさはないようだ。だがそれはそれで不気味だった。

　どうしてその男は、秘密を漏もらさず無言を貫つらぬいているのだろう。

「単純にわたしが白桜だって知らないで、女の風呂を覗いただけだと思ってるんだろうか。それならわたしが恥はずかしいだけですむけど、もしもその誰かが何か思おも惑わくがあって黙だまっているならまずい……」

　秘密を脅おびやかす懸け念ねん材料はまだまだある。

　今回のお見合いは何とかうまくいったが、こんな事が何回も続けばきっと勘かんのいい青丞は秘密に気付くだろう。

　それを避さける為ためにも、屋や敷しきに閉じこもって誰にも会わずに生活すればいいとわかっている。

　そうすれば、秘密を知られる可能性はかなり低くなるし、心も身体も楽になれる。

　だが龍宝帝の改革の手助けをしたいという気持ちが、日を追うごとに心の中でどんどん大きくなっていく。

「改革が進めば、正々堂々と女の姿で青丞達と一いつ緒しよに働けるようになるかもしれない。彼らは大事な仲間だ。もっともっと、この国の為に彼らと一緒に働きたい」

　だがその改革の手助けをする為には、大きな秘密を抱かかえて貴族の男達が中心の大内裏で、官かん吏りとならねばならない。

　自分が手伝える事なんて、きっとたかが知れている。だけど何もしないでじっと屋敷にこもって成り行きを見ているだけしかできないのは、想像するだけで辛つらかった。

「白桜様、お客様がいらっしゃってます」

　考え込んでいた所へ、女によう房ぼうの橘が声をかけた。誰だろうと振ふり向むいて、ぎょっとする。

「鵬玄!?　どうしてここに？」

　橘に促うながされてこちらに歩を進めた鵬玄が、やや俯うつむき加か減げんで口を開いた。

「……この間の事で、その後何ともないかと気になって」

　彼らしくなくもごもごと話すのでよくわからなかったが、どうやら心配してくれているようだ。白桜は彼に向き直った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。あなたが助けてくれたおかげで怪け我がもなかったし」

　微笑ほほえむと、鵬玄がわずかに顔を上げた。

「あのあと、大だい内だい裏りに事の次し第だいを報告して、兵を率いてあの寺に行ったのだが、もぬけのからだった。俺が倒たおした男達の姿もなかったから、おそらく他ほかに誰かがいて彼らを連れていったんだろう」

　さすがに鵬玄はもと武官だっただけあって、行動が的確で素す早ばやかった。

（想月の事は知られなかったみたいだ。……よかった）

　心の中で安あん堵どの息をつき、そんな自分にはっとする。

　想月はこの国と帝みかどに仇あだをなそうとする忌み神一族だ。その彼が捕つかまらなくてよかったと思ってしまう自分は、帝の忠実な僕しもべたる官吏になる資格はないのかもしれない。

　それでも彼が大切で、彼が復讐へと突き進むのを阻そ止ししたい気持ちは止められなかった。

　苦々しい気持ちで唇くちびるを嚙かみしめていると、鵬玄が目線をこちらに向け、大きく息を吐はいた。

「白桜……。少し話があるのだ」

「どうしたんだ？」

　少しばかり驚おどろいて目を見開いた。鵬玄から話しかけてくれるのはずいぶん久しぶりだ。

　しかも目をまっすぐに見て話をしてくれるなんて、大学寮りようの時以来かもしれない。

「……このまま主上が出される試験を受けて官吏になって、本当に大丈夫か？」

「どういう意味だい？」

　本当に意味がわからなかった。鵬玄が、再び無言になって何か考え込んでいる。

「お前は身体が弱いだろう。官吏になれば宿直とのいもあるし、仕事も忙いそがしくなる。耐たえられるのか？」

　どうやら心配してくれているようだ。優やさしい心こころ遣づかいに、頰ほおが緩ゆるむ。

　実際、それはさきほどもずっと考えていた大きな悩なやみであった。

（このままだと、今度のお見合いみたいに秘密がばれるかもしれないような危機が訪おとずれるかもしれない。本当は屋敷に閉じこもって暮らした方が安全だ。だけど……）

　不安は大きいし、噓うそをつくのも辛い。周りを騙だますのも苦しかった。

　それでも白桜は顔を上げて、鵬玄をじっと見つめた。

「……以前、あなたとは秘密を作らないって話をしたよね。実はあなたにだけは話しておきたい事があるんだ」

「な、何を話す気だ？」

　鵬玄が見てわかるくらいにびくりとした。

　あたふたした表情をする彼を不思議に思いながらも、口を開く。

「わたしには夢があるんだ……」

「夢？　なんだ、そういう話か。俺はてっきり……」

「ん？　何か言ったか？　鵬玄」

　なぜか安堵の息をついている鵬玄に、首を傾かしげる。すると彼が慌てて姿勢を正した。

「何でもない。こちらの話だ。……それよりも、お前の夢とは何だ？」

　鵬玄が表情を引き締しめた。何事も正面から受け止めようとしてくれる彼ならきっと、自分の夢を笑わずに聞いてくれる、そんな気がした。

「これはまだ発表されていないから、内密にしてほしい。信用できるあなただから話すんだ。……実は主上がある改革を行おうとされている。その改革の第一弾だんとして、身分の低い者や、追い追いは女性も官吏として仕官できるよう、大学寮への入学を許可しようという計画がある」

　さすがに鵬玄が目を見開いた。しかし彼は笑ったりはしなかった。

「わたしは身分や性別に関係なく、みんなが自由に学べる世の中が来ればいいと思っている。それが夢でもあるんだ。わたしにできる事なんてたかが知れてるけど、その改革をお手伝いすれば夢に一歩近づけると思うんだ」

　言葉はすんなりと出てきた。それは真しん摯しなる思いだったからだ。

　たとえ改革がうまくいったとしても、女性が大学寮に入れるようになるまでは、きっと長い時間がかかるだろう。

　もしかしたら、自分の一生を捧ささげても足りないぐらいの時間かもしれない。

　それでも改革を手伝う事によって、少しでも理想に近づけるのならば、危険をおかしてでもやってみる価値はあるのだと思う。

　その為には……。

「だからわたしは官吏として大内裏で帝のおそばに仕える。大内裏は一ひと筋すじ縄なわではいかない貴族達も多いみたいだけど、負けるものか！　わたしは白虎家の跡あと取とり白桜。その名で精いっぱい生きるんだ！」

　思いを口にすると、どんな無む茶ちやな事でも現実になるような気がするから不思議だ。

　だがすぐに、気持ちが抑おさえられなくて大声を上げてしまったとはっとした。

　慌てて鵬玄を見上げると、彼も目を丸くしている。

「ご、ごめん。急に大声を出して……」

「いや、いい。お前の気持ちはわかった」

　鵬玄がゆっくりと微笑んだ。彼のそんな笑え顔がおを見たのは、かなり久しぶりだ。

「俺もずっといろいろと考えていたのだ。だが今の言葉を聞いて決心がついた。……白桜、俺にも夢ができたぞ。何だと思う？」

　微笑みを浮うかべている鵬玄は、目め尻じりがわずかに下がっている。

　それは久しぶりに見る、彼が選んだ親友だけに向けられる笑顔だった。

「わからないな、いったい、何だい？」

　首を傾げると、鵬玄の笑みが深くなった。

「俺の夢は、お前の夢を手助けしてその望みを叶かなえる事だ。みんなが平等に学べる世の中は素す晴ばらしいと俺も思う。知識は人を豊かにするからな。だからお前はお前の道を行け。お前が主上の手助けをしたいと言うなら、お前の手助けは俺がしてやる。俺達は……親友だからな」

　鵬玄の言葉に、目も口も大きく開いた。鵬玄がばつが悪そうに、口元に手をやる。

「この間は妙みような事を言ってすまなかった。あれは……疲つかれていたんだ。慣れない大内裏で疲れていただけ。俺とした事が、お前にあたってしまったようだ。悪かったな」

「本当に？　本当に疲れていただけだったのか？　ではこれからも親友でいてくれるのか？」

「ああ、お前がよければ。俺もお前が頼たよれるような存在になれるよう頑がん張ばるつもりだ。……みんなの輪を乱していたのは俺だ。おそらく官吏になる為ための試験はそろそろ発表されるだろう。それまでには、青丞にも朱咒にもきちんと詫わびをいれるつもりだ」

　鵬玄が、そこで言葉を切って、右手を差し出した。

「その前にまずはお前に詫びるべきだと思った。改めて頼たのむ。俺と親友でいてくれるか？」

　その言葉が涙なみだが出るほど嬉うれしかった。彼の右手を両手で包む。

「もちろんだ。これからもよろしく頼むよ。……ありがとう。また親友と言ってくれて！」

　白桜は再び花開いた友情を、今度は枯からすまいと心に誓ちかった。
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「里桜、青丞様からのお詫びの文と、胡蝶姫ひめからの遊びの誘さそいの文がまた来ているけれど、どうする？」

　縁えん側がわに座り、庭を眺ながめていた白桜に声をかけたのは、都桜だった。

　せっかく都に来たし、身体からだの調子もいいからしばらく残る事になったのだ。

　父には里桜が都で寂さみしがっているから、会いに行ってくると言って出てきたらしい。

　父も上総が用意した立派な牛ぎつ車しやにお付きの医師を見て、渋しぶ々しぶ都行きを許可したようだった。

　白桜としては都桜がいてくれるのは心強かったし、男と偽いつわらないでいい相手が近くにいてくれるのは嬉しかった。

「また文か。断りの返事を書くの大変なんだよな。まあ、この間みたいに非礼の詫びだとか言って、庭を埋うめ尽つくすほどの花を送られるのも困るけど」

　そんな事をしたのはもちろん青丞だ。

　胡蝶とのお見合いは、まだ結けつ婚こんするには早いから、もうしばらく互たがいを知る為の期間が欲しいと、彼女が龍宝帝に願い出てくれた。

　青丞の方は、彼が許可なく御み簾すの中を見たという不作法があり、里桜姫がいたく傷付いていると上総が龍宝帝に申し出た。

　非は明らかに不作法をした青丞にあるので、お見合いは白紙になった。

　何とか秘密がばれずにお見合いを乗り越こえられた事にほっとしていたが、彼らはまったく諦あきらめた様子はなく、毎日文や届け物があとを絶たない。

　白桜は、陰おん陽みよう師じの草薙が言っていた恋こい占うらないを思い出していた。

（いろんな人達が入り乱れての恋こいの嵐あらしが吹ふき荒あれる、か。確かに大おお騒さわぎだったな。まあ、無事にお見合いがすんだからよかったけど。それにしても……）

　ちらりと、都桜が持ってきた文に目をやった。

「強ごう引いんさは青せい龍りゆう家の特とく徴ちようなんだな。どうやったら二人の求きゆう婚こんを断れるんだろ」

　ため息混じりに呟つぶやくと、都桜が不思議そうな顔をして隣となりに座った。

「里桜は、二人とも嫌きらいなの？」

「嫌いではないよ。胡蝶姫は女性だけど尊敬できる人だ。はっきりしていて話していても楽しいし。でもいくらわたしが男装していても、女性とは結婚できないよ」

「それはわかるわ。じゃあ、青丞様は？」

「青丞も嫌いではないよ。彼もやはり尊敬できる人だ。一見冷たそうだけど、とても面めん倒どう見みがよくて。大学寮りように通った事は話しましたよね？　その時も勉強を教えてもらったんだ」

「それで？」

「それで、騎うま射ゆみ大会でわたしの馬が暴走した時も助けてくれた。馬で追いついて、走りながらわたしを引っ張って自分の馬に乗せてくれたんだ」

「まあ、とても素す敵てきな方ね」

「うん。とても素敵……。ん？　どうしてそんなに頰が赤いのですか、姉様」

　声をかけると、都桜が恥はずかしそうに袖そでで顔を隠かくした。

「見ないで、里桜。……あの、でもよかったら、もう少し青丞様の事を聞かせてほしいわ」

　袖から垣かい間ま見みえた目がきらきらと輝かがやいていた。頰を染めて恥ずかしそうに男性の話を聞きたがる。女性がこういう態度をとるのはどういう時か、白桜だって知っていた。

「姉様。まさか……」

　おそるおそる聞いてみると、都桜はもじもじとしながらも、小さく頷うなずいた。

「あんなに素敵な方は初めて見たわ。とても強引でいらしたけど、そこが男らしくていいと思うの。私を里桜だと思っていらしたけど、すごく情熱的に愛を囁ささやいてくださった。私、ずっとどきどきして息苦しいくらいだったわ。そしてわかったの。これが恋だって」

　がんっと何かで頭を殴なぐられたくらいの衝しよう撃げきを受けた。

　絶句していると、夢見る少女そのものといった感じの都桜が赤くなった顔を両手で覆おおった。

「ずっと病弱で家族以外の殿との方がたと接した事がなかったでしょう。殿方ってあんなに見み目め麗うるわしくて、でも野性的な強引さを持っていて、そしてあんなに熱い瞳ひとみをするなんて初めて知ったわ。今思い出しても、身体が震ふるえるの。もう一度あの情熱的な瞳で見つめられたい」

（そ、そういえばあんまり近くにいすぎて忘れてたけど、青丞って都中の姫ひめ君ぎみが憧あこがれる存在だって聞いた事がある。なるほど、こんな風に姫君達は青丞の虜とりこになるのか）

　現状を考える事を拒きよ否ひするあまり、思考が違ちがう方へと向かっている。

　白桜は頭かぶりを振ふって、思考を正しい道に戻もどした。

「でも、姉様。青丞ってとっても冷たいんですよ。氷でできてるのかってぐらいなんです。それに嫌いやみばかり言うし……」

「あら、さっきと言っている事が違うわ。彼は里桜の危機を何度も救ってくれた優やさしい方なのでしょう？」

　首を傾かしげられて、顔が引きつった。

「え、ええ。まあ」

「じゃあ、どうしてそんな事を言うの？　あ、もしかして」

　都桜が悲しそうに目を潤うるませた。

「里桜も青丞様の事が好きなの？　だったら……」

「いえっ。いえいえいえ！　そんな事これっぽっちもありません！　求婚されて迷めい惑わくしているんです。何とか諦めてもらおうって必死になっていて」

「何を騒さわいでおるのじゃ。二人して」

　そこへ声をかけたのは、餅もちが載のった皿を手にした上総だった。

「白桜、都桜。これは都でも一番美味おいしい餅だと評判なのじゃ。食べてみろ」

「まあ、ありがとうございます。おじいさま」

　上総の顔はでれでれだ。娘むすめに駆かけ落ちされて、使用人に囲まれて寂さびしい生活をしていた彼にとって、孫が二人も屋や敷しきにいるのは嬉しくてたまらないらしい。

「何を話しておったのじゃ。わしも仲間にいれておくれ」

「いや、おじいさま。何でも……」

「あら、里桜。何でもない事はないわ。おじいさまにはちゃんと報告しなくては。実はおじいさま。……恥ずかしいのですが、お慕したいする男性ができたのです」

　貴族の姫は、好きな男性ができたらまずは親に相談するのが常識だ。

　そうしなければ、屋敷からほとんど出ない姫は、恋しい人と接点を持つ事さえ難しい。

　親は相手の男性が誰だれかを聞いて、自分の家と釣つり合うような家いえ柄がらであれば、屋敷に呼んだりして親しくなれる機会を作ってくれる。そうしてお見合いや通い婚こんへと発展していくのだ。

　都桜が恋をしたのなら、まずは都での親代わりの上総に話すのは当然のことだった。

「何と！　それはめでたいな。よし、お前が好きになった男なら、相手が誰だろうとわしが連れてきてやろう。身分などは気にせずともよいぞ。お前が幸せになってくれるのが一番じゃ」

　白桜達の母は、身分が低かった父との結婚を反対されて家出した。

　その事を悔くいている上総は、孫の恋れん愛あいには鷹おう揚ような態度を見せた。

「本当ですか？……実はお慕いしているのは、青丞様なのです」

　満面に笑えみを浮うかべていた上総が、急に顔色を変えて眉み間けんにしわを寄せた。

「青丞殿どのか。他ほかの男が好きだというならわしも応おう援えんするが、彼はちと難しいな。なにせ……」

　ちらりとこちらに視線を向けられた。

「彼が好きなのは〝里桜姫〟だからな」

　上総が深いため息をついて、申し訳なさそうに都桜に目をやった。

「白桜と里桜が同一人物だと知られてはならぬ。だから彼の恋を実らせるわけにはいかぬのだが……ん!?　まてよ」

　上総がぽんっと膝ひざを打った。同時に都桜も両手を口に当てて目を見開く。

「良い事を思いついたぞ！」

「私もです。おじいさま」

　二人が顔を見合わせて、興奮したように目を輝かせた。

　何がどうなっているのかわからなかったが、とても嫌な予感がした。

「どうしたのですか、二人とも……？」

　上総が白桜の前に座り、がしっと両りよう肩かたを摑つかんだ。

「白桜と里桜が一人しかおらぬから、ややこしいのじゃ。二人おれば問題ない」

「二人って、わたしは一人しかいませんけど……えっ？」

　声を上げたのは、都桜が人差し指で自分の顔を指していたからだ。

「私がいるわ。私がこのままあなたの代わりをすればいいのよ」

「は!?　そ、そんな事ができるわけないでしょう！」

「できるわ。だって青丞様は私の顔を見て、それが〝里桜姫ひめ〟だって信じているのよ。だったら、このまま私が里桜を名乗って青丞様と会って、彼の求婚を受け入れればいいのよ」

「そうじゃ。そうすれば龍宝帝が取り持った縁えんが成じよう就じゆした事になる。青龍家と白びやつ虎こ家も繫つながりができるから、この国の未来の為ためにもいいだろう。もし都桜が嫌がっているなら、もちろん強要はせんが、都桜は青丞殿をお慕いしているのだろう？」

　都桜が恥じらいながらも、こくりと頷いた。

「ならば、都桜は好きな男のもとに嫁とつげる。我が一族も安あん泰たい。白桜は〝里桜姫〟の正体が自分だと気付かれないかとびくびくせずにすむ。これぞまさに一石二鳥どころか、一石三鳥だな！」

　わははははと笑う上総に、白桜は慌あわてて身を乗り出した。

「駄だ目めですよ！　そんなのっ」

　突とつ然ぜん大声を上げた事に驚おどろいたのか、上総が目を丸くする。

「どうしたのだ」

「そうよ、里桜。だってあなたは青丞様の求婚をどうやって断ろうって悩なやんでいたじゃない」

（それは確かにそうなんだけどっ。でも、でもでも何かが違う……！）

「いや、だって、それだと姉様は一生里桜の名前で生きていかなければならないんですよ。そんな無む茶ちやな事……」

「無茶じゃないわ」

　ふいに都桜の表情が引き締しまった。

「だって、あなたは白桜と名乗って男のふりまでして、私の薬の為に頑がん張ばってくれているのよ。それに比べたら、私は一生里桜と呼ばれるぐらい何でもないわ。それに私はあなたの手助けがしたいの。青丞様が里桜姫に求婚し続けると、あなたは困るのでしょう？」

　それはそうだと小さく頷いた。

　このままでは、彼に里桜と白桜が同一人物だとばれるのは時間の問題だ。

「だったら、今度は私が頑張る番。私は青丞様を心からお慕いしているの。だから私──里桜姫になって彼と結けつ婚こんします」

「ええっ!?　そ、それは……！」

　その続きを何と言おうとしたのか、自分でもわからなかった。

（結婚は駄目だよ。いや、でも何でそう思うんだ？　だって姉様は青丞を好きなんだ。彼が姉様と結婚したら、わたしはもう彼と女の姿で会う必要はなくなるから、秘密がばれる心配も少なくなるだろう。確かにこれでみんな丸く収まる。だけど……！）

　混乱した頭を必死で整理している間に、上総と都桜の話はどんどん盛り上がっていく。

「都桜。さっそく、青丞殿に文を書くと良いぞ。情じよう緒ちよ溢あふれた文章で恋こい心ごころを綴つづるのじゃ。何だったら、代筆してくれる専門家を雇やとってやろう」

「嫌ですわ、文ぐらい自分で書けます。これでも字がうまいと父に褒ほめられるのですから」

　二人はすっかり乗り気だ。そんな姿を見て、白桜は頭を抱かかえた。

（こんなの何か変だ。姉様と青丞が結婚なんて、うまく言えないけどおかしいだろ!?）

　そんな風に思ってしまった自分の気持ちが、よくわからなかった。

　ふと、陰おん陽みよう師じの草薙が行った恋こい占うらないが頭あたまに浮かぶ。

〝あなたが中心の恋こいの嵐あらしなので、吹ふき飛ばされないよう注意してくださいね〟

　どうやら白桜とその周りの人々を巻き込んだ恋の嵐は、まだまだ猛もう威いをふるいそうだった。
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　こんにちは、伊藤たつきです。

『白桜四神』の三巻をお届けしましたが、いかがだったでしょうか？

　ようやく見習い官かん吏りとして大だい内だい裏りに上がった白桜ですが、相変わらずいろいろと大変な目にあっています。

　小説を書いていると、キャラが勝手に喋しやべり出したり動き出したりする時があって、今回の白桜はほぼ全編その状態でした。

　観察者である私は、白桜が困ったりピンチになったりするたび、頑がん張ばれ頑張れと心の中で応おう援えんしつつ、彼女（彼？）がどうそれを解決しようとするのかを記録していきます。

　白桜の一挙一動に、わくわくしたりどきどきしたりしながら書いていくのは、とても楽しいです。皆みなさんにもそれが伝わって、楽しく読んで頂けると嬉うれしいなぁと思います。




　イラストを描かいて下さった硝音あや先生。

　いつも美び麗れいで可愛かわいらしいイラストをありがとうございます。

　素す敵てきすぎて最初にラフを見せて頂く時は、叫さけんでしまうくらい興奮します！

　これからもよろしくお願いします。




　ふと気付きましたが、この三巻がデビューしてから十九冊めの本になります。

　そして次にまた本を書かせて頂けたら、とうとう二十冊め！

　特に何がある訳でもありませんが、切りのいい数字にやたらとテンションが上がります。

　改めて思うと、そんなに本を出してもらったのかと、自分でもびっくりしています。

　ここまで来られたのも、読んで下さる皆さんのおかげだなぁとしみじみ。

　これからも、皆さんに楽しんでもらえるよう頑張ります！




　この本を手にとって、ここまで読んで下さった皆さん、どうもありがとうございました！

　たくさんあるライトノベルの中から選んでもらって、本当に幸せだなぁと思います。

　この本が皆さんにとって、楽しい時間を作るお役に立てればいいなぁと、心から祈いのっています。

　ではでは、また次の機会にお会いできる事を願って。





伊藤たつき　　




















カバー・口絵・本文イラスト／硝音あや

カバー・口絵・本文デザイン／アフターグロウ











白はく桜おう四し神じん




お見み合あいは三みつ巴どもえ!?








伊い藤とうたつき
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